移り 本 と 浴 体 。 
生還 っ 社 笑 の 分 類 。 
生物 や 人 間 へ の 応用 


IWAO OTS 


身体 と 液体 。 
行動 や 社会 の 分 類 。 
生物 や 人 間 へ の 応用 


9 } を 誠人 電 運 KO \ 運 
理 的 運動 パタ ー ン 。 
成 営 営 /3 里 学 ) 混 庶 感 営 い ナ (ドラ 
淫 っ た ェ エット ) 個体 
Ai ゅ 主 MR スー 番 れ よ 潮 


(性 才 時 攻 性 寺 { 中 ) 明 性 的 性 格 女性 的 性 


気体 と 液体 。 行 動 や 社会 の 分 
類 。 生 物 や 人 間 へ の 応用 。 


Iwao Otsuka 
(注意 ) 


筆者 が 使用 し た 自動 翻訳 サイ ト 。 そ れ は 、 以 下 の 通 り で す 。 


www.DeepL.com/Translator 


動画 と 画像 に よる 説明 。 
基本 パタ ー ン 


ある 同じ 2 つの パタ ー ン が 、 色 々 な 賃 域 や レベ ル で 、 共 通 に 見 ら 
れ ま す 。 
ある 同じ 2 つの パタ ー ン が 、 以 下 の 内 容 に 当て は まり ます 。 


色々 な 領域 や 世界 。 そ こ に お いて 、 基 本 的 で 車 要 な 、 粒 子 や 個体 
の 行動 、 之 動 パ ター ン 。 


次 に お 見 せ す る の が 、 そ の 2 パタ ー ン で す 。 
動画 その 1 


gas-single.mp4 - VLC メ ディ イア ブレ イヤ ー ー 回 4 ] 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (O ツー ル (⑤⑮) 表示 (⑪ 


動画 その 2 
ekitai-single_katsudou_030.mp4 - VLC メ デイ アプ レイ ヤー ー 男 | ※ ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 (DD ツー ル (S) 表示 (⑪ 


その 基本 的 で 重要 な パタ ー ン は 、 以 下 の 様 な も の で す 。 
以下 の (1 ) が 、 以 下 の ( 2 ) を 実行 する こと 。 


一 般 的 な 個体 、 粒 子 。 
) 以下 の 二 つ の 条件 を 満た す 動き を する こと 。 


の 以下 の (1 - 1) が 、 以 下 の (2 - 1 ) の 状態 に な る こ 


- 1 ) 個体 群 、 粒 子 群 
和 - 1 ) 互い に 明らか に 異な る 特徴 的 な パター ン で が 動く よう 
に が の こざ 。 


その 条件 は 、 以 下 の 通 り で す 。 
) 速度 が 速い ノ 速 度 が 遅い 
( 2 ) 相互 の 間 の 引力 が 働か な い / ノ 相互 の 間 の 引力 が 働く 


速度 が 速い & 相 互 の 間 の 引力 が 働か な い 場 合 。 そ れ が 、 パ ター ン 
その 1 で す 。 

速度 が 遅い & 相 互 の 間 の 引力 が 働く 場合 、 そ れ が 、 パ ター ン そ の 
2 です 。 


この 2 パタ ー ン は 、 生 物 や 人 間 や 社会 の 特徴 や 主義 、 主 張 を 表し 
ます 。 そ れ ら は 、 従 来 、 政 治 、 社 会 、 歴 史 等 の 分 野 で 、 繰 り 返 し 
取り 上 げ ら れ て きま し た 。 


この 2 パタ ー ン は 、 特 に 以下 の 実現 に 大 き な 力 を 発揮 し ます 。 
民族 性 、 国 民 性 の 違い の 解明 。 


この 2 パタ ー ン の 社会 の あり 方 を 、 こ こ で は 、 以 下 の よ うに 名 付 
了 け ます 。 
1 ) 気体 的 行動 
) 液体 的 行動 


) 気体 的 行動 の 行動 様式 で 動 こ うと する イデ オロ ギー。 革 者 
それ を 以下 の よう に 名 付け ます 。 ガ ス 主 義 。 

) 液体 的 行動 の 行動 様式 で 動 こ うと する イデ オロ ギー。 筆 者 
了 0 以下 の よう に 名 付け ます 。 リ キッ ド 主 義 。 


動画 (1) 気体 的 行動 (ガス 主義 ) 


gas-single.mp4 - VLC メ ディ イア ブレ イヤ ー ー 回 4 ] 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (O ツー ル (⑤⑮) 表示 (⑪ 


動画 (2) 液体 的 行動 (リキ ッ ド 主義 ) 
ekitai-single_katsudou_030.mp4 - VLC メ デイ アプ レイ ヤー ー 男 | ※ ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 (DD ツー ル (S) 表示 (⑪ 


個体 、 粒 子 問 の 力 の 働き を 矢印 で 表す と 、 以 下 の よ うに な り ま 


す 。 
動画 (1) 気体 的 行動 (ガス 主義 ) 


kitai-single_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー = 回 ※ ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (O ツー ル ($) 表示 (⑪ 


動画 (2) 液体 的 行動 (リキ ッ ド 主義 ) 
ekitai-single_katsudou_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ティ ア .… = 口 X ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (!) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (D ツー ル (⑮) 表示 (0⑪ 


そこ か ら 、 以 下 の こ と が 、 分 か り ま す 。 

(1 ) 気体 的 行動 で は 、 個 体 、 粒 子 の 間 に 、 あ まり 力 が 働か ず 、 
独立 性 が 高い 。 

( 2 ) 液体 的 行動 で は 、 個 体 、 粒 子 間 の 力 の 働き 合い が 大 きい 。 
( 1 ) 各個 体 、 粒 子 が 気体 的 行動 を 取る 社会 。 それ は 、 気 体 的 社 
会 で す 。 

( 2 ) 各個 体 、 粒 子 が 液体 的 行動 を 取る 社会 。 それ は 、 液 体 的 社 
会 で す 。 


実例 


以下 の 運動 、 行 動 様式 が 、 気 体 的 行動 、 液 体 的 行動 の 実例 に な り 
ます 。 


(分 子 物 理学 、 化 学 ) 気体 分 子 運動 ノ 液体 分 子 運動 。 物 理 
的 運動 パタ ー ン 。 


動画 (1) 気体 分 子 運 動 


gas-single.mp4 - VLC メ ディ イア ブレ イヤ ー ー 回 4 ] 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (O ツー ル (⑤⑮) 表示 (⑪ 


動画 (2) 液体 分 子 運 動 
ekitai-single_katsudou_030.mp4 - VLC メ デイ アプ レイ ヤー ー 男 | ※ ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 (DD ツー ル (S) 表示 (⑪ 


これ は 、 以 下 の (1 ) の 違い に より 、 以 下 の (2 ) の 通り と な り 


ます 。 


(1 - 1 ) 分 子 運動 速度 が 速い (気体 分 子 ) ノ 分 子 運 動 速 度 が 選 
(液体 分 子 ) 
(1 - 2) 分 子 間 力 が 無い (気体 分 子 ) ノ 分 子 間 力 が 有る (液体 
半 
1 ) 気体 的 行動 = 気体 分 子 運 動 
2 - 2) 液体 的 行動 = 液体 分 子 運 動 


(感覚 知覚 心理 学 ) 湿度 感覚 (乾い た (ドラ イ ) ノ 湿 っ 
た (ウェ ッ ト ) 個体 ) 


動画 (1 ) 乾い た (ドラ イ ) 個体 
介 gas-single.mp4 - VIC メ ディ アプ レイ ヤー ら ロ x ! 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 (DD ツー ル (S) 表示 (⑪ 


動画 (2) 肖 っ た (ウェ ッ ト ) 個体 


「A ekitai-single_katsudou_030.mp4 - VLC メ デイ アプ レイ ヤー 思 ロ X | 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 (DO ツー ル ($⑮) 表示 (⑪) 


これ は 、 以 下 の 感覚 を 生物 や 人 間 に 対 し て 世 えま す 。 


(1 ) 気体 的 行動 = ドラ イ な 、 乾 いた 感覚 
(2) 液体 的 行動 = ウェ ッ ト な 、 混 っ た 感覚 


その 原因 は 、 上 記 の 物理 的 な 気体 分 子 運 動 ノ 液体 分 子 運動 と の 類 
推 で す 。 
( 1 ) 気体 が 、 電 いた 、 ド ライ な 感覚 を 生物 や 人 間 の 肌 に 互 える 
Ne 
( 2 ) 液体 が 、 淫 っ た 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を 生物 や 人 間 の 肌 に 互 え 
る こと 。 


同じ 気体 の 空気 が 、 以 下 の よ うに 異な る 感覚 を 、 生 物 や 人 間 に 対 
し て 攻 え ます 。 

( 1 ) 空気 中 に 気体 と し て 存在 する 水 の 分 子 の 数 が 少な く な る 場 
湿度 が 低下 し ます 。 そ れ は 、 ド ライ な 感覚 を 人 肌 に 五 え ま 
2 ) 空気 中 に 気体 と し て 存在 する 水 の 分 子 の 数 が 多く な る 場 
混 度 が 高まり ます 。 そ れ は 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を 人 肌 に 五 えま 


ゆー ゆ 


空気 中 に 気体 と し て 存在 で きる 水 の 分 子 の 数 。 そ れ に は 限界 が あ 
り ま す 。 混 度 が 高まる に つれ て 、 水 は 気化 し に くく な り ま す 。 温 
度 低下 を きっ か け に 、 和 気体 だ っ た 水 の 分 子 が 、 液 体 に 変わ り ま 
す 。 


ここ で 、 乾 いた (ドラ イ な ) 個体 群 と 、 混 っ た (ウェ ッ ト な ) 個 
体 群 を 相互 作用 させ る と 以下 の よう に な り ま す 。 


動画 相 五 作用 (水色 の 個体 が 、 電 いた ドラ イ な 個体 で す 。 ピ ン 
ク 色 の 個体 が 、 混 っ た ウェ ッ ト な 個体 で す 。 矢印 は 、 力 の か か る 
方 向 を 表し て いま す 。) 


品 wet-dry_mix.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー 回 x | 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (DO ツー ル (S$) 表示 (⑪ 


生 
液体 的 行動 の 湿っ た (ウェ ッ ト な ) 個体 が 、 気 体 的 行動 の 乾い た 
(ドラ イ な ) 個体 に 接触 され る と 、 内 向き の 閉鎖 的 な 指向 を 示し 
ます 。 力 の 指向 する 向き を 示す 矢印 が 内 向き に 振れ る た めで す 。 


この パタ ー ン は 、 生 物 や 人 間 の ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 の 違い に 
その まま 反映 され ます 。 

(1 ) 気体 的 行動 = ドラ イ な 、 乾 いた 性 格 の 人 の 行動 様式 

( 2 ) 液体 的 行動 = ウェ ッ ト な 、 混 っ た 性 格 の 人 の 行動 様式 


生物 や 人 間 の 性 格 の 湿度 差 。 そ れ を コン ピュ ー タ ・ シ ミュ レー 


ショ ン で 表す こと 。 そ れ は 、 和 気体 的 行動 、 液 体 的 行動 で 表せ ば 恨 
い 。 


(生物 学 ) 精子 的 ノ 卵 子 的 行動 様式 


動画 (1) 精子 的 


品 kitai-single_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ イア プレ イヤ ー ー ロ x | 
メデ ィ ア (M) 再生 (0)) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (D ツー ル (S) 表示 0 


動画 (2) 卵子 的 


品 ekitai-single_katsudou_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ ア .… 一 ロ x | 


メデ ィ ア (M) 再生 () オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 DO ツー ル ($) 表示 0⑩ 


上 記 の 動画 で は 、 表示 は 、 以 下 の 通り で す 。 

(1 ) 気体 的 行動 。 精 子 的 性 格 。 精 子 的 行動 様式 。 男 性 性 の 起 
源 。 

( 2 ) 液体 的 行動 。 卵 子 的 性 格 。 卵 子 的 行動 様式 。 女 性 性 の 起 
源 。 


これ ら の 相違 は 、 生 物 の 有 性 生殖 の 根本 に 関連 し ます 。 
ここ か ら 、 以 下 の 内容 を 導き 出す こと が 可能 で す 。 


(性 差 心理 学 。 性 差 社会 学 。) 男性 的 性 格 ノ 女性 的 性 格 。 
男性 的 行動 様式 ノ 女 性 的 行動 様式 。 ( 男 ら し さ ノ 女 らし 
さ 。 父性 的 性 格 ノ 母 性 的 性 格 。) 


動画 (1) 男性 的 


っ 
kitai-single_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー ー ロ ※ ] 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (O ツー ル (⑮) 表示 (⑪ 衣 


動画 (2) 女性 的 
ekitai-single_katsudou_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ イア.… = 口 X ] 
メデ ティア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ V) 字幕 (DO ツー ル (S$) 表示 (⑪ 電 


上 記 の 動画 で は 、 表示 は 、 以 下 の 通 り で す 。 
( 1 ) 気体 的 行動 。 男 性 的 性 格 。 男 性 的 行動 様式 。 男 性 優位 社 


会 。 そ の 他 値 観 や 社会 規範 。 
( 2 ) 液体 的 行動 。 女 性 的 性 格 。 女 性 的 行動 様式 。 女 性 優位 社 
会 。 そ の 他 値 観 や 社会 規範 。 


この よう に 表せ る 理由 は 、 リ スク 、 危 険 を 回 避 す る 度合 い の 相 違 
が 男女 の 行動 様式 の 根本 的 な 相違 だ か ら で す 。 

( 1 ) 捨て 身 で リス ク を 取る 個体 = 男性 

( 2 ) 自己 保身 で リス ク を 回 避 す る 個体 = 女性 


2 れれ 572UNC の ま 、. 其 下 の ボ うな り ま すず 。 

( 1 ) 気体 的 行動 。 リ スク を 取る こと 。 ど ん どん 未知 の 痢 の 領域 
に 拡散 し て 進む こと 。 男 性 的 。 

( 2 ) 液体 的 行動 。 リ スク を 回 避 す る こと 。 す で に 光 の 当たっ て 
いる 、 同 じ 狭 い 限ら れ た 既知 の 安全 領域 。 そ の 内 部 に 、 費 で 集中 
し て 集 まっ て 、 そ の まま 動か ず に と ど ま る こと 。 女性 的 。 


ここ で 、 動 画 中 の 各個 体 の 矢印 に 注目 し まし ょ う 。 こ れ ら の 矢印 
は 、 そ の 個体 に か か る 力 の 働き を 示し て いま す 。 

( 1 ) 気体 的 行動 = 男性 的 行動 様式 

各個 体 は 、 独 立 し て 自由 に 行動 する た め 、 各 個体 の 間 に は 、 常 時 
力 が 働き 続け る こと は 無く 、 各 個体 は 普段 は リラ ックス し て いま 
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( 2 ) 液体 的 行動 = 女性 的 行動 様式 

各個 体 は 、 互 い に 他 者 に 気配 り を し て 、 安 全 領域 か ら 追 い 出さ れ 
な いよ うに 、 必 死に 気 を 遺 い ます 。 そ の た め 、 各 個体 は 、 互 い の 
間 に 、 力 が 絶え ず 働 いて お り 、 忠 張 状 態 に あり 、 決 し て リラ ッ ク 
ス 出 来 ま せん 。 


男女 の 行動 様式 の 性 差 を コン ピュ ー タ ・ シ ミュ レー ショ ン で 表す 
に は 、 和 気体 的 行動 、 液 体 的 行動 で 表せ ば 良い で す 。 


(1 ) 父性 は 、 男 性 の 親 と し て の 側面 で あり 、 気 体 的 な 行動 様式 
を 生み 出し 、 子供 の 行動 様式 を 気体 的 に 決定 し ます 。 
( 2 ) 母性 は 、 女 性 の 親 と し て の 側面 で あり 、 液 体 的 な 行動 様式 
を 生み 出し 、 子供 の 行動 様式 を 液体 的 に 決定 し ます 。 


(地理 学 、 歴 史学 ) 移動 生活 様式 ノ 定 住 生活 様式 。 遊 牧 
民 ノ 農耕 民 。 彼 ら の 行動 様式 


動画 (1) 移動 生活 様式 者 。 遊牧民 。 

了 
昌 yuuboku-single.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー 思 ロ x ! 
メデ ィ ア (M) 再生 () オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 O ツー ル ( く ) 表示 0⑩ 


動画 (2) 定住 生活 様式 者 。 農 耕 民 。 


「 ム noukou-single.mp4 - VIC メ ディ アブ レイ ヤー ー 回 X ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (D ツー ル ($S) 表示 (⑩ か 


上 記 の 動画 で は 、 表 示 は 、 以 下 の 通 り で す 。 


) 気体 的 行動 = 移動 生活 様式 者 。 遊牧民 。 彼 ら の 行動 様式 
) 液体 的 行動 = 定住 生活 様式 者 。 農 耕 民 。 彼 ら の 行動 様式 


この よう に 表せ る 理由 は 、 両 者 の 生活 様式 の 違い に 基づき ます 。 


・ 居住 場 所 の 気候 の 乾燥 ノン 湿潤 の 違い 。 
) 乾燥 気候 。 移 動 生活 様式 者 。 遊牧 民 。 
2 ) 混 潤 気 候 。 定 住 生活 様式 者 。 農 耕 民 。 
乾燥 し た 気候 は 、 以 下 の 実現 に 適し て いま す 。 移動 生活 様式 、 遊 
牧 生活 に 必要 な 家 才 が 食べ る 牧 革 の 生育 。 
湿潤 で 高温 な 気候 は 、 以 下 の 実現 に 適し て いま す 。 定住 生活 様 
式 、 農 耕 生活 に 必要 な 栽培 植物 の 生育 。 


この 湿度 面 で の 環境 の 違い 。 そ れ か 気体 的 行動 (移動 や 遊牧 ) 
と 、 液 体 的 行動 (定住 や 農耕 ) の 違い を 生み 出し て いま す 。 


1 ) 移動 する 動物 に 頼る 生産 様式 が 遊牧 で す 。 
) 移動 し な い 植 物 に 頼る 生産 様式 が 農耕 で す 。 


(1) 遊牧 は 移動 で す 。 (動物 は 、 牧 草 を 求め て 移動 する 。) 
( 2 ) 農耕 は 定住 で す 。 (植物 は 、 一 箇所 に 根 を 張っ て 動か な 


( 1 ) 気体 的 行動 で は 個体 は 高速 で 移動 し ます 。 
( 2 ) 液体 的 行動 で は 個体 は ほとん ど 移 動 せ ず 、 定 住 し て いま 
す . 


この 違い が 、 以 下 の 行 動 に 当て は まり ます 。 
( 1 ) 気体 的 行動 (遊牧 ) 
( 2 ) 液体 的 行動 (農耕 ) 


1 ) 遊牧 は 、 広 い 面 積 に 低 密度 で 粗 放 的 に 行わ れ ま す 。 
2 ) 農耕 は 、 狭 い 面積 に 高密 度 で 密集 し て 集約 的 に 行わ れ ま 


( 1 ) 気体 的 行動 で は 、 各 個体 が 広い 面積 に 低 密度 で 分 布 し て い 


( 2 ) 液体 的 行動 で は 、 各 個体 は 狭い 面積 に 高密 度 で 分 布 し て い 


この 違い が 、 以 下 の 行 動 に 当て は まり ます 。 
(1 ) 気体 的 行動 (遊牧 ) 、 
( 2 ) 液体 的 行動 (農耕 ) 


遊牧 民 と 農耕 民 の 行動 様式 の 違い 。 移 動 生活 様式 者 と 定住 生活 様 
式 者 の 行動 様式 の 違い 。 そ れ ら を 、 を コン ピュ ー タ ・ シ ミュ レー 
ショ ン で 表す に は 、 気 体 的 行動 、 液 体 的 行動 で 表せ ば 良い で す 。 


遊牧 民 と 農耕 居 を 相互 作用 させ て みた 例 を 以下 に あげ ます 。 こ れ 
は 、 例 えば 中 国 の 漢 民 族 と 北方 遊 履 民族 と の 歴史 的 な せめ き ぎ 合 い 
の シミ ュ レ ーション と し て 捉え る こと が で きま す 。 こ れ は 、 例 え 
ば ロシア 農耕 民族 と モン ゴル 遊牧 民族 と の 歴史 的 な せめ ぎ 合 い の 
シミ コレ ーション と し て 提 え る こと が で きま す 。 


動画 (農耕 居 が 重く 強い 場合 、 遊 牧 民 が 攻め て き て も 、 動 じ ま 
せん ) 


還 
品 yuuboku-noukou-mix_noukou-tuyoi.mp4 - VLC メ ディ イア .… ー 口 X ] 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 (TO ツー ル (⑤) 表示 (⑪ 9 


ーー 


動画 (農耕 居 が 軽く 弱い 場合 、 遊 牧 民 が 攻め て くる と 、 科 単に 


散 ら さ れ て し まい ます ) 
品 yuuboku-noukou-mix_noukou-yowai.mp4 - VLC メ ディ イア.… 一 回 X ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 (D ツー ル ($⑮) 表示 (⑪) 遇 


この 応用 で 、 以 下 の 違 い を 表す こと が で きま す 。 


西洋 人 と 、 東 洋 人 や ロシア 人 の 行動 様式 の 違い 


西欧 は 、 牧 畜 攻 で あり 、 人 遊牧 と 麦 作 農耕 の 両方 に 依存 する 生活 を 
し ます 。 気候 は 乾燥 し て いる が 、 砂 漠 ほ ど で は あり ませ ん 。 
西欧 は 、 東 アジ ア の モン スー ン ほ どど 湿潤 で は あり ませ ん 。 
西欧 は 、 適 度 に 乾燥 し 、 混 潤し て いま す 。 
西欧 は 、 和 辻 哲 郎 「 風 土 」 の 分 類 で は 、 牧 場 型 に 当たり ます 。 
西欧 は 、 ア ラブ 、 ユ ダ ヤ 、 ト ルコ 、 モ ン ゴ ル ほ ど 人 遊牧 的 、 移 動 的 
で は あり ませ ん 。 
西欧 は 、 東 アジ ア (東洋 ) や ロシア ほど と 農耕 的 、 定住 的 で は あり 
ませ ん 。 
西欧 は 、 遊 牧 と 農耕 の 中 間 型 で す 。 そ れ は 、 西 欧 (西洋 人 ) の 特 
徴 で す 。 
西欧 (西洋 人) は 、 以 下 の 中 間 に 位 帝 し ます 。 

) 気体 的 行動 (純粋 遊牧 民 。 純 粋 な 移動 生活 様式 者 。 

2 ) 液体 的 行動 (純粋 農耕 民 。 純粋 な 定住 生活 様式 者 。 


西洋 と 、 東 洋 や ロシア と を 比較 する 場合 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 に 
かがり ます 。 
) 西洋 が 相対 的 に 気体 的 行動 に 近い 。 
2 ) 東洋 や ロシア が 相対 的 に 液体 的 行動 に 


西洋 人 と 、 東 洋 人 人 や ロシア 人 の 行動 様式 の 差 。 そ れ を コン ピュ ー 
久 ・ シ ミュ レー ショ ン で 表す 場合 
と れ は 、 気 体 的 行動 と 液体 的 行動 の 違い で 表せ ば 良い . 


動画 (1) 相対 的 に 気体 的 な 行動 = 西洋 人 (西欧 ) の 行動 様式 


っ 
kitai-single_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー ー ロ ※ ] 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (O ツー ル (⑤⑮) 表示 (⑪ 


動画 (2) 相対 的 に 液体 的 な 行動 = 東洋 人 ( 東 ア ジア ) や ロ シ 


ア 人 の 行動 様式 
ekitai-single_katsudou_yajirushi_030.mp4 - VLC メ デイ ア .… = 口 X ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (() オー ディ オ (A) ビデ オ ( び ) 字幕 (OO ツー ル (⑤⑮) 表示 (⑪ 


この サブ セッ ト は 、 以 下 の 内 容 を 表す こと が 可能 で す 。 


アメ リカ 人 と 日 本 人 の 国民 性 の 違い 


動画 (1 ) 相対 的 に 気体 的 な 行動 = アメ リカ 人 の 行動 様式 


品 kitai-single_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ イア プレ イヤ ー 加 ロ ※ 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (D ツー ル (S) 表示 (⑩ 


動画 (2) 相対 的 に 液体 的 行動 = 日 本 人 の 行動 様式 


品 ekitai-single_katsudou_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ ア .… 一 ロ x ! 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 ツー ル (S$) 表示 (⑪ MM 


アメ リカ 人 は 、 西 欧 由 来 の 牧畜 民 が メイ ン の 国 で す 。 
日 本 人 は 、 稲 作 農耕 民 で す 。 


牧畜 民 の 行動 様式 は 、 相 対 的 に 気体 的 行動 に 近い 。 
稲作 農耕 民 の 行動 様式 が 液体 的 行動 に 近い 。 


その こと か ら 、 以 下 の 表現 が 可能 で す 。 
(1 ) アメ リカ 人 は 気体 的 行動 で 表せ ます 。 
( 2 ) 日 本 人 は 液体 的 行動 で 表せ ます 。 


アメ リカ 人 と 日 本 人 の 行動 様式 の 差 。 そ れ を コン ピュ ー タ ・ シ 
ミュ レー ショ ン で 表す 場合 。 そ れ は 、 気 体 的 行動 と 、 液 体 的 行動 
の 違い で 表せ ば 良い 。 


中 国 や 韓国 、 日 本 、 あ る い は ロシア は 、 い ずれ も 征 作 か 畑作 の 農 
耕 基 で す 。 こ れ を 行動 パタ ー ン で 表せ ば 、 共 通 に 液体 的 行動 と な 
り ま す 。 


気体 的 行動 で 動く 、 よ り 遊 牧 的 な 西洋 (西区 、 ア メリ カ ) の 人 々 
の 男女 関係 (一 夫 一 婦 制 を 想定 ) 。 そ れ は 、 例 えば 以下 の よう に 
表せ ます 。 


動画 移動 生活 様式 者 の 夫婦 。 遊牧 民 の 夫婦 。 彼 ら が 二 人 で くっ 
つい て 、 周囲 か ら 独立 、 自 立 し て 動く さま 


昌 onna-otoko-mix_yuuboku.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー 加 ロ x | 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 () ツー ル (S$) 表示 (⑪ 


液体 的 行動 で 動く 、 よ り 農 耕 的 な 東洋 (中 国 、 日 本 や ロシア の 
人 々 の 男女 関係 (一 夫 一 婦 制 を 想定 ) 。 そ れ は 、 例 えば 以下 の よ 
うに 表層 ます 。 


動画 定住 生活 様式 者 の 夫婦 。 農 耕 居 の 夫婦 。 夫 が 、 妻 の グル ー 
プ を 中 心 に 、 吸 い 寄 せら れ く っ つく さま 


昌 onna-otoko-mix_noukou.mp4 - VIC メ ディ イア プレイヤー 思 ロ x | 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 ツー ル (⑮) 表示 (⑪ W 


Ll 
以上 、 国 民 性 に は 、 そ の 共通 の 親 と な る 運動 パタ ー ン (気体 的 行 
動 、 液 体 的 行動 ) が 存在 し ます 。 国 民 性 の 違い は 、 そ の 具体 例 と 
し て 提 え る こと か 出来 ます 。 


(社会 科学 の 主要 な イデ オロ ギー) 個人 主義 ・ 自 由 主義 
と 、 集 団 主義 ・ 反 自由 主義 の 違い 


動画 (1) 気体 的 行動 = 個人 主義 ・ 自 由 主義 の 行動 様式 


「 kitai-single_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー ー ロ ※ ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字 墓 (OO ツー ル (S) 表示 0⑩ > 


動画 (2) 液体 的 行動 = 集団 主義 ・ 反 自由 主義 の 行動 様式 
ekitai-single_katsudou_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ティ ア .… 二 画 | 
メデ ティア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ V) 字幕 (DO ツー ル ($) 表示 (⑪ 電 


動 で 


( 1 ) 個人 の 自由 と 独立 が ある 行動 様式 。 そ れ が 、 気 体 的 行 
天 。 


( 2 ) 個人 の 自由 と 独立 が 無い 行動 様式 。 そ れ が 、 液 体 的 行動 で 
す 。 

(1 ) 個人 の 意見 が 尊 事 され る 行動 様式 。 そ れ が 気体 的 行動 で 
す 


( 2 ) 個人 より も 集団 が 優先 され 、 個 人 が 集団 に 従属 する 行動 様 
式 。 そ れ が 液体 的 行動 で す 。 


(1 ) 個人 の ブ プライベート な 領域 が 確保 され る 行動 様式 。 そ れ が 
気体 的 行動 で す 。 

( 2 ) 個人 の プラ イベ ー ト な 領域 が 確保 不可 な 行動 様式 。 そ れ が 
液体 的 行動 で す 。 


個人 主義 ・ 自 由 主義 と 集団 主義 ・ 反 自由 主義 の 行動 様式 の 差 。 そ 


れ ら を コン ピュ ー タ ・ シ ミュ レー ショ ン で 表す 場合 。 それは 、 和 気 
体 的 行動 と 、 液 体 的 行動 の 違い で 表せ ば 良い で す 。 


(社会 科学 の 主要 な イデ オロ ギー) 先進 的 と 後進 的 の 違い 


動画 (1) 気体 的 行動 = 先進 的 な 行動 様式 


っ 
kitai-single_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー ー ロ ※ ] 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (O ツー ル (⑮) 表示 (⑪ 衣 


動画 (2) 液体 的 行動 = 後進 的 な 行動 様式 
ekitai-single_katsudou_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ イア.… = 口 X ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕) ツー ル (⑮) 表示 (⑪ 


(1) 未知 の 新しい リス ク の ある 領域 に 積極 的 に 移動 し て 飛び 込 
むこ と 。 そ の た め 、 先 ん じ て 新 し い 知 見 を 得 ら れる こと 。 そ の 実 


現 が 可能 な 個体 。 そ れ が 、 和 気体 的 行動 の 個体 で す 。 

( 2) リス ク を 取ら ず 、 い つま で も 今 ま で いた (安全 と され る 前 
例 、 し きた り を 示す ) 既知 の 光 の 促 域 に と どまり 、 居 続け る こ 
と 。 そ の た め 、 知 見 面 で 後追い と な る こと 。 そ れ が 、 液 体 的 行動 
の 個体 で す 。 


( 1) リス ク を 取る 行動 。 = 先進 的 (気体 的 行動 ) 
( 2) リス ク を 取ら な い 行動 。 安 全 を 取る 行動 。 = 後進 的 (液体 
的 行動 ) 


個人 同士 の イデ オロ ギー、 価 値 観 の 違い 


互い に イデ オロ ギー、 価 値 観 が 異な る 個人 同士 。 彼 ら が どの よう 
な 行動 を する か に つい て 。 そ れ は 、 和 気体 的 行動 と 液体 的 行動 と 
で 、 大 き な 違 い が 見 られ ます 。 同じ イデ オロ ギー、 価 値 観 を 持つ 
個人 に 同じ 色 を 付け て 表し た 場合 、。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 表示 に 
まお 


動画 (1) 気体 的 行動 。 異 な る イデ オロ ギー、 価 値 観 。 そ れ ら 
を 持つ 個人 同士 の 個人 単位 で の ぶつ か り 合 い 。 疾 調和 行動 。 


gas_5colors_c1.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー ー ロ XX ] 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 (OO ツー ル (⑤⑮) 表示 (⑪ 呈 


% 
動画 (2) 液体 的 行動 。 同 じ イ デオ ロ ギ ー、 価 値 観 。 そ れ ら を 
持つ 個人 同士 の 閉鎖 的 、 捧 他 的 な まとまり 合い 。 調和 行動 。 


liquid_5groups_color1.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー ご 回 の < ] 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 ツー ル (S) 表示 (0⑪ 


(1 ) 気体 的 行動 。 そ を こ で は 、 以 下 の 内 容 が 見 られ ます 。 


異な る イデ オロ ギー、 価 値 観 の 個人 同士 。 彼 ら が 、 高 速 で 動き 回 
りな が ら 互 い に 混ざり 合う こと 。 個 人 単位 で の 衝突 、 ぶ つか り 合 
い 。 そ こ で は 、 以 下 の 内 容 が 確保 され て いま す 。 イ デオ ロ ギ ー、 
価値 観 の 多様 性 。 非 調和 性 。 


( 2 ) 液体 的 行動 。 そ を こ で は 、 以 下 の 内 容 が 見 られ ます 。 
同じ イデ オロ ギー、 価 値 観 の 個人 同士 。 彼 ら の 閉鎖 的 、 排 他 的 な 
所 属 、 ま と まり 合い 、 集 団 化 。 彼 ら の 低速 で あま り 動 か な い 定 住 
化 。 異 な る 価値 観 の 集団 同士 は 互い に 混ざる こと な く 没 交渉 で 
す 。 そ こ で は 、 以 下 の 内 容 が 確保 され て いま す 。 集団 内 で の 同質 
性 、 同 調 性 、 一 体 性 。 集 団 の 調和 性 。 


権力 者 の 位置 と 振る 舞い の 違い 


気体 的 行動 下 で の 強者 、 権 力 者 。 

彼ら は 、 パ ワー の ある 個体 と し て 動き ます 。 

ら は 、 質 量 が 重い 。 

彼ら は 、 動 く 速度 、 加 速度 が 大 きい 。 

ら は 、 高 速 で 動く 。 

彼ら は 、 そ の 圧倒 的 パワ ー で 、 周 囲 の 粒子 を 猛 ス ピー ド 、 猫 パ 
ワー で 一 方 的 に 蹴 散 ら す 。 

彼ら は 、 自 分 の 道 を 推進 し て いく 。 


図 気体 的 行動 で の 権力 者 (中 央 の 大 き な 青 色 の 個体 ) 


液体 的 行動 下 で の 強者 、 権 力 者 。 

彼ら は 、 集 団 内 の 中 枢 、 中 心 に 定住 、 位 連 す る 。 

彼ら は 、 商 量 が 重い 。 

彼ら は 、 大 地 と 癒着 し て 、 土 着 化し て 動か な い 。 
液体 分 子 的 な 集団 。 

そこ で は 、 以 下 の (1 ) が 、 以 下 の (2 ) の 内 容 を 、 以 下 の 
( 3 ) の 内 容 と みな す 。 

( 1 ) 各々 の 粒子 

( 2 ) 中 枢 、 都 心 に ある 権力 者 の 在 所 に 近く な る こと 。 

( 3 ) 自ら の 集団 内 で の 出世 、 昇 進 と みな すこ と 。 


上 記 の (1 ) は 、 以 下 の (4 ) の 行動 を 取り ます 。 
(4-1) 中 枢 権 力 者 へ の 付 度 を 盛ん に 行う こと 。 
(4-2) 中 枢 に 近づこ うと する 他 粒 子 と の 間 で 、 激 し い 妨 始 深 
い 足 の 引っ 張り 合い を する こと 。 そ れ を 絆 り 返し 実行 する こと 。 


図 液体 的 行動 に お ける 権力 者 (中 央 の 大 き な 赤 い 個 体 ) 


液体 的 社会 。 そこ で は 、 個 体 、 粒 子 が 、 外 周 か ら 中 枢 部 に 向かっ 
て 、 分 布 し て いま す 。 そ れ は 、 権力 的 な 強 表 関 係 を 伴っ て いま 
すず 。 

個体 、 粒 子 は 、 中 枢 部 に 向かう ほど 、 色 が 濃く な り ま す 。 そ うし 
た 個体 、 粒 子 は 、 権 力 的 に 強く な り ま す 。 

個体 、 粒 子 は 、 最 初 は 、 白 色 の 特定 の 色 の 付い て いな い 新 人 の 状 
態 か ら 始 まり ます 。 個 体 、 粒 子 は 、 徐 々 に 内 周 に 向かっ て 昇進 し 
て 行き ます 。 個 体 、 粒 子 は 、 昇 進 す れ ば する ほど 、 よ り 濃 い 色 に 
栄 ま っ て 行き ます 。 


図 液体 的 な 権力 勾配 と 色 の 濃淡 


液体 的 な 権力 勾配 と 色 の 濃淡 


実 な る 領域 間 の 相関 


また 、 上 記 に つい て 、 異 な る 領域 間 で 、 以 下 の 表 の よう に 同じ パ 
ター ン 同 士 の 相関 を 取る こと が で きま す 。 


表 1 


それ は 、 例 えば 、 以 下 の 結び つき 、 対 応 関係 を 説明 し ます 。 


気体 的 行動 - 液体 的 行動 : 農耕 - 遊牧 : 定住 生活 様式 - 移動 生活 
様式 : 女性 - 男性 : 母性 - 父性 

上 記 か ら 、 以 下 の 対応 関係 を 導き 出す こと が 可能 で す 。 
西洋 - 東洋 、 ロ シア : (西欧 - 東 ア ジア 、 ロ シア ) : (アメ リカ 
- 日 本 ) : 男性 的 (男性 優位 ) - 女性 的 (女性 優位 ) : 気体 的 行 
動 - 液体 的 行動 

西欧 - 日 本 : 父性 的 - 母性 的 : 気体 的 行動 - 液体 的 行動 


上 記 の 対応 、 相 関 か ら 得 られ る 応用 の 答え と し て は 、 一 例 と し 
て 、 以 下 の よ うな も の が あげ られ ます 。 


遊牧 民 の 人 々 の 性 格 は ドラ イ で ある 。 
農耕 居 の 人 々 の 性 格 は ウェ ッ ト で ある 。 


女性 は 、 西 洋 で は 明 い 。 
女性 は 、 東 洋 や ロシア で は 強い 。 


男性 は 、 東 洋 や ロシア で は 有 絆 い 。 
男性 は 、 西 洋 で は 強い 。 


女性 は 、 根 本 的 に 集団 主義 者 、 反 自由 主義 者 で ある 。 
男性 は 、 根 本 的 に 個人 主義 者 、 自 由 主義 者 で ある 。 


日 本 社会 は 、 根 本 的 に 集団 主義 者 、 反 自由 主義 の 社会 で ある 。 そ 
れ は 、 同 じ 農 耕 居 の 社会 で ある 中 国 、 韓 国 、 ロ ン ア と 同じ で あ 
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稲作 農耕 民 の 社会 は 集団 主義 的 、 反 自由 主義 的 で ある 。 


日 本 社会 、 中 国 社会 、 韓 国 社会 、 ロ シア 社会 は 女性 的 で ある 。 そ 
こ で は 、 女 性 が 社会 を 文 配 し て いる 。 そ れ は 女性 優位 社会 で あ 
る 。 


移動 生活 様式 者 。 遊牧民 。 彼 ら は 先進 的 で ある 。 
定住 生活 様式 者 。 農 耕 民 。 彼 ら は 後進 的 で ある 。 


男性 は 先進 的 で ある 。 
女性 は 後進 的 で ある 。 


アメ リカ 、 西 欧 は 先進 的 で ある 。 
中 国 、 韓 国 、 日 本 、 ロ シン ア は 後進 的 で ある 。 


国際 情勢 と の 関連 


液体 的 社会 、 気 体 的 社会 は 、 共 に 、 世 界 の 人 間 社 会 の 中 で ひ た す 
ら 盛 衰 を 繰り 返し て きま し た 。 そ の 繰り 返し が 、 今 後 も 続き ま 
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少し 以前 に は 、 以 下 の よ うな 時 期 が あり まし た 。 


以下 の (1 ) が 、 以 下 の (2 ) に よっ て 、 以 下 の (3 ) の 行為 を 
の - に 2 3 

( 1 ) 中 国 や 日 本 の よう な 液体 的 社会 。 

( 2 ) 欧米 諸国 の よう な 気体 的 社会 。 

( 3 ) 大 きく 圧迫 され 、 攻 撃 、 浸 食 さ れ 、 一 方 的 に 支配 され る こ 
gs 


最近 で は 、 中 国 や ロシア の よう な 液体 的 社会 は 、 と て も 勢力 が 大 
きく な り ま し た 。 彼 ら は 、 欧 米 諸 国 の よう な 気体 的 社会 を 、 そ の 
周囲 を 次 々 と 取り 囲ん で 、 密 閉 状 態 に し ます 。 液 体 的 社会 は 、 そ 
うす る こと で 、 和 気体 的 社会 の 動き を 封じ ます 。 液 体 的 社会 は 、 そ 
うし て 、 気 体 的 社会 を 、 自 分 た ちの 社会 の 下請 け 状 態 の よう に し 
て 支配 し ます 。 

そう し た 方 向 へ と 、 国 際 情 勢 が 新た に 変化 し て き て いま す 。 


気体 的 思想 と 、 液 体 的 思想 。 


私 は 、 上 記 に お ける 、 気 体 的 行動 様式 と 、 液 体 的 行動 様式 と の 、 
比較 に 基づい て 、 以 下 の 内 容 を 、 整 理 し まし た 。 


生物 や 人 間 に お ける 、 気 体 的 思想 と 、 液 体 的 思想 。 そ れ ら の 内 容 
の 、 整 理 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


精子 的 行動 様式 や 、 男 性 的 行動 様式 は 、 気 体 的 思想 を も た ら す 。 
卵子 的 行動 様式 や 、 女 性 的 行動 様式 は 、 液 体 的 思想 を も た ら す 。 
移動 生活 様式 は 、 気 体 的 思想 を も た ら す 。 

定住 生活 様式 は 、 液 体 的 思想 を も た ら す 。 

男性 優位 社会 の 思想 は 、 気 体 的 思想 で ある 。 

女性 優位 社会 の 思想 は 、 液 体 的 思想 で ある 。 

例 。 ギ リ シ ャ や 西欧 や 中 東 や モン ゴル の 思想 は 、 気 体 的 思想 で あ 
る 。 

例 。 中 国 や ロシア の 思想 は 、 液 体 的 思想 で ある 。 


気体 的 思想 。 例 。 

01 乾燥 性 。 冷 涼 性 。 

02 簡潔 性 。 貧 相性 。 

03 個別 主義 。 個 人 主義 。 自 由 主 義 。 独立 性 。 単 独 性 。 自 律 性 。 


無機 性 。 疾 接着 性 と 疾 癒 着 性 。 

04 運動 性 。 流 動 性 。 能 動 性 。 

05 内 外 の 丘 区 別 。 表 面 の 欠如 。 外 部 性 。 通 気性 。 内 部 空気 の 、 
外気 と の 入れ 替え に お ける 、 容 易 価 。 

06 代表 性 。 露出 性 。 率 青 性 。 

07 自己 捨て 身 性 。 疾 温 室 性 。 解 放 性 。 短 期 契 約 性 。 

08 個人 プラ イバシー の 尊重 。 

09 離散 性 や 切断 性 。 冷 徹 で 客観 的 な 、 対 象 貸 性 。 分 析 性 。 低 
密度 性 。 粗 雑 性 。 

10 多様 性 や 離散 性 。 公 開 性 や 開放 性 。 

11 周辺 性 や 普通 性 。 自 己 拡大 性 。 マ クロ 性 や 大 局 性 や グロ ー バ 
ル 人 性 。 

12 軽量 性 。 天 空 指向 。 

13 未知 領域 へ の 、 飛 び 出し や 挑戦 。 新 規 性 や 独創 性 。 

14 理性 。 主 線 性 。 鋭 角 性 。 剛 性 。 論 理性 。 科 学 性 。 

15 攻撃 性 。 批 麟 性 。 暴 力 支 配 性 。 


液体 的 思想 。 例 。 

01 混 潤 性 。 温 暖 性 。 

02 豊潤 性 。 富 裕 性 。 

03 全体 主義 。 集 団 主義 。 統 制 主義 。 相 互 依存 性 。 協 調 性 。 他 律 
性 。 有 機 性 。 接 着 性 と 癒着 性 。 

04 不動 性 。 定着 性 。 受 動 性 。 

05 内 外 の 区 別 。 表 面 張力 の 所 持 。 内 部 性 。 密 閉 性 。 内 部 空気 
の 、 外 気 と の 入れ 替え に お ける 、 困 難 性 。 

06 内 奥 性 。 隠 ぺい 性 や 内 部 保護 性 。 ク ッ シ ョ ン 性 。 

07 自己 保身 性 。 温 室 性 。 包 含 性 。 閉 じ 込 め 性 。 長 期 縁 故 性 。 

08 集団 プラ イバシー の 尊重 。 

09 集中 性 や 近接 性 や 親密 性 や ー 体 融合 性 。 盲 目的 で 丸呑み 的 
な 、 対 象 受容 性 。 分 析 拒 絶 性 と 、 チ ェ ッ ク の 詳細 性 。 高 密度 性 。 
旨 密 性 。 

10 調和 性 や 同調 性 。 機 密 性 や 閉鎖 性 や 排他 性 。 

11 自己 中 心性 。 灘 縮 性 。 ミ クロ 性 や 局所 性 。 

12 重量 性 。 大 地 指 向 。 

13 婚 知 策 域 へ の 浴 男 前 例 踏襲 性 や 前 例 政 良性 。 

14 情緒 性 。 曲線 性 。 円 滑 性 。 和 柔軟 性 。 括 論 理性 や 古 観 性 。 疾 科 
学 性 。 


15 防御 性 。 無 批判 性 。 専 制 支配 性 。 


気体 的 思想 と 液体 的 思想 と は 、 互 い に 、 矛 盾 し 、 対 立 し 、 相 容れ 
RC 

気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 液 体 的 思想 に 対し て 、 専 ら 、 気 体 的 思想 
に 基づい て 、 ア プロ ー チ し よう と する 。 例 。 西 欧 と 北米 の 人 々 に 
よる 、 日 本 文化 の 、 分 析 と 受容 。 
液体 的 思想 の 所 有 者 は 、 気 体 的 思想 に 対し て 、 専 ら 、 液 体 的 思想 
に 基づい て 、 ア プロ ー チ し よう と する 。 例 。 日 本 の 学者 た ち に よ 
る 、 西 欧 思 想 の 、 無 批 な 丸呑み に よる 、 受 容 。 日 本 の 人 々 が 、 
西欧 と 北米 の 諸国 が 形成 する 集団 を 、 伝 統 的 な 定住 集団 と 見 な し 
て 、 そ の 定住 民 に な る こと を 、 熱 思 し 、 実 現し た こと 。 日 本 の 
人 々 が 、 西 欧 と 北米 の 諸国 が 形成 する 集団 を 、 伝 統 的 な 定住 集団 
と 見 な し て 、 そ の 社会 的 価値 観 に 対し て 、 同 調 と 調和 と 隷 従 を 、 
言 目 的 に 行う こと 。 そ うし た 定住 集団 の ルー ル が も た ら す 、 日 本 
国内 に お ける 、 液 体 的 思想 の 主張 の 、 社 会 的 な 禁止 。 

その 結果 。 

気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 液 体 的 思想 を 、 理解 で き な い 。 例 。 西 欧 
や 北米 の 社会 学者 た ち が 、 中 国 や ロシア や 日 本 を 、 家 父 長 制 社会 
本 と し か 、 出 来 な いこ と 。 西 欧 や 北米 の 社会 学者 た ち 

、 中 国 や ロシア の 国家 代表 者 を 、 0 高 権力 者 の 独裁 

人 と し の 出来 な いこ 
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社会 学者 た ち 。 彼 ら は 、 日 本 国内 の 大 学 で の 講義 に お いて 、 西 
欧 の 社会 思想 の 素晴らし さ を 、 真 顔 で 主張 する こと 。 彼 ら 自身 
は 、 伝 統 的 な 定住 生活 様式 の ルー ル に 基づい て 、 大 学 で の 日 常 生 
活 を 、 送 る こと し か 、 出 来 な いこ と 

気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 液 体 的 思想 を 、 受 容 で き な い 。 例 。 西 欧 
や 北米 の 社会 学者 た ち が 、 女 性 優位 社会 の 実在 を 、 決 し て 容認 す 
る ご と が 出来 が いこ と 
液体 的 思想 の 所 有 者 は 、 気 体 的 思想 を 、 受 容 で き な い 。 例 。 中 国 
や ロシア の 人 々 に お ける 、 西 欧 的 な 個人 主義 や 自由 主義 に 対す 
る 、 強 烈 な 拒否 反応 。 

気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 液 体 的 思想 と 、 そ の 所 有 者 を 、 恐 れる 。 
例 。 西 欧 と 北米 の 諸国 に お ける 、 女 性 へ の 志 怖 症 。 西欧 と 北米 の 
諸国 に お ける 、 ロ シア や 中 国 へ の 、 迷 怖 症 。 
Rh 
例 。 中 国 や ロシア や 日 本 に 9 男性 的 価値 観 に 対す る 、 強 い 
社会 的 軽 蔵 。 中 国 や ロシア に お ける 、 0 
価値 観 に 対す る 、 強 い 恐 怖 感 。 日 本 社会 内 部 に 潜 在 する 、 ア メリ 
カ 的 価値 観 に 対す る 、 強 い 恐 怖 感 。 


気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 液 体 的 思想 と 、 そ の 所 有 者 を 、 排 し 、 

抹消 し よう と する 。 例 。 西 欧 と 北米 の 諸国 が 主導 する 、 ロ シア 

を 、 世 界 社会 か ら 、 抹 殺し よう と する 、 試 み 。 

液体 的 思想 の 所 有 者 は 、 気 体 的 思想 と 、 MI 排 し 、 

抹消 し よう と する 。 例 。 中 国 や ロン シン ア に お ける 、 西 欧 と 北米 の 諸 
国 の 社会 的 価値 観 を 、 国 内 か ら 抹 消し よう と する 、 試み 。 


男性 は 、 気 体 的 思想 を 、 遺 伝 的 に 所 有する 。 

女性 は 、 液 体 的 思想 を 、 遺 伝 的 に 所 有する 。 

気体 的 思想 の 社会 に お いて 。 

男性 は 、 遺 伝 的 に 、 社 会 適合 者 で ある 。 女 性 は 、 遺 伝 的 に 、 社 会 
不適 合 者 で ある 。 

父親 は 、 気 体 的 思想 の 主導 者 で ある 。 

父親 は 、 娘 が 遺伝 的 に 所 有する 液体 的 思想 を 、 彼 自身 の 娘 の 生育 
の 過程 に お いて 、 強 制 的 に 抹消 する 。 

その 結果 。 

娘 は 、 後 大 的 に 、 気 体 的 思想 の 、 劣 化し た 所 有 者 と な る 。 


液体 的 思想 の 社会 に お いて 。 

女性 は 、 遺 伝 的 に 、 社 会 適合 者 で ある 。 男 性 は 、 遺 伝 的 に 、 社 会 
不適 合 者 で ある 。 

母親 は 、 液 体 的 思想 の 主導 者 で ある 。 

母親 は 、 el こ 所 有する 気体 的 思想 を 、 彼 女 自身 の 息子 
の 生育 の 財 に お いて 、 強 制 的 に 抹消 する 。 

その 結果 。 

息子 は 、 後 天 的 に 、 液 体 的 思想 の 、 劣 化し た 所 有 者 と な る 。 


気体 的 思想 と 液体 的 思想 の 両方 を 、 同 時 に 理解 する 者 。 
彼 は 、 生 物 や 人 間 の 社会 に お ける 、 根 本 的 な 、 社 会 不適 合 者 で あ 
る 。 


生物 や 人 間 に お ける 、 気 体 的 思想 と 、 液 体 的 思想 。 そ れ ら の 側 者 
に 共通 する 思想 。 

気体 的 思想 の 社会 に も 、 液 体 的 思想 の 社会 に も 、 同 時 に 存在 する 
思想 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

例 。 

01 生き や すさ の 最大 化 。 生 き や す さ の 春 い 合い 。 上 位 者 に よ 
る 、 下 位 者 の 生き や すさ の 、 収 奪 。 例 。 利 益 至上 主義 。 領 土 拡大 


主義 。 西 民 地 主義 。 

02 自己 複製 。 自 己 増殖 。 同 質 性 や 共通 性 へ の 指向 。 合 意 形成 へ 
の 指向 。 異質 性 の 排除 。 純 血性 の 維持 へ の 指向 。 雑 種 性 の 排除 。 

考 同 化 者 の 排除 。 例 。 人 種差 別 。 民族 差別 。 性 差別 。 

03 有 能 性 の 獲得 へ の 指向 。 婚 得 権益 の 獲得 へ の 指向 。 社 会 的 上 
位 性 の 獲得 へ の 指向 。 

04 危険 や 脅威 や ライ バル の 、 排 除 や 抹消 。 そ の た め の 、 戦 争 や 
闘争 の 、 頻 発 。 

0 社会 的 上 位 性 の 誇示 。 社 会 的 下位 性 へ の 人 矯 蔵 。 

06 下位 者 の 意思 の 社会 的 反映 。 上位 者 に よる 、 下 位 者 の 生き や 
すさ の 実現 に 対す る 、 配 慮 。 社 会 的 地位 の 、 上 下方 向 に お ける 流 
動 性 の 、 確 保 。 社 会 に お ける 、 そ れ ら の 実現 を 、 理 想 化 する こ 

と 。 例 。 民 主 主義 。 

07 隆盛 指向 。 繁 栄 指向 。 そ れ ら の 実現 の た め の 、 平 和 の 、 尊 

車 。 

08 部 外 者 の 内 部 進入 に 対す る 、 許 可 制 の 施行 。 内 部 秩序 を 乱す 
者 の 、 内 部 に お ける 抹消 や 、 外 部 へ の 追放 。 


(2022 年 $ 月 初出 。) 


気体 優位 の 世界 。 液 体 優位 の 世界 。 


01 気体 優位 の 世界 。 
02 液体 優位 の 世界 。 


01 気体 が 、 液 体 全体 の 外部 に 、 無限 に 拡大 する 形 で 、 広 大 に 分 布 
する 、 物 理 的 な 世界 。 
02 液体 が 、 気 体 全体 を 、 そ の 内 部 へ と 、 完 全 に 閉じ 込め る 形 で 分 
布 する 、 物 理 的 な 世界 。 


01 気体 的 思想 の 社会 が 、 液 体 的 思想 の 社会 の 外部 に 、 無 限 に 拡大 
する 形 で 、 広 大 に 分 布 す る 、 精 神 的 な 世界 。 

02 液体 的 思想 の 社会 が 、 気 体 的 思想 の 社会 を 、 そ の 内 部 へ と 、 完 
全 に 閉じ 込め る 形 で 分 布 す る 、 精 神 的 な 世界 。 


01 男性 優位 社会 が 、 女 性 優位 社会 の 外部 に 、 無 限 に 拡大 する 形 
で 、 広 大 に 分 布 す る 、 生 物 的 な 世界 。 


02 女性 優位 社会 が 、 男 性 優位 社会 を 、 そ の 内 部 へ と 、 完 全 に 閉じ 
込め る 形 で 分 布 す る 、 生 物 的 な 世界 。 


01 父 権 社会 が 、 母 権 社会 の 外部 に 、 無 限 に 拡大 する 形 で 、 広 大 に 
分 布 する 、 生 物 的 な 世界 。 

02 母 権 社会 が 、 父 権 社会 を 、 そ の 内 部 へ と 、 寺 全 に 閉じ 込め る 形 
で 分 布 する 、 生 物 的 な 世界 。 


01 移動 生活 様式 の 社会 が 、 定 住 生 活 様式 の 社会 の 外部 に 、 無 限 に 
拡大 する 形 で 、 広 大 に 分 布 す る 、 生 物 的 な 世界 。 

02 定住 生活 様式 の 社会 が 、 移 動 生活 様式 の 社会 を 、 そ の 内 部 へ 
と 、 完 全 に 閉じ 込め る 形 で 分 布 す る 、 生 物 的 な 世界 。 


気体 優位 の 世界 。 液体 優位 の 世界 

気体 的 思想 が 支配 する 、 世 界 。 液体 的 思想 が 支配 する 、 世界 。 

男性 優位 の 世界 。 生き 世界 。 

移動 生 Oh 世界 。 E 活 様式 が 優位 の 、 世 界 。 

固 人 主義 と が 、 優 位 の 、 世 界 。 人 3 EE 義 と 調和 主義 が 、 優 位 の 、 世 界 。 
(2022 年 7 月 初出 。) 


気体 性 社会 。 液 体 性 社会 。 気 体 性 や 液体 性 の 
研究 と 、 社 会 的 禁忌 と の 関連 。 


気体 性 社会 気体 的 思想 の 所 有 者 た ち に よっ て 形成 され る 社会 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 の 社会 の 場合 。 移 動 生活 様式 中 心 社会 。 男 性 優位 社会 。 精 子 
笠 や 精細 胞 群 の 社会 。 


無生物 の 物質 の 社会 の 場合 


液体 性 社会 。 


液体 的 思想 の 所 有 者 た ち に 


。 気 体 分 子 群 が 形 成す る 社会 。 


よっ て 形成 され る 社会 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 の 社会 の 場合 。 定住 生活 様式 中 心 社会 。 女 性 優位 社会 。 卵 子 


群 や 卵細胞 群 の 社会 。 
無生物 の 物質 の 社会 の 場合 。 液 体 分 子 群 が 形 成す る 社会 。 
それ ら の 人 社会 に お 、 社 会 的 禁忌 


計 全 DR の 


気体 性 社会 に お いて 、 


Sa 


液体 性 社会 に お いて 、 


oe 
例 。 


気体 性 社会 に お いて 、 


の この 
液体 性 社会 に 
る 5 で:。 


MV で > 


例 。 


気体 性 社会 に お いて 、 


ある こと 。 


液体 性 社会 に お いて 、 


ある こと 。 


気体 性 社会 に お いて 、 


Ss 


液体 性 社会 に お いて 、 
実際 に は 社会 的 禁忌 で ある こと 。 


の 態度 で あり 、 


例 。 


気体 性 社会 に お いて 、 


液体 的 思想 へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で ある 


気体 的 思想 へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で ある 


定住 生活 様式 へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で あ 


移動 生活 様式 へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で あ 


女性 性 を の も の へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で 


男性 性 を の も の へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で 


女性 の 優位 性 へ の 共鳴 は 、 社 会 的 禁忌 で あ 


男性 の 優位 性 へ の 共鳴 は 、 あ くま で 表向き 


液体 分 子 運動 パタ ー ン へ の 共鳴 は 、 社 会 的 


全 選 で ある こと 。 
その 結果 。 気 体 性 社会 に お いて 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン の 解明 
は 、 何 時 まで 経っ て も 、 決 し て 進ま な いこ と 。 


液体 性 社会 に お いて 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン へ の 共鳴 は 、 社 会 的 
禁忌 で ある こと 。 

液体 性 社会 に お いて 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン の 解明 は 、 社 会 的 禁 
忌 で ある こと 。 そ の 行為 は 、 彼 ら の 社会 の 内 部 に お ける 機密 の 暴 
患 に 、 廊 当 する こと 。 そ の 行為 は 、 社 会 的 に 決し て 許さ れ な いこ 
。 


それ ら の 結果 。 

世界 中 の 、 あ ら ゆ る 社会 に お いて 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン の 解明 
は 、 社 会 的 禁忌 で あり 、 容 認 さ れ な いこ と 。 

世界 中 の 、 あ ら ゆ る 社会 に お いて 、 液 体 性 の 研究 が 、 何 時 まで 
経っ て も 進ま な いこ と 。 


(2022 年 12 月 初出 。) 


表 に よる 説明 。 
動作 の 4 パタ ー ン の 抽出 


上 記 の 説明 で は 、2 つの パタ ー ン に 絞っ て 説明 し て きま し た 。 


粒子 の 動作 パタ ー ン か ら 速 度 と 相 互 問 引力 の 2 次 元 を 取り 出す こ 
と 。 そ れ に よっ て 、 以 下 の 四 つ の タイ プ を 抽出 する こと 。 そ れ が 
可能 で す 。 


表 2 


それ ら は 、 以 下 の 通 り で す 。 


( 1 ) "気体 分 子 の 運動 パタ ー ン 。 気体 的 行動 。” 
速度 が 速い こと 。 
相互 問 の 引力 が 働か ず 、 個 人 で 自由 に 動く こと 。 


( 2 ) “集団 移動 の パタ ー ン 。“" 
速度 が 速い こと 。 
相互 間 の 引力 が 働き 、 団 体 で まとまっ て 動く こと 。 


トー れれ ) 

無機 的 物質 の 社会 の 場合 。 

雨 宴 。 台風 や 、 サ イク ロン や 、 ハ リ ケ ー ン 。 芋 星 や 、 火 の 玉 。 
それ ら の 動き の パタ ー ン 。 


(2 テグ ) 

生物 の 社会 の 場合 。 

(2-2-1) 

空中 移動 。 気 体 中 に お ける 、 移 動 。 
飛ん で 集団 移動 する 、 渡 り 鳥 の 群れ 。 
飛ん で 集団 移動 する 、 バ ッ タ の 群れ 。 
の 妥 妥 ) 

水中 移動 。 液 体 中 に お ける 、 移 動 。 
泳い で 集団 移動 する 、 魚 の 群れ 。 
それ ら の 動き の パタ ー ン 。 


(3) “ 散 村 パタ ー ン 。" 
速度 が 遅い こと 。 
相互 間 の 引力 が 働か ず 、 散 在 す る こと 。 


人 間 社 会 の 場合 。 

散 村 。 陸 上 生活 。 

個々 の 住居 が 、 散 在 し て 形成 され た 、 集 沙 。 

それ ら が 存在 する 地域 の 例 。 ア メリ カ 。 ド イツ 。 日 本 。 


( 4 ) “液体 分 子 の 運動 パタ ー ン 。 液 体 的 行動 。" 
速度 が 遅い こと 。 
相互 間 の 引力 が 働き 、 団 体 で まとまっ て 動く こと 。 


筆者 は 、 本 書 で は 、 上 記 の うち 、 対 比 す る 上 で 、 よ り ベ ー シ ッ ク 
な 、 (1) 気体 分 子 と 、 (4 ) 液体 分 子 と を 、 ま ず 取 り 出 し て 、 
比較 し て いま す 。 


動作 2 パタ ー ン 。 ア ン ケ ー ト 調査 結果 と の 対応 


気体 的 行動 、 液 体 的 行動 の 二 つ の パタ ー ン 。 そ れ ら は 、 以 下 の よ 
うな 広範 な 行動 、 動 作 の 指向 、 主 義 を 同時 に 説明 し ます 。 
筆者 は 、2006 年 2 月 頃 、 イ ンタ ーネット で の アン ケー ト 調 査 を 行 
いま し た 。 健 者 は 、 そ の 結果 、 そ れ ら を 明らか に し まし た 。 
筆者 は 、 読 者 の 皆さん に 、 以 下 の こ と を 要望 し ます 。 

以下 の 表 の 内 容 を 、 大 ま か に ざっ と 見 て 、 そ の 全容 を 掴む こと 。 


表 3 


アン ケー ト 結 果 分 析 デ ー タ 等 詳細 。 そ れ を 知る こと 。 読者 の 費 さ 
ん は 、 そ の た め に 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ い 。 


それ に より 、 以 下 の 内容 の 実現 が 可能 で す 。 
以下 の 傾向 を 、 こ れ ら の 動作 パタ ー ン か ら 、 目 視 に よっ て 、 導 き 
出す こと 。 


(気体 的 行動 液体 的 行動 ) 
相互 分 離 指向 / 相 互 一 体 指向 
独立 、 自 立 指向 / 相 互 依存 指向 
個人 主義 ノ 集 団 主義 
離散 指向 / 集 中 指向 

自由 主義 ノ 相互 規制 指向 


読者 の さん は 、 そ れ ら の 詳細 に つい て は 、 以 下 の 表 を 参照 し て 
下さ い 。 
気体 的 行動 ノ 液体 的 行動 。 そ れ ら の 性 質 の まとめ の 表 。 


それ は 、 次 の 項目 で す 。 


気体 的 行動 ノ 液体 的 行動 。 そ れ ら の 性 質 の ま 
と め の 表 。 


表 1 
。。 | 気 体 的 行動 (ガス | 液体 的 行動 (リキ ッ 
攻 質 。 | ドラ イ ウェ ッ ト 
仁 基 。 隊 性 人 仁 _ 男性 優位 ” | 女性 優位 
陸 の 差 。 | 父性 的 母性 的 


社会 体制 | 自由 主義 = | 反 自由 主義 
|  " 人 主義 | 際 団 主義 


気体 か 了 運 軒 動 の パパ タ 一 


ン 


相互 間 引 力 が 働か な 
いこ と 。 散在 する こ 
la 


し = 気体 的 行動 


気体 的 行動 ジレ 還 箇 2 
比較 内 容 スキ ま 壮 。 
主義 ) 
な 
) 子 運 絹 パタ ー | 液体 分 子 運 動 パ ター ン 


介 |F ラ イィ 計 時 還 
時 


ーー 胃 性 的 | 性 人 
父性 vs 母性 父性 的 評 性 的 
胃 役 本 的 | 陽二 的 
mer 本 本 疾 部 市 的 | 際 村 


oc 
5 
際 細 


| | 際 険 に 立ち | 四 ら 保 身 、 安 全 、 守 ら EL ウ 
リス ク vys 自 己 保 身 際 と を 指向 する こ 


に に 


気体 的 行動 | 。 。。 量 


独 人 陣 創 模 信 。 kn | 膜 條 的 。 。 


自由 vs 失 御 le 5 


ーー 


22 呈 


コテ て 
自立 vs 依存 Ma 依存 的 で ある こと 。 


開放 ys 閉鎖 、 排他 __ 半 還 還 拓 他 的 
人 


能力 主義 (個人 の 1 間際 
中 力 な 電視 する - 計 MG 
と 。) 隊 。 


気体 的 行動 | 、。 , 。。 較 


横並び を 好む こと 。 


表 4 
| 液体 的 行動 。 | 気体 的 行動 。 | 
険 休 。  。 。 山体 


[ 分 子 運動 の タイ プ 。] 


液体 分 子 運動 。 気体 分 子 運動 。 
[ 粒子 や 個体 の 、 一 般 的 な 動き 。」 
ーー 運動 エネ ルギー。 活動 性 。 速 度 。 


運動 エネ ルギー が 小さ いこ | 陽動 エネ ルギー が 大 き 
と 。 連動 みい こと いこ と 。 運動 的 で ある 


_ | 活発 で 、 活 動 的 で ある 


9 導く 《 の 2 と っ 
4 


動く スケ ー ル が 、 大 き 
| 


[ 液体 的 行動 。」 [ 気体 的 行動 。」 


動き が 、 微 胃 で ある こと 。 了 こ が 、 強 力 で ある こ 


| == 引力 。 分 子 間 力 。 

引力 が 、 働 か な いこ 

隊 寺 8 

皮 員 5 呈 E 人 互い に 、 引 き 合 わな い 


0 
(分 子 問 力 が 、 働 く こ と 。) 失 20 働か な い 
| | 休 積 が 勝間 する = 
体積 が 、 一 定 で ある こと 。 と 。 体 積 が 、 拡 大 する 
接着 する こ の 衣 了 せ ず に 、 角 れる こ 
生生 


還 切断 する こ 


同 及 MDN | 遇 Ke 


: 間 和 0 
密度 が 高い こと 。 密度 が 低い こと 。 


互い に 独立 し て いる こ 
8 
分 離す る こと 。 


0 の NO 
6 


| [液体 的 行動 。」 | [気体 的 行動 。」 


ES 
同じ で ある こと 。 別 の 途 を 歩む こと 。 


間 隅 や 、 隙 間 や 、 空 き 
の 32 SV 
[ 生物 の 、 性 格 や 行動 。 


(個人 や 個体 の レベ ル か ら 、 社 会 や 組 鐵 や 集団 の レベ 
ル ま で 。) 


(OZ ES 二 022 も っ 
衣 的 で ある こと 。 動 的 で ある こと 。 


ー 空間 移動 能力 が 、 小 さい こ |- 2 大 
と 。 きこ 


運動 上 - SS 
と 。 例 。 筋 力 。 機 動 性 。 


運動 能力 が 、 小 さい こと 。 
例 。 筋 力 。 機 動 性 。 敏 兵 性 。 
運転 能力 が 、 小 さい こと 。 
内 自動 車 を 運転 する こと 。 
空間 認識 能力 が 、 NN 


運転 上 E 力 が 、 の 

と 。 例 。 自 動車 を 運転 す 
し 

空間 認識 人 E 力 が 、 大 きい 
こと 。 例 。 地図 を 読解 す 
し 0 2 

空間 操作 能力 が 、 大 きい 
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| 


湿度 
明る さ w 暗 さき 。 
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父性 vs 母性 
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気体 分 子 運動 パ 
の 4 ーー 
ドラ イ 
時 るい | 
アメ リカ 的 
男性 人 
父性 的 
隊 牧 的 | 
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ピン 


液体 分 子 運動 パ 
ター ン 
暗い | 
日 本 的 
女性 的 
母性 的 


際 耕 的 | 


探検 

腹 食 ys 模 伯 

自由 vs 規制 

決ま り を 破る vs 守る 

ウイ 2N ジ シー 

自立 vs 依存 

中 任 ” | 

開放 ws 閉鎖 、 排他 
受動 


能力 主義 (個人 の 能 
力 を 重視 する ) 


格差 容認 vs 横並び 


個性 的 


都市 的 
婚 び な い 
か わい く な い 


気体 分 子 運動 パ 
ター ン 
危険 に 立ち 向 か 
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当 い を 好む 
自由 を 好む 
決ま り を 破る 


ある 
自立 し て いる 
責任 を 取る 
開放 的 
能動 的 
機動 性 が ある 


自主 性 が ある 


能力 主義 的 で あ 
る 
格差 を 容認 する 


個性 的 


農村 的 
ET の 
か わい い 


液体 分 子 運 動 パ 
ター ン 
自己 保身 、 安 
SF られ る ご 
と を 指向 する 
探検 を 好ま な い 

模 條 的 
和合 を 好む 
規制 を 好む 


決ま り を 守る 


な い 

依存 的 で ある 
責任 を 回 避 す る 
閉鎖 的 、 捧 他 的 
受動 的 


機動 性 が な い 
自主 性 が な い 


能力 主義 的 で な 
い 
横並び を 好む 


個性 的 で な い 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な パー ソナ リティ の 認知 
2008 年 1 月 初出 


ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト な パー ソナ リティ と 、 気体 液体 分 子 
運動 パタ ー ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま 
す 。 ド ライ な パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 動 、 ウ ェ ッ 
ト な パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

入間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 ドラ イ 。 ウェ ッ ト と 、 
物質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 芋 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 
ら か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体液 体 分 子 
群 の 運動 を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー 
ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 
で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 
ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も 
ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 人 々 の 動 
き と し て ドラ イ 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は ウェ ッ ト 、 
と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 
に 同一 の TP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 
な し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 
の み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 
回 の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 参加 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 206 名 ( 男 
性 102 名 、 女 性 104 名 ) で あっ た 。 性 別 情報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
MSG EEE 


[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2006 年 12 月 4 日 か ら 9 日 の 6 日 間 
で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 (2002) の web 
サイ ト よ り 入 手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 を 
最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 ( 気 
体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ ブロ 
グラ ム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運 動 の ムー ビー を 、 
パソ コン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の windows 
media video 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ イト 上 で 
研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 


質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
を 隊 昌 DE の ーー 半生 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 本 こ 感じ ら 
れる か S$ 段 階 評 価 し て 下さ い 。" と し て 、 ド ライ 、 
ウェ ッ ト 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 有 段階 は 、" 感 じ 
な い (0) - 少し 感じ る (1) - や や 感じ る ② - か な り 感 じ 
る 3) - と て も 感じ る (④" と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
RE - タ 載 境 | こ 対 応 し つ 
つ 、 刺 激 提示 の 条件 を 揃え る た め に 、" 再 生 回 数 は 可能 
な 限り 2 回 まで で お 願い し ます " の 断り 書き を 付け 
て 、 読 ん で も ら っ た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー フィ 
ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、” 実 は これ は 、 気 
体液 体 分 子 運動 の シレ シミュ レー ショ ン ム ー ビ ー で し 

た 。 “と いう 断り 書き を 画面 上 に 時 示し た 。 


0 


れ ド ライ お よび ウェ ッ ト と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 
の 平均 値 と 標準 偏差 は Tablel に 示し た 通り で ある 。 
見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト に 感じ 
た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 の ある (検定 を 行っ 
た 。 結果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト と 感じ 
る 度合 い に つ いて は 、 ウ ェ ッ ト と 感じ る 度合 い の 数 値 
が 、 ド ライ と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(《205)=8.74,p<.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト と 感じ 
る 度合 い に つ いて は 、 ド ライ と 感じ る 度合 い の 数 値 
が 、 ウ ェ ッ ト と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。((205)=3.21p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り ド ライ と 感じ る か に 
つい て は 、 気 体 分 子 運 動 パ イタ ー ン を ドラ イ に 感じ る 度 
合い が 、 液 体 分 子 運 動 パ イタ ー ン を ドラ イ に 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(《205)=6.32,p<.01) 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り ウ ェ ッ ト と 感じ る か 
に つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ イタ ー ン を ウェ ッ ト に 感じ 
る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を ウェ ッ ト に 感じ 
る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(((205)=8.23.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 ド ライ な 性 格 と 認知 さ 
れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 と 認知 され 
る こと が 、 分 か っ た 。 和 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 
振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 ド ライ に 、 液 体 分 子 
運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 ウ ェ ッ ト に 感 
じ ら れ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運 還 動 


刺激 種類 
7 コ 2.09 
液体 分 子 運動 PS 2 


ls 
気体 分 子 運動 了 レ 全 


(か っ こ 内 は 様 < 信 基 ) 


Table.2 
ーーーーーーー ビ ーーーーー ゴ 


比較 対象 (検定 結果 | 有意 水準 


以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の と シミュレーション 

を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 ド ライ な 性 格 と 認知 さ 

れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 と 認知 され 
る こと が 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振 
る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 ド ライ に 、 液 体 分 子 運 

動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 ウ ェ ッ ト に 感じ 

られ る 、 と 考え られ る 。 


アメ リカ 的 、 日 本 的 な パー ソナ リティ の 誰 知 
2008.04 初出 


アメ リカ 的 、 日 本 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 
運動 パタ ー ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま 
す 。 ア メリ カ 的 パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 日 本 
的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 

と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に え る 感覚 と の 間 の 関連 
を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気体 ・ 液 
体 分 子 群 の 運動 を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つの 
ムー ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー 
ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
度 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し 


て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 
の 動き と し て アメ リカ 的 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は 日 
本 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


目的 

実際 に 日 本 人 の 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シ 
ミュ レー ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 
の 動き と 見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 欧 米 的 、 
日 本 的 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 

その 際 、" 欧 米 的 "と いう 言葉 は 、” 欧 米 " が カバ ー す る 地 
球 上 の 地域 が 広範 囲 、 多 種 多様 に わた る た め 、 人 々 が 提 
える パー ソナ リティ 上 の イメ ー ジ が 分 散 し 、 統 合 し て 
捉え に くい 可能 性 が ある 。 そ こ で 、 今 回 研究 参加 者 を 
日 本 人 と し た こと も あり 、 日 本 人 に と っ て 、 欧 米 地域 
の 中 で 、 太 平 洋 戦争 後 の 日 本 占領 以来 、 最 も 身近 で 親 し 
み の あ る 、 パ ー ソ ナリ ティ の 具体 的 イメ ー ジ が 沸き や 
UN 人 合 淫 国 を 代表 例 と 

し て 採用 し 、" ア メリ カ 的 "" 日 本 的 "の それ ぞ れ を 調べ 
し 電 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 | イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 

収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 

同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 

み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 201 名 ( 

性 105 名 、 女 性 96 名 ) で あっ た 。 性別 情 報 は 、 凍 
性 別 選 択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
し で も ら う こと で 得 た 


[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 8 月 21 日 か ら 8 月 31 日 の 11 
日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 フ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 
を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 
各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 下 関 昌 寺 中 の 0 1 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 ん 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 に 感じ 
られ る か 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 ア メリ カ 
的 、 日 本 的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段 階 は 、" 感 
じ な い (0)" か ら ”" と て も 感じ る (④" の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 行い に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気体 液 体 分 子 運 動 の シミ ョ レー ショ シン ペー ビー で 
し た 。" と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結末 
気体 液体 分 子 運 動 パ ターン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ ア メリ カ 的 お よび 日 本 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 定 


値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 
見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 、 に 
感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 の ある (検定 を 
行っ た 。 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 、 と 感 
2 に つい て は 、 日 本 的 、 0 人 
値 が 、 ア メリ カ 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 
人 (t200)=10.20jp<.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 、 と 感 
じ る 度合 い に つ いて は 、 ア メリ カ 的 、 と 感じ る 度合 い 
の 数 値 が 、 日 本 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高 
か っ た 。(《200)=3.54.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り ア メリ カ 的 と 感じ る 
か に つい て は 、 気体 分 子 運動 パタ ー ン を アメ リカ 的 に 
感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を アメ リカ 的 
に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t200)=7.81.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 日 本 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を 日 本 的 に 感じ る 度 
合い が 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 日 本 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。(((200)=7.15,p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 0 ュ レ ーション 
を 人 ( こ 見 立て て 観 宗 させ る と 、 メリ カ 的 な 性 格 と 認 
知 き 衝 、) 液体 分 子 運動 は 、 日 本 的 な 性 格 と 認知 さ 
れる こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター 5 
に 振る 凶 う 人 の パー ソナ リティ は 、 ア メリ カ 的 に 、 
Np 
感じ られ る 、 と 考え られ る 。 

この こと か ら 、 気 体 と 液体 それ ぞ れ の 分 子 運動 の パ 
ター ジン と 、 パー ツナ リ デ ィ の 認知 に お ける アメ リカ 
的 、 日 本 的 と いう 印象 と の 間 に 、 な ん ら か の つなが り 
が 存在 する こと が 推測 され る 。 し か し 、 な ぜ こ うし た 


つなが り が 生じ る か の 理由 は 、 現 状 で は よく 分 か ら 
ず 、 さ ら な る 研究 が 必要 で ある 。 

また 、 今 回 の 研究 結果 で は 、 ア メリ カ 的 、 日 本 的 な 
パー ソナ リティ に つい て 日 本 人 の 研究 参加 者 が 持つ 印 
象 を 単に 尋ね た に 過ぎ ず 、 そ の 印象 が 、 ア メリ カ 人 、 
日 本 人 の パー ソナ リティ の 実際 の あり 方 に その まま 即 
し て いる と 考え る の は 早計 、 と 考え られ る 。 実際 の 対 
人 関係 に お いて アメ リカ 人 の パー ソナ リティ が か 気体 的 
で 日 本 人 の それ が 液体 的 で ある こと を 示す 研究 が 別途 
必要 で ある 。 

また 、 今 回 の 結果 は 、 あ くま で 日 本 人 サイ ド の 見 方 で 
あり 、 視 点 に 偏り が 見 られ る 。 よ り 偏 り の な い 客 観 的 
な 視点 を 得る に は 、 日 本 人 の 研究 参加 者 だ け で な く 、 
アメ リカ 人 の 研究 参加 者 を 別途 募っ て 、 ア メリ カ 人 か 
ら 見 た 印象 が どう な っ て いる か を 別途 確認 する 必要 が 
ある 。 

また 、 欧 米 的 、 日 本 的 パー ソナ リティ の 比較 と いう 当 
初 の 研究 目的 か ら は 、 今 後 は 、 今 回 の 研究 で は 対象 か ら 
除外 され た 、 ア メリ カ 以 外 の 西欧 、 北 欧 等 の ヨー ロッ 
パ 各 地域 と 日 本 と の 比較 等 も 必要 と な っ て くる 、 と 考 
えら れる 。 


図表 
Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の アメ リカ 的 ・ 日 
本 的 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


刺激 種類 
隔 4 1.71 
液体 分 子 運 和 
寺 二 が 0.90 
分 


n デ 20 1 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 検定 

液体 日 本 的 - 液体 アメ リカ 的 IM200)=10.20** 
気体 アメ リカ 的 - 気 体 日 本 的 200)=3.54** | 
|) パパ ハハ ハハ ハハ ハハ へ つつ 


気体 アメ リカ 的 - 液体 アメ リカ 的 |K(200) デ 7.81* 


液体 日 本 的 - 気体 日 本 的 


**\p<.01 


男性 的 、 女 性 的 な パー ソナ リティ の 誰 知 
2008.04 初出 


男性 的 、 女 性 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 男 

性 的 パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 女 性 的 パー ソナ 

リティ と 液体 分 子 運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 男 性 的 、 女 性 的 と 、 物 質 
の 気体 と 液体 の 人 間 に 皇 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 ら 

か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 和 気体 液体 分 子 運 
昌光 つ ジグ な を な 当 シン ピ ュー タン ミ ュ レ ー ト し た 2 つの バー 
ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 

で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 男 
性 的 、 女 性 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 

た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 人 々 の 動き と 

し て 男性 的 、 液 体 分 子 運動 パターン は 女性 的 、 と 感じ ら 
の この の の の だ 。 


齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 男 性 的 、 女 性 的 、 と 
感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 | イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 する 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 201 名 ( 

性 105 名 、 女 性 96 名 ) で あっ た 。 性別 情 報 は 、 
性 別 選 択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
力 し て も ら う こと で 得 た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 8 月 21 日 か ら 8 月 31 日 の 11 
日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 (の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 フ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 
各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
の 1 ま 0 2 軸 導 0 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 男 性 的 、 女 性 的 に 感じ られ る 
か 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 男 性 的 、 女 性 的 、 そ 
れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 有 段階 は 、" 感 じ な い (O)“ か 
ら ” US の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運 動 の シ と ミュ レー ショ ン ム ー ビ ー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 男 性 的 お よび 女性 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 
平均 値 と 標準 偏差 は Tablel に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 男 性 的 、 女 性 的 、 に 感じ た 
度合 い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の 検 
定 (両側 ) を 行っ た 。(n=201) 結 果 は Table2 の 通り で あ 
る 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 男 性 的 、 女 性 的 、 と 感じ る 
度合 い に つ いて は 、 女 性 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 
が 、 男 性 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。(((200)=$.42.p<.01) 

気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 男 性 的 、 女 性 的 、 と 感じ る 
度合 い に つ いて は 、 男 性 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 
が 、 女 性 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。(((200)=6.84.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 男 性 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 男性 的 に 感じ る 度 
合い が 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を 男性 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。(((200)=7.47,p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 女 性 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 女性 的 に 感じ る 度 
合い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 女性 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。(((200)=6.29,p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の と シミュレーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 男 性 的 な 性 格 と 認知 さ 
れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 女 性 的 な 性 格 と 認知 され る 
こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振 
る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 男 性 的 に 、 液 体 分 子 運 
動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 女 性 的 に 感じ ら 
れる 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 男性 的 ・ 女 性 的 
評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


開 涼 種類 | 男性 的 


es =_ oe67 
体 分 子 運動 し 


、 1.49 
気体 分 子 運動 


n デ 201 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


只 定 
(200)-5.4244 
気体 男性 的 - 気体 女性 的 KC200)=6.84** 
(200)-7.47* 
(200)=6.29** 
**p<.01 


父性 的 、 母 性 的 な パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


父性 的 、 母 性 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 父 
性 的 パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 母 性 的 パー ソナ 


リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 
人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 父 性 的 、 母 性 的 と 、 物 質 
の 気体 と 液体 の 人 間 に 皇 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 ら 
か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 和 気体 液体 分 子 運 
動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー 
ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 
で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 父 
性 的 、 母 性 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 
た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 人 ん 々 の 動き と 
て 父性 的 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は 母性 的 、 と 感じ ら 
入る の ミ と が 。 の が か つた 。 


齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 父 性 的 、 母 性 的 、 と 
感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タタ 収集 方 法 | イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP ア ドレ ス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 201 名 ( 男 
性 105 名 、 女 性 96 名 ) で あっ た 。 性別 情報 は 、 回 答 時 に 

性 別 選 択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
KG DIE 全 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 8 月 21 日 か ら 8 月 31 日 の 11 


日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運 動 の ムー ビー 
を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つ 一 つの 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 父 性 的 、 母 性 的 に 感じ られ る 
か 3 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 父 性 的 、 母 性 的 、 そ 
れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 有 段階 は 、" 感 じ な い (0)“ か 
ら ” と て も 感じ る (④⑰" の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 和 気体 液体 分 子 運動 の シレ ミュ レー ショ ン ム ー ビ ー で 
し た 。“" と いう 断り 書き を 画面 上 に 時 示し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 父 性 的 お よび 母性 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 
平均 値 と 標準 偏差 は Tablel に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 父 性 的 、 母 性 的 、 に 感じ た 


度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 
定 (両側 ) を 行っ た 。(n=201) 結 果 は Table2 の 通り で あ 
る 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 父 性 的 、 母 性 的 、 と 感じ る 
度合 い に つ いて は 、 母 性 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 

が 、 父 性 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。((t(200)=3.67,p<.01) 

気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 父 性 的 、 母 性 的 、 と 感じ る 
度合 い に つ いて は 、 父 性 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 

が 、 母 性 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。(((200)=4.96,p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 父 性 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 和 気体 分 子 運動 パタ ー ン を 父性 的 に 感じ る 度 
合い が 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を 父性 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。(((200)=4.28.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 母 性 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 母性 的 に 感じ る 度 
合い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 母性 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。(((200)=6.82.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シ と ミュ レー ショ ン 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 父 性 的 な 性 格 と 認知 さ 
れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 母 性 的 な 性 格 と 認知 され る 
こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振 
る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 父 性 的 に 、 液 体 分 子 運 
動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 母 性 的 に 感じ ら 
れる 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 父性 的 ・ 母 性 的 
評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


刺激 種類 | 区 性 的 療 
の 


流体 分 子 運動 [ 「 
(0.81) II(1. 


、 0.76 
気体 分 子 運動 ' 


n デ =20 1 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 検定 


液体 母性 的 - 液体 父性 的 IK(200)=3.67** 


気体 父性 的 - 気体 母性 的 200)=4.96** 


気体 父性 的 - 液体 父性 的 (200)=4.28** 
液体 母性 的 - 気体 母性 的 (200)=6.82** 
* ま p<.01 


遊牧 的 、 農 耕 的 な パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


遊牧 的 、 農 耕 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 遊 

牧 的 パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 農 耕 的 パー ソナ 

リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 遊 牧 的 、 農 耕 的 と 、 物 質 
の 気体 と 液体 の 人 間 に 皇 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 ら 
か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 和 気体 液体 分 子 運 
動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー 
ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 
で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 遊 
牧 的 、 農 耕 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 

た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 人 ん 々 の 動き と 
し て 遊牧 的 、 液 体 分 子 運動 パイ ターン は 農耕 的 、 と 感じ ら 
北 る こき か 、 か うた 。 


齋 是 
実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ー 


ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 遊 牧 的 、 農 耕 的 、 と 
感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 201 名 ( 男 

性 105 名 、 女 性 96 名 ) で あっ た 。 性 別 青 報 は 、 回 答 時 に 

性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
2 RSC 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 8 月 21 日 か ら 8 月 31 日 の 11 
日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 
を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 
人 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 この ムー ビー に お ける 


人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 遊 牧 的 、 農 耕 的 に 感じ られ る 
か 3? 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 遊 牧 的 、 農 耕 的 、 そ 
れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 有 段階 は 、" 感 じ な い (O)“ か 
ら " と て も 感じ る (④⑭" の 3 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気体 液体 分 子 電 動 の シミ ロレ ウラ ーション ム ーー ビー で 
し た 。“" と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 

れ 遊 牧 的 お よび 農耕 的 と 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 

平均 値 と 標準 偏差 は Tablel に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 遊 牧 的 、 農 耕 的 、 に 感じ た 

度合 い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あり の 平均 値 の 差 の 検 
(両側 ) を 行っ た 。(n=201) 結 果 は Table2 の 通り で あ 

る 。 

液体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 遊 履 的 、 農 耕 的 、 と 感じ る 

度合 い に つ いて は 、 農 耕 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 

が 、 人 遊牧 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 

た 。(((200)=2.18p<.05) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 遊 牧 的 、 農 耕 的 、 と 感じ る 

度合 い に つ いて は 、 遊 牧 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 

が 、 農 耕 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 

た 。(((200)=4.72.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 遊 牧 的 と 感じ る か に 

つい て は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 遊牧 的 に 感じ る 度 

合い と 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を 遊牧 的 に 感じ る 度合 い 

と の 間 で 、 有 意 差 は 見 られ な か っ た 。((《200)=1.32) こ れ 


は 、 液 体 の 動き が 、 低 速 で 家畜 を 連れ て 移動 する 遊牧 
民 の 動き と 似 て いる た め 、 両 方 共 人 遊牧 民 的 と 感じ ら 

れ 、 差 が 出 な か っ た の で は な いか 、 と 考え られ る 。 液 
体 の 動き を より 低速 に し て 、 ほ と ん ど 動 か な い 状 態 に 
すれ ば 、 農 耕 民 的 と な っ て 、 差 が 出る と 予想 され る 。 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 農 耕 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 農耕 的 に 感じ る 度 
合い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 農耕 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。(((200)=5.41,p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 人 遊牧 的 な 性 格 と 認知 さ 
れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 農 耕 的 な 性 格 と 認知 され る 
こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振 
る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 人 遊牧 的 に 、 液 体 分 子 運 
動 パ ター ン と 同様 に 振る 凶 う 人 で は 、 農 耕 的 に 感じ ら 
れる 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運 還 動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 遊牧 的 ・ 農 耕 的 
評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


開 泊 種類 | 陸 才 人 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


対象 | 陸 
了 人 人 - 汐 【200 -3. 
人 0 - 和 人 的 Lo00 4 カー 
還付 - 六 人 的 00132 
了 人 人 良 釣 【G00 34i" 


**p<.01, *p<.05 


独創 的 、 模 信 的 な パー ソナ リティ の 誰 知 
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独創 的 、 模 人 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 独 

創 的 パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 模 依 的 パー ソナ 

リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 独 創 的 、 模 條 的 と 、 物 質 
の 気体 と 液体 の 人 間 に 皇 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 ら 
か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 和 気体 液体 分 子 運 
所 パー ンジ ン な コン ピュ ョ ー タ シン ミュ レー ト 【 だ た 29 の ムー 
ビー を 研究 参加 者 201 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 

で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 独 
創 的 、 模 信 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 

た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 人 々 の 動き と 
し て 独創 的 、 液 体 分 子 運動 パ ター ン は 模 依 的 、 と 感じ ら 
5 の の が か が 、 の が つた 。 


計 吉 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 独 創 的 、 模 信 的 、 と 
感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 | イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 


加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 201 名 ( 男 

性 105 名 、 女 性 96 名 ) で あっ た 。 性 別 青 報 は 、 回 答 時 に 

性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
2 あら 9 と ど と で 得 た た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 8 月 21 日 か ら 8 月 31 日 の 11 
日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運 動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ フ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
大 王 人 人 の 人 間 を 表し て で てい ます 。、 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 独 創 的 、 模 父 的 に 感じ られ る 
か 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 独 創 的 、 模 信 的 、 そ 
れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段 階 は 、" 感 じ な い (0)" か 
ら ” と て も 感じ る (④⑰" の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
し て 時 示し 、。 ムー ビー 和 号 に 回 答 き せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 


で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。" と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 独 創 的 お よび 模 僚 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 
平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 独 創 的 、 模 化 的 、 に 感じ た 
度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の t 検 
定 (両側 ) を 行っ た 。(n=201) 結 果 は Table2 の 通り で あ 

る 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 独 創 的 、 模 大 的 、 と 感じ る 
度合 い に つ いて は 、 模 信 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 
が 、 独 創 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。((t(200)=$.39,p<.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 独 創 的 、 模 信 的 、 と 感じ る 
度合 い に つ いて は 、 独 創 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 
が 、 模 信 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。(((200)=4.37,p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 独 創 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 和 気体 分 子 運動 パタ ー ン を 独創 的 に 感じ る 度 
合い が 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を 独創 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。(《200)=7.33p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 模 信 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 模 信 的 に 感じ る 度 
合い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 模 信人 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。(《200)=3.11.p<.01) 


考察 
以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の と シミュ レー ショ ン 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 独 創 的 な 性 格 と 認知 さ 


れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 模 條 的 な 性 格 と 認知 され る 
こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振 
る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 独 創 的 に 、 液 体 分 子 運 
動 パ ター ン と 同様 に 振る 凶 う 人 で は 、 模 條 的 に 感じ ら 
れる 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 独創 的 ・ 模 條 的 
評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 際 十 
液体 模 仙 的 - 液体 独創 的 200)=5.59**| 
気体 独創 的 - 気体 模 信 的 200)=4.37*| 


(200=4 
気体 独創 的 - 液体 独創 的 (200)-7.33*| 
液体 模 依 的 - 気体 模 飲 的 (200)-3.11**| 


**p<.01 


自己 保身 、 安 全 、 守 られ る こと ぶ s 危 険 に 立ち 向 か 
うこ と へ の 指向 


2012.07 初 出 


要約 

人 間 の 自己 保身 、 安 全 、 守 られ る こと ys 危険 へ の 指向 
と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 吾 える 感覚 と の 間 の 関連 
を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体液 体 
分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つ 


の ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー 
ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
度 、 自 身 の 保身 、 安 全 を 重視 し 、 守 られ る こと を 好む 、 
な いし 危険 に 立ち 向かう よう 、 に 感じ られ る か を 、 評 
価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 
人 々 の 動き と し て 、 危 険 に 立ち 向かう よう に 、 液 体 分 
子 運 動 パ ター ン は 人 々 の 動き と し て 、 自 身 の 保身 、 安 全 
を 車 視 し 、 守 られ る こと を 好む よう に 感じ られ る こと 
が 分 が っ うた 


齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 保 身 、 安 全 、 守 られ 
や すさ vs 危険 を 指向 し て いる 、 と 感じ る か 、 調 べ る こ 
CNS VS 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性 別 青 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
MG の 人 9 を で 信 た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 9 日 の 24 


日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運 動 の ムー ビー 
を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つ 一 つの 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 自 己 の 保身 、 安 全 を 車 視 し 、 
守ら れる こと を 好む 、 な いし 危険 に 立ち 向かう よう に 
感じ られ る か 3 ぅ 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 そ れ ぞ 
れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段 階 は 、" 感 じ な い (0)“ か ら " と て 
も 感じ る (④" の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 


気体 液体 分 子 運 動 パ ターン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 、 保 身 、 安 全 、 守 られ や すさ 、 な いし 危険 を 指向 し 


て いる よう に 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標 
準 偏差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 


見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 感 じ た 度 合い の 違い を 見 
る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の 検定 (両側 ) を 行っ 
た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

自己 の 保身 を 還 視 する よう に 感じ られ る 度合 い 、 自 己 
人 
こと を 好む よう に 感じ られ る 度合 い は 、 い ずれ も 、 

体 分 子 運 動 パ ター ン の 方 が 、 気 体 分 子 運 動 パ ター 交 昌 
も 、 有 意 に 大 きか っ た 。 

一 方 、 危 険 に 立ち 向かう よう に 感じ られ る 度合 い は 
気体 分 子 運動 パタ ー ン の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン よ 
り も 、 有 意 に 大 きか っ た 。 

液体 分 子 運 動 パ ター ン で は 、 守 られ る こと を 好む よう 
に 感じ られ る 度合 い が 、 一 番 高かっ た 。 次 に 、 自 身 の 
保身 を 重視 する よう に 感じ られ る 度合 い 、 自 身 の 安 全 
を 重視 する よう に 感じ られ る 度合い 、 の 両者 が 高かっ 
た 。 こ の 両者 の 間 に は 、 有 意 差 は 無かっ た 。 一 番 低 
か っ た の が 、 危 険 に 立ち 向かう よう に 感じ られ る 上 度合 
いい で あっ つた 。 

気体 分 子 運動 パターン で は 、 危 険 に 立ち 向かう よう に 
感じ られ る 度合 い 、 自 身 の 保身 を 重視 する よう に 感じ 
られ る 度合 い 、 の 両者 が 一 番 高かっ た 。 こ の 両者 の 間 
こ は 、 有 意 差 は 無かっ た 。 低 か っ た の は 、 自 身 の 安 全 
を 重視 する よう に 感じ られ る 度合 い 、 守 られ る こと を 
好む よう に 感じ られ る 度合 い の 両者 で あっ た 。 こ の 両 
者 の 間 に は 、 有 意 差 は 無かっ た 。 


以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の と シミュ レー ショ ン 
を 人 ( SG 危険 に 立ち 向かう よう 
に 感じ られ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 自 身 の 保身 、 安 全 


を 重視 し 、 守 られ る こと を 好む よう に 感じ られ る こと 
が 分 か っ た 。 気体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 
人 の パー ソナ リティ は 、 危 険 や リス ク に 立ち 向かう よ 
うに 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で 
は 、 自 身 の 保身 、 安 全 を 重視 し 、 守 られ る こと を 好む 
よう に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


な お 、 

・ 液 体 分 子 運 動 パ ター ン に お いて 、 守 られ る こと を 好 
むように 感じ られ る 度合 い が 、 一 番 高かっ た の は 、 液 
体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 周 囲 の 皆 と 一 緒 に いれ ば 大 丈夫 
と いう 、 い わ ゆ る 許 送 船 団 方 式 を 連想 させ る も の で 
あっ た た め 、 と 考え られ る 。 

・ 気 体 分 子 運 動 パ ター ン に お いて 、 自 身 の 保身 を 重視 す 
る よう に 感じ られ る 度合 い が 、 危 険 に 立ち 向かう と 感 
じ ら れ る 上 度合 い 同 様 、 高 か っ た の は 、 個 体 の 周囲 に 十 
分 な 空間 が 空い て お り 、 保 身 も ある 程度 で きる よう に 
な っ て いる と 捉え られ た た め 、 と 考え られ る 。 ま た 、 
気体 分 子 運 動 パ ター ン に お いて 、 自 身 の 保身 を 重視 す 
る よう に 感じ られ る 度合 い の 方 が 、 自 身 の 安全 を 重視 
する よう に 感じ られ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 
の は 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン に お いて は 、 危 険 な 流れ 
弾 が 飛ん で くる た め 個 体 の 安全 は 確保 出来 な い が 、 保 
身 の た め の 個 体 身辺 の 空間 的 余裕 は ある と 捉え られ た 
た め 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運動 シミ ュ レ ー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


本 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の アメ リカ 的 ・ 日 
本 的 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


計 


| 帳 身 の 保身 | 自身 の 安全 | 守ら れる | 旋 険 に 立 
定 細 | を 重視 する | を 重視 する | の を 好む | ち 向 か う 


Bi 


際 人 2.39 2.52 2.98 0.68 
(1.43) (1.33) 127) (1.01) 


1.36 0.85 0.83 1.4 
(1.36) (1.20) (1.26) (1.35) 


由 居 
剛 
た 


由 必 多 
層 六 


nm=200 ーー 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 検定 
液体 保身 車 視 - 気体 保身 重視 {(199)=8.75** 
液体 安全 重視 - 気体 安全 重視 ”。 安全 車 視 - 気体 安全 重視 液体 安全 重視 - 気体 安全 重視 ” It199)= 13.49** 


液体 ずら れる の を 好む - 気体 守ら れる 2 


気体 危険 に 立ち 向かう - 液体 危 

ち 向 か う 

液体 守ら れる の を 好む - 液体 危険 に 立 
ち 向 か う 

(9 の =4.47* 
了 人 守ら れる の を 好む - 液体 便 和 9940*"| 
液体 保身 重視 - 液体 危険 に 立ち 向かう |K(199)=15.40** 
(99)-0.69 
液体 安全 重視 - 液体 危険 に 立ち 向かう |K(199)=15.73** 
人 人 に 立ち 向かう - 和 休 保身 重 99-030 
(9 の =4.22* 


気体 危険 に 立ち 向かう - 気 体 守ら れる 2 
気体 保身 車 視 - 気体 安全 車 視 t(199)=5.29** 


気体 保身 重視 - 気体 守ら れる の を 好む INK(199)=4.90** 
気体 安全 重視 - 気体 守ら れる の を 好む INK(199)=0.23 


**\p<.01 


ー (199)=6.24** 


t(199)=19.32** 


液 |< - 感じ られ | 診 険 に 際 られ |-> 感 じ ら れ 


体 | る 度合 い が 、 | ち 向 | 有 | る の を | る 度合 い が 、 
より 小さ い | か う 還 好む | より 大 きい 


争い を 好む 、 和 合 を 好む パー ソナ リティ の 誰 知 
2012.07 初 出 


人 争 い を 好む 、 和 合 を 好む パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 
分 子 運動 パタ ー ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て 
いま す 。 当 い を 好む パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 
和合 を 好む パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し 
まあ 9 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 争 い を 好む 、 和 合 を 好 
むと 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 芋 える 感覚 と の 間 の 
関連 を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気体 
液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し 
た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 
各 ム ー ビ ー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 
どの 程度 、 争 い を 好む 、 和 合 を 好む 、 に 感じ られ る か 
を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン は 人 々 の 動き と し て 争い を 好む 、 液 体 分 子 運 動 
パタ ー ン は 和合 を 好む 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ 
5 


雇 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 争 い を 好む 、 和 合 
を 好む 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性別 情 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
2 あら うと で 信 た だ 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ フ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ム ー ビ ー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
炭 還 人 の 人 人 間 を 表し てい まず す 、 こ の ムー ビビ に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 争 い を 好む 、 和 合 を 好む に 感 
じ ら れ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 当 い を 好 
む 、 和 合 を 好む 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段 階 
は 、" 感 じ な い (0)" か ら " と て も 感じ る (④⑫" の 5 段階 と し 
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[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 和 気体 液体 分 子 運動 の シレ ミュ レー ショ ン ム ー ビ ー で 
し た 。“" と いう 断り 書き を 画面 上 に 時 示し た 。 


結果 
気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 争 い を 好む お よび 和合 を 好む と 感じ られ た 度合 い の 
評定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示し た 通り で あ 
る 。 


見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 争 い を 好む 、 和 合 を 好 
む 、 に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あり の 平 
均 値 の 差 の (検定 (両側 ) を 行っ た 。(q=200) 結 果 は 
Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 人 争 い を 好む 、 和 合 を 好む 、 
と 感じ る 度合 い に つ いて は 、 和 合 を 好む 、 と 感じ る 度 
合い の 数 値 が 、 争 い を 好む 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 
有意 に 高かっ た 。(((199)=13.71,p<.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 当 い を 好む 、 和 合 を 好む 、 
と 感じ る 度合 い に つ いて は 、 和 争い を 好む 、 と 感じ る 度 
合い の 数 値 が 、 和 合 を 好む 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 
有意 に 高かっ た 。(((199)=8.01,p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 争 い を 好む と 感じ る 
か に つい て は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 争い を 好む に 
感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 争い を 好む 
に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(《(199)=11.59.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 和 合 を 好む と 感じ る 
か に つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 和合 を 好む に 
感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 和合 を 好む 
に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)=13.85,p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の と シミュレーション 

を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 当 い を 好む 性 格 と 認知 

され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 和 合 を 好む 性 格 と 認知 さ 
れる こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 

に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 和 争い を 好む に 、 液 

体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 和 合 を 好 
む に 感 じ ら れ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 当 い を 好む ・ 和 
合 を 好む 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


困 光 種類 | 争い を 好む | 和 合 を 好む 


隔 = 0 48 8 
PEPTD 還 


* 1.81 0.75 
ETDE 還 h 本 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


液体 和合 を 好む - 液体 争い を 好む (199)=13.71** 
思 体 争い を 好む - 気体 和合 を 好む 
団体 争い を 好む - 液体 争い を 好む 


**p<.01.*p<.05 


比較 対 旬 
際 休 和合 を 好む - 液 体 争 い を 好む | 


自由 を 好む 、 規 制 を 好む パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


自由 を 好む 、 規 制 を 好む パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 
分 子 運動 パタ ー ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て 
いま す 。 自 由 を 好む パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 
規制 を 好む パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し 
ま 95 


要約 
人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好 


むと 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 互 える 感覚 と の 間 の 
関連 を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体 
液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し 
た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 
各 ム ー ビ ー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 
どの 程度 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好む 、 に 感じ られ る か 
を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン は 人 々 の 動き と し て 自由 を 好む 、 液 体 分 子 運動 
パタ ー ン は 規制 を 好む 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ 
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齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 自 由 を 好む 、 規 制 
を 好む 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 10$ 名 、 女 性 9? 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
力 し て も ら う こと で 得 た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 1 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パネ ターン を 


シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 直す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 
を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好む に 感 
じ ら れ る か 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 自 由 を 好 
む 、 規 制 を 好む 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段 階 
は 、" 感 じ な い (0)"“ か ら ” と て も 感じ る ④" の 5 段階 と し 
た きき 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運 動 の シ と ミュ レー ショ ン ム ー ビ ー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 時 示し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 自 由 を 好む お よび 規制 を 好む と 感じ られ た 度合 い の 
評定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示し た 通り で あ 
る 。 
見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好む 、 


に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 
の 差 の 検定 (両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 
通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好む 、 
と 感じ る 度合 い に つ いて は 、 規 制 を 好む 、 と 感じ る 度 
合い の 数 値 が 、 自 由 を 好む 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 
有意 に 高かっ た 。(((199)=11.15,p<.01) 

気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 自 由 を 好む 、 規 制 を 好む 、 
と 感じ る 度合 い に つ いて は 、 自 由 を 好む 、 と 感じ る 度 
合い の 数 値 が 、 規 制 を 好む 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 
有意 に 高かっ た 。(((199)=18.55,p<.01) 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 自 由 を 好む と 感じ る 
か に つい て は 、 和 気体 分 子 運 動 パ ター ン を 自由 を 好む に 
感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 自由 を 好む 
に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)19.36.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 規 制 を 好む と 感じ る 
か に つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 規制 を 好む に 
感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 規制 を 好む 
に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199) ニ 14.64.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション 

を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 自 由 を 好む 性 格 と 認知 

され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 規 制 を 好む 性 格 と 認知 さ 
れる こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 

に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 自 由 を 好む に 、 液 

体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 規 制 を 好 
む に 感 じ ら れ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 自由 を 好む ・ 規 
制 を 好む 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


刺激 種類 自由 を 好む | 規制 を 好む 
2.10 
(1.51) 


0.48 
(0.90) 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 


液体 規制 を 好む - 液体 自由 を 好む 


思 体 自由 を 好む - 気体 規制 を 好む 
思 体 自由 を 好む - 液体 自由 を 好む 


液体 規制 を 好む - 気体 規制 を 好む |KC199) ニ 14.64** 


**p<.01.*p<.05 


AI 


2012.07 初 出 


自由 を 好む 、 決 まり を 守る パー ソナ リティ と 、 気 体液 
体 分 子 運 動 パ ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し 
て いま す 。 決 まり を 破る パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 
動 、 決 まり を 守る パー ソナ リティ と 液体 分 子 運動 が 、 
相関 し ます 。 

要約 


人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 決 まり を 破る 、 決 まり 
を 守る と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 選 える 感覚 と の 


間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 
気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー 
ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ 
て 、 各 ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し 
て 、 ど の 程度 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 守る 、 に 感じ 
られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 
運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と し て 決ま り を 破る 、 液 体 
分 子 運動 パタ ー ン は 決ま り を 守る 、 と 感じ られ る こと 
0 の 8 


計 吉 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 決 まり を 破る 、 決 
まり を 守る 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 

性 10$ 名 、 女 性 9? 名 ) で あっ た 。 性 別 情報 は 、 回 答 時 に 

性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
2 うだ CO 介 及 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 1$ 日 か ら 10 月 09 日 の 

24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ イタ ー ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 


web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 直す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 
を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 守 
る に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 決 
まり を 破る 、 決 まり を 守る 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ 
た 。 段階 は 、" 感 じ な い (0⑩)“" か ら " と て も 感じ る (④⑭" の $ 段 
階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 時 示し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 決 まり を 破る お よび 決ま り を 守る と 感じ られ た 度合 
い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Tablel に 示し た 通り で 
ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 
守る 、 に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 


平均 値 の 差 の (検定 (両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は 
Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 
守る 、 と 感じ る 度合 い に つ いて は 、 決 まり を 守る 、 と 
感じ る 度合 い の 数 値 が 、 決 まり を 破る 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(((199)=15.46,p<.01) 
気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 決 まり を 破る 、 決 まり を 
守る 、 と 感じ る 度合 い に つ いて は 、 決 まり を 破る 、 と 
感じ る 度合 い の 数 値 が 、 決 まり を 守る 、 と 感じ る 度合 
いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(((199)=8.72.p<.01) 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 決 まり を 破る と 感じ 
る か に つい て は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 決ま り を 破 
る に 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 決ま り 
を 破る に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(199)=13.29.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 決 まり を 守る と 感じ 
る か に つい て は 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を 決ま り を 守 
る に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 決ま り 
を 守る に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(199)=15.63.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション 

を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 決 まり を 破る 性 格 と 認 
知 さ れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 決 まり を 守る 性 格 と 認 
知 さ れる こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 

同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 決 まり を 破る 

よう に 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で 

は 、 決 まり を 守る よう に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 決ま り を 破る ・ 
決ま り を 守る 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


刺激 種類 | 決ま り を 破る | 決ま り を 守る 


隔 OS 2.48 

液体 分 子 運動 了 人 
0.68 
(1.08) 


< 1.92 
気体 分 子 運動 “ 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 検定 
液体 決ま り を 守る - 液体 決ま り を 破る (199)=15.46** 


気体 決ま り を 破る - 気体 決まり を 守る (199)=8.72** 


気体 決ま り を 破る - 液体 決ま り を 破る |t(199)=13.29** 
液体 決ま り を 守る - 気体 決ま り を 守る |K(199)=15.63** 


**p<.01.*p<.05 


同仁 32229753 
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自由 を 好む 、 横 並び を 好む パー ソナ リティ と 、 気 体液 
体 分 子 運 動 パ ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し 
て いま す 。 格差 を 容 詞 する パー ソナ リティ と 気体 分 子 
運動 、 横 並び を 好む パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 
が 、 相 関し ます 。 


要約 
人 間 の パー ソナ リティ 誰 知 の 、 格 差 を 容認 する 、 模 普 
び を 好む と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 互 える 感覚 と 


の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ 

た 。 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ シミ ュ 
レー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 
見 せ て 、 各 ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と 
し て 、 ど の 程度 、 格 差 を 容 記 する 、 横 並び を 好む 、 に 
感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 
分 子 運 動 パ ター ン は 人 々 の 動き と し て 格差 を 容 説 す 

る 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は 横並び を 好む 、 と 感じ ら 
の 20 の 20 つた だ 。 


計 吉 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 格 差 を 容 認 する 、 
横並び を 好む 、 と 感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 

性 10$ 名 、 女 性 9? 名 ) で あっ た 。 性 別 情報 は 、 回 答 時 に 

性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
2 うだ CO 介 及 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 1$ 日 か ら 10 月 09 日 の 

24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ イタ ー ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 


web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 直す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 
を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 

人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 

人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 格 差 を 容 誰 す る 、 横 並び を 好 
む に 感 じ ら れ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 格 

差 を 容認 する 、 横 並び を 好む 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ 

せ た 。 有 段階 は 、" 感 じ な い (⑩ "から "と て も 感じ る (④⑭" の 5 
段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 

た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 時 示し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 格 差 を 容認 する お よび 横並び を 好む と 感じ られ た 度 
合い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1l に 示し た 通り 
で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 格 差 を 容認 する 、 横 並び 
を 好む 、 に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り 


の 平均 値 の 差 の (検定 (両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は 
Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 格 差 を 容認 する 、 横 並び を 
好む 、 と 感じ る 度合 い に つ いて は 、 横 並び を 好む 、 と 
感じ る 度合 い の 数 値 が 、 格 差 を 容認 する 、 と 感じ る 度 
合い より も 、 有 意 に 高かっ た 。(《(199)=10.23.p<.01) 
気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 格 差 を 容 説 する 、 横 並び を 
好む 、 と 感じ る 度合 い に つ いて は 、 格 差 を 容認 する 、 
と 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 横 並び を 好む 、 と 感じ る 度 
合い より も 、 有 意 に 高かっ た 。(《199)8.62.p<.01) 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 格 差 を 容認 する と 感 
じ る か に つい て は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 格差 を 容 
認 す る に 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 格 
差 を 容認 する に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 

た 。(((199)=6.99.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 横 並び を 好む と 感じ 
る か に つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 横並び を 好 
む に 感 じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 横並び 
を 好む に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(《(199)=12.26,p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シ と ミュ レ ーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 格 差 を 容認 す る 性 格 と 
認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 横 並び を 好む 性 格 と 
認知 され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン 
と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 格 差 を 容認 
する よう に 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 
人 で は 、 横 並び を 好む よう に 感じ られ る 、 と 考え られ 
の 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 格差 を 容認 す 
る ・ 模 並び を 好む 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 
内 ) 


隔 0.76 2.06 


5 1.56 0.56 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 検定 

液体 横並び を 好む - 液体 格差 を 容認 す 
る 

気体 格差 を 容認 する - 気 体 横並び を 好 


む 
気体 格差 を 容認 する - 液体 格差 を 容認 

する 

液体 横並び を 好む - 気体 横並び を 好む (199)=12.26** 


**p<.01.*p<.05 


自立 し て いる 、 依存 的 パー ソナ リティ の 誰 知 
2012.07 初 出 


自立 し て いる 、 依存 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 
子 運 動 パ イタ ー ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て い 
ます 。 自 立 し て いる パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 
依存 的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ま 
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要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 自 立 し て いる 、 依 存 的 
と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に え る 感覚 と の 間 の 関連 
を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体液 体 
分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つ 
の ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー 
ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
度 、 自 立 し て いる 、 依 存 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 
し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 

人 々 の 動き と し て 自立 し て いる 、 液 体 分 子 運 動 パ ター 
ン は 依存 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 自 立 し て いる 、 依 
存 的 、 と 感じ る か 、 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 する 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 

性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 

性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
20M52G.5D の こら 2G 得 た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 1$ 日 か ら 10 月 09 日 の 

24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ フ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ム ー ビ ー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
炭 還 人 の 人 人 間 を 表し て いま す 。、 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 自 立 し て いる 、 依 存 的 に 感じ 
られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 自 立 し て い 
る 、 依 存 的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段 階 は 、" 感 
じ な い (0)" か ら " と て も 感じ る (④" の 3 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
次 選 じ で 時 示し 、 ム ハー ビニ 毎 に 回 答 き 秒 る よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。" と いう 断り 書き を 画面 上 に 時 示し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 自 立 し て いる お よび 依存 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 
定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Tablel に 示し た 通り で ある 。 
見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 自 立 し て いる 、 依 存 的 、 
に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 


の 差 の 検定 (両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 
通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 自 立 し て いる 、 依 存 的 、 と 
感じ る 度合 い に つ いて は 、 依 存 的 、 と 感じ る 度合 い の 
数 値 が 、 格 差 を 容認 する 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 
意 に 高かっ た 。(((199)=20.01.p<.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 自 立 し て いる 、 依 存 的 、 と 
感じ る 度合 い に つ いて は 、 自 立 し て いる 、 と 感じ る 度 
合い の 数 値 が 、 依 存 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 
に 高かっ た 。(《199)=8.34.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 自 立 し て いる と 感じ 
る か に つい て は 、 和 気体 分 子 運 動 パ ター ン を 自立 し て い 
る 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を 自立 
し て いる 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 

(《(199)=13.21p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 依 存 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 依存 的 に 感じ る 度 
合い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 依存 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 竜 に 高かっ た 。(((199)=19.47,p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション 
を 人 ( こ 見 立て て 観 宗 させ る と 、 自立 し て いる 性 格 と 認 
知 さ れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 依 存 的 性 格 と 認知 され 
る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 
振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 自 立 し て いる よう 

に 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 依 
存 的 な よう に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 
| に ミミ ミミ! 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 自立 し て いる ・ 
依存 的 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


| 激 種類 自立 し て いる 


隔 ss.39 
体 分子 運動 ( 
二 ' 


1.81 
気体 分 子 運動 | 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 検定 
液体 依存 的 - 液体 自立 し て いる ((199)=20.017 


気体 自立 し て いる - 気体 依存 的 【(199)=8.34** | 
気体 自立 し て いる - 液 体 自立 し て いる |K(199)=13.21** 
液体 依存 的 - 気体 依存 的 (199)-19.47*| 


**p<.01.*p<.05 


明る い 、 暗 い パ ー ソ ナリ ティ の 認知 
2012.07 初 出 


明る い 、 暗 い パ ー ソ ナリ ティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 明 
る い パ ー ソ ナリ ティ と 気体 分 子 運 動 、 暗 い パ ー ソ ナリ 
ティ と 液体 分 子 運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 明 る い 、 暗 いと 、 物 質 
の 気体 と 液体 の 人 間 に 五 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 ら 
か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体液 体 分 子 運 
動 パ ター ン を コン ビュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つの ムー 
ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 


で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 明 
る い 、 暗 い 、 に 感じ られ る か を 、 評価 し て も ら っ た 。 
その 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 人 々 の 動き と し て 
明る い 、 液 体 分 子 運動 パイ ター ン は 暗い 、 と 感じ られ る 
こと が 、 学 が つた だ 。 


齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 能 動 的 、 暗 い 、 と 感 
る か 、 調 人 る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
2 し CGC も らら うと で 得 た 、 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運 動 の ムー ビー 


を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 
各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 ん 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 明 る く 、 暗 く 感 じ ら れ る か 5 
段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 明 る い 、 暗 い 、 そ れ ぞ 
れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段階 は 、" 感 じ な い (⑩0)" か ら " と て 
も 感じ る (④" の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運 動 の シ と ミュ レー ショ ン ム ー ビ ー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 明 る く お よ び 暗 く 感 じ ら れ た 度合 い の 評定 値 の 平均 
値 と 標準 偏差 は Tablel1 に 示し た 通り で ある 。 
見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 明 る く 、 暗 く 感 じ た 度 合 
い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の (検定 
(両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 
液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 明 る く 、 暗 く 感 じ る 度合 
い に つ いて は 、 暗 く 感 じ る 度合 い の 数 値 が 、 明 る く 感 
じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(6(199)=10.60,p<.01) 

気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 明 る く 、 暗 く 感 じ る 度合 
い に つ いて は 、 明 る く < 感じる 度合 い の 数 値 が 、 暗 く 感 


じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(199)=4.92.p<.01) 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 明 る < く 感じ る か に つ 
いて は 、 和 気体 分 子 運 動 パ ター ン を 明る < く 感じ る 度合 い 
が 、 液 体 分 子 運動 パターン を 明る くく 感じる 度合 いよ り 
も 、 有 意 に 高かっ た 。(((199)=10.17,p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 暗 く 感 じ る か に つい 
て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 暗く 感じ る 度合 い が 、 
気体 分 子 運 動 パ ター ン を 暗く 感じ る 度合 いよ り も 、 有 
意 に 高かっ た 。(((199)=9.34.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の と シミュレーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 明 る い 性 格 と 認知 さ 
れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 暗 い 性 格 と 認知 され る こと 
が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞 
う 人 の パー ソナ リティ は 、 明 る く 、 液 体 分 子 運 動 パ 
ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 暗 く 感 じ ら れ る 、 と 
考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 明る い ・ 暗 い 評 
価値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


刺激 種類 明る < 
7 、 0.53 
体 分 子 運動 (ma 
、 1.67 
分 子 運動" 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


体 明る < - 気 体 昭 く IIK(199)=4.92** 


液体 時 く - 気体 暗く ((199)-9.34 


**p<.01.*p<.05 


冷た い 、 温 か い パ ー ソ ナリ ティ の 唐 知 
2012.07 初 出 


冷た い 、 温 か い パ ー ソ ナリ ティ と 、 和 気体 液体 分 子 運動 
パタ ー ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 
冷た い パ ー ソ ナリ ティ と 気体 分 子 運 動 、 温 か い パ ー ソ 
ナリ ティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 冷 た い 、 温 か いと 、 物 
質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 所 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 
ら か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体液 体 分 子 
連動 パイ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つの 

ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー 

ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
度 、 冷 たい 、 温 か い 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も 
ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 人 々 の 動 
き と し て 冷た い 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は 温か い 、 と 

感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


齋 是 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 癒 た い 、 温 か い 、 


と 感じ る か 、 調べ る こと に し た 。 
方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性 別 青 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
LC も ら う と で 得 た 、 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 努 PI] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運動 パタ ー ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運 動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 
各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 准 たく 、 温 か く 感 じ ら れ る 
か 3 段階 評価 し て 下さ い 。 "と し て 、 準 た い 、 温 か い 、 


それ ぞ れ 別々 に 回 答 さ せ た 。 段 階 は 、" 感 じ な い (0)“ か 
ら ”" と て も 感じ る (④" の 3 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 “と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 冷 た く お よ び 温 か く 感 じ ら れ た 度合 い の 評 定 値 の 平 
均 値 と 標準 偏差 は Table1l に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 冷 た く 、 温 か く 感 じ た 度 
合い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の 検定 
(両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 
液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 冷 た く 、 温 か く 感 じ る 度 
合い に つい て は 、 温 か く 感 じ る 度合 い の 数 値 と 、 冷 た 
く 感じ る 度合 い の 数 値 に 有意 差 は 見 られ な か っ た 。 
(t(199)=0.04) 

気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 準 た く 、 温 か く 感 じ る 度 
合い に つい て は 、 冷 た く 感 じ る 度合 い の 数 値 が 、 温 か 
く 感じる 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(《(199)=4.75,p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 冷 た く 感 じ る か に 
いて は 、 和 気体 分 子 運 動 パ ター ン を 冷 本 計 の い 
が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 冷た く 感 じ る 度合 いよ り 
も 、 有 意 に 高かっ た 。(((199)=2.36,p<.05) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 温 か く 感 じ る か に つ 
いて は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 温か く 感 じ る 度合 い 
が 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 温か く 感 じ る 度合 いよ り 
も 、 有 意 に 高かっ た 。(《199)=3.82.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の と シミュレーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 冷 た い 性 格 と 認知 さ 
れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 温 か い 性 格 と 認知 され る こ 
と が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 
舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 準 た く 、 液 体 分 子 運 動 パ 
ター ン と 同様 に 振る 凶 う 人 で は 、 温 か く 感 じ ら れ る 、 
と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 冷た い ・ 温 か い 
評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


マ ー4.75** 


{(199)=3.82** 


** き p<.01.*p<.05 
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責任 を 取る 、 責 任 を 回 避 す る パー ソナ リティ と 、 気 体 
液体 分 子 運 動 パ ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 
し て いま す 。 責任 を 取る パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 
動 、 責 任 を 回 避 す る パー ソナ リティ と 液体 分 子 運動 
が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 責 任 を 取る 、 責 任 を 回 
避 す る と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 五 える 感覚 と の 
間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 
気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー 
ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ 
て 、 各 ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し 
て 、 ど の 程度 、 責 任 を 取る 、 責 任 を 回 避 す る 、 に 感じ 
られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 
運動 も 液体 分 子 運動 も 同様 に 責任 を 回 避 す る 性 格 と 認知 
され る こと が 分 か っ た 。 た だ し 、 責任 を 回 避 す る と 誰 
知 さ れる 度合 い を 、 気 体 分 子 運 動 と 液体 分 子 運 動 と で 比 
べ て みる と 、 液 体 分 子 運 動 の 方 が より 高く 、 相 対 的 に 
見 る と 、 液 体 分 子 運動 相当 の 行動 を する パー ソナ リ 
ティ の 方 が 、 よ り 責 任 回 避 的 で ある と 言え る こと が 分 
つた 


計 吉 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 能 動 的 、 責 任 を 回 避 
する 、 と 感じ る か 、 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 | イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 


加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
2 あら 9 と で 得 た た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運 動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ フ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
大 一 全 の 人 間 を 表し て いま す , この ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 責 任 を 取る よう に 、 責 任 を 回 
避 す る よう に 感じ られ る か 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と 
し て 、 責 任 を 取る 、 責 任 を 回 避 す る 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 
回 答 さ せ た 。 段階 は 、" 感 じ な い (0⑩)" か ら " と て も 感じ る 
(④" の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 時 示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 


た 。 回答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 責 任 を 取る よう に お よび 責任 を 回 避 す る よう に 感じ 
られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示 
し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 責 任 を 取る よう に 、 責 任 
を 回 避 す る よう 、 に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 
対応 あり の 平均 値 の 差 の (検定 (両側 ) を 行っ た 。 
(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 責 任 を 取る よう に 、 責 任 
を 回 避 す る よう に 感じ る 度合 い に つ いて は 、 責 任 を 回 
避 す る よう に 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 責 任 を 取る よう 
に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(《(199)=13.20p<.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 責 任 を 取る よう に 、 任 
を 回 避 す る よう に 感じ る 度合 い に つ いて は 、 責 任 を 回 
避 す る よう に 感じ る 度合 い の 数 値 が 、 責 任 を 取る よう 
に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(《(199)=8.33,p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 責 任 を 取る よう に 感 
じ る か に つい て は 、 和 両者 に 有意 差 は 見 られ な か っ た 。 
(t(199)=0.36) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 責 任 を 回 避 す る よう 
に 感じ る か に つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン て 責任 
を 回 避 す る よう に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン で 責任 を 回 避 す る よう に 感じ る 度合 いよ り も 、 
有意 に 高かっ た 。(((199)=4.76,p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の と シミュレーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 責 任 を 回 避 す る 性 格 と 

認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 も 同様 に 責任 を 回 避 す る 
性 格 と 認知 され る こと が 分 か っ た 。 た だ し 、 責 任 を 回 
避 す る と 認知 され る 度合 い を 、 気 体 分 子 運 動 と 液体 分 子 
運動 と で 比べ て みる と 、 液 体 分 子 運 動 の 方 が よ り 高 

く 、 相 対 的 に 見 る と 、 液 体 分 子 運動 相当 の 行動 を する 

パー ソナ リティ の 方 が 、 よ り 責 任 回 避 的 で ある と 言え 
る の ご と が の が つた 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 責任 を 取る ・ 責 
任 を 回 避 す る 評価 値 の 平均 値 と 標準 偽 差 (か っ こ 内 ) 


人 う 2 の 
是 
液体 分 子 運 |O.s9 2.29 
動 (0.98) (1.45) 


気体 分 子 運 0.62 1.65 
動 (1.04) (1.43) 


n= デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


気体 責任 を 回 避 す る よう に - 気 体 責 任 | 。、。。 
を 取る よう に t(199)=8.33 
気体 責任 を 取る よう に - 液体 責任 を 取 KC199)=0.36 


液体 責任 を 回 避 す る よう に - 気体 責任 


を 回 局 す る よう に t(199)=4.76** 


**p<.01.*p<.05 
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開放 的 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 
子 運 動 パ ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て い 
ます 。 開 放 的 パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 閉 鎖 的 、 
排他 的 パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ま 
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要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 、 振 他 的 
と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 芋 える 感覚 と の 間 の 関連 
を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体液 体 
分 子 運動 パタ ー ン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つ 
の ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー 
ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
度 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 
し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 

人 々 の 動き と し て 開放 的 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は 閉鎖 
的 、 排 他 的 、 と 感じ られ る こと が 、 分 か っ た 。 


齋 是 
実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 


見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 ・ 捧 
他 的 、 と 感じ る か 、 調べる こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選 択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
力 し て も ら う こと で 得 た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 1$ 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 
各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
央 一人 人 の 人 間 を 表し で いま すず す 。、 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 に 感 


じ ら れ る か 段階 評価 し て 下さ い 。 "と し て 、 開 放 的 、 
閉鎖 的 、 振 他 的 、 そ れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段 階 
は 、" 感 じ な い (0)" か ら " と て も 感じ る (④⑫" の 5 段階 と し 
MA 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 開 放 的 お よび 閉鎖 的 、 排 他 的 と 感じ られ た 度合 い の 
評定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 に 示し た 通り で あ 
る 。 
見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 、 
に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 
の 差 の 検定 (両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 
通り で ある 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 開 放 的 、 閉 鎖 的 ・ 排 他 的 、 
と 感じ る 度合 い に つ いて は 、 閉 鎖 的 、 拝 他 的 、 と 感じ 
る 度合 い の 数 値 が 、 開 放 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 
それ ぞ れ 有意 に 高かっ た 。 閉 鎖 的 と 排他 的 と の 比較 で 
は 、 液 体 分 子 運 動 で は 、 閉 鎖 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 
が 、 振 他 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
Ve 

気体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 開 放 的 、 閉 鎮 的 ・ 排 他 的 、 
と 感じ る 度合 い に つ いて は 、 開 放 的 、 と 感じ る 度合 い 
の 数 値 が 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 と それ ぞ れ 感じ る 度合 いよ 
り も 、 有 意 に 高かっ た 。 閉 鎖 的 と 排他 的 と の 比較 で 


は 、 気 体 分 子 運 動 で は 、 拝 他 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 
が 、 閉 鎖 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 


MA 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 開 放 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 和 気体 分 子 運 動 パ ター ン を 開放 的 、 と 感じ る 

度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 開放 的 、 と 感じ る 度 
合い より も 、 有 竜 に 高かっ た 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 閉 鎖 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 閉鎖 的 に 感じ る 度 
合い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 閉鎖 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 意 に 高かっ た 。 液 体 と 気体 と で は どちら 

を 、 よ り 拝 他 的 と 感じ る か に つい て は 、 液 体 分 子 運 動 
パタ ー ン を 排他 的 に 感じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パ 
ター ン を 排他 的 に 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 

ae 半 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の と シミュ レー ショ ン 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 開 放 的 性 格 と 認知 さ 
れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 性 格 と 認知 
され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同 
様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 開 放 的 な よう 

に 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 閉 
鎖 的 、 排他 的 な よう に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 閉 
鎖 的 と 排他 的 と の 比較 で は 、 排 他 的 の 方 が 、 開 放 的 に 対 
し て 、 よ り 近 いい 概念 で ある 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運 動 


間 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 開放 的 ・ 閉 鎖 的 
評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


刺激 種類 開放 的 閉鎖 的 有 排 他 的 
液体 分 子 60。 | 
液 体 分 子 運 動 | 41) 上 55) 


1.40 
(1.34) 


1.08 
(1.41) 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


気体 開放 的 - 気体 閉鎖 的 に 


人 開所 人 他人 il77' 


** き p<.01.*p<.05 


能動 的 、 受 動 的 パー ソナ リティ の 誰 知 
2012.07 初 出 


能動 的 、 受 動 的 パー ソナ リティ と 、 和 気体 液体 分 子 運動 パ 


ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 能 


動 的 パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 動 、 受 動 的 パー ソナ 
リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 能 動 的 、 受 動 的 と 、 物 質 
の 気体 と 液体 の 人 間 に 皇 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 ら 
か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 和 気体 液体 分 子 運 
ペデ ンタ を ョ コジ シビ ピュー タン シン ミコ レー トド ト し た 2 つの バー 
ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 
で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 能 
動 的 、 受 動 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 

た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン は 人 々 の 動き と 
し て 能動 的 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は 受動 的 、 と 感じ ら 
る だ が の が うた 。 


計 吉 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 能 動 的 、 受 動 的 、 と 
感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 | イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 

収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 

同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 

み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 

性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 科 
性 別 選 択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
UGC ちら うど で 得 だ 。 


[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ フチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 能 動 的 、 受 動 的 に 感じ られ る 
か 3 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 能 動 的 、 受 動 的 、 そ 
れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 段 階 は 、" 感 じ な い (0)“ か 

ら ” と て も 感じ る (④⑰" の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 
れ 能 動 的 お よび 受動 的 と 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 
平均 値 と 標準 偏差 は Tablel に 示し た 通り で ある 。 


見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 能 動 的 、 受 動 的 、 に 感じ た 
度合 い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あり の 平均 値 の 差 の 検 
定 (両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で あ 
9 

液体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 能 動 的 、 受 動 的 、 と 感じ る 
度合 い に つ いて は 、 受 動 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 

が 、 格 差 を 容 詞 する 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 
高かっ た 。(《(199)=9.58,p<.01) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 能 動 的 、 受 動 的 、 と 感じ る 
度合 い に つ いて は 、 能 動 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 

が 、 受 動 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 
た 。 (199)=8.44.p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 能 動 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 能動 的 、 と 感じ る 
度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 能動 的 、 と 感じ る 度 
合い より も 、 有 意 に 高かっ た 。(t(199)11.25,p<.01) 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 受 動 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を 受動 的 に 感じ る 度 
合い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 受動 的 に 感じ る 度合 い 
より も 、 有 竜 に 高かっ た 。(((199)=9.72.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 能 動 的 性 格 と 認知 さ 
れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 受 動 的 性 格 と 認知 され る こ 
と が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 
舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 能 動 的 な よう に 、 液 体 分 
子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 受 動 的 な よ 
うに 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 能動 的 ・ 受 動 的 
評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


陸橋 了 W 受動 的 
半 HO.88 |2.21 
間 0 


気体 分 子 運動 22 1.00 
(1.40) (1.27) 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 検定 


液体 受動 的 - 液体 能動 的 KC199)=9.58** | 


気体 能動 的 - 気体 受動 的 KC199)-8.44** | 
気体 能動 的 - 液体 能動 的 |K(199)-11.25**| 


液体 受動 的 - 気体 受動 的 l((199)=9.72** 


**p<.01.*p<.05 


プラ イバシー が ある パー ソナ リティ の 褒 知 
2012.07 初 出 


プラ イバシー が ある パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 
運動 パタ ー ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま 
す 。 プ ブラ イバシー が ある パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 
動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の 、 プ ライ バシ ー が ある パー ソナ リティ の 認知 

と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に え る 感覚 と の 間 の 関連 
を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 和 気体 液体 


分 子 連 動 パターン を コン ピュ ー タ シミ ュ レ ー ト し た 2 つ 
の ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー 
ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程 
度 、 プ ライ バシ ー が ある よう 、 に 感じ られ る か を 、 評 
価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン の 
方 が 、 液 体 分 子 運動 より も 、 人 々 の 動き と し て より プ 
ライ バシ ー が ある よう に 感じ られ る こと が 分 か っ た 。 


齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 プ ライ バシ ー が あ 
る よう に 感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 

性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性 別 青 報 は 、 回 答 時 に 

性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
2 つこ 0 人 太 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 

24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 直す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 


(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運 動 の ムー ビー 
を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つ 一 つの 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 プ ライ バシ ー が ある よう に 
に 感じ られ る か $ 段 階 評 価 し て 下さ い 。" と し て 回 答 さ 
せ た 。 段階 は 、" 感 じ な い (0⑩)"“ か ら " と て も 感じ る (④" の 5 
段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。“ と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て プラ イ 
バシ ー が ある よう に 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 
値 と 標準 偏差 は Tablel に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 プ ライ バシ ー が ある よ 
う 、 に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平 
均 値 の 差 の (検定 (両側 ) を 行っ た 。(q=200) 結 果 は 
Table2 の 通り で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り プ ライ バシ ー が ある 
と 感じ る か に つい て は 、 和 気体 分 子 運 動 パ イタ ー ン を プラ 


イバシー が ある 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ 
ター ン を プラ イバシー が ある 、 と 感じ る 度合 いよ り 
も 、 有 意 に 高かっ た 。(《(199)=6.63.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の と シミュレーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 液 体 分 子 運 動 の 場合 
り も 、 よ り プ ライ バシ ー が ある 性 格 と 認知 され る こと 
が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞 
う 人 の パー ソナ リティ の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン 
と 同様 に 振る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ り プ ブラ イバシー 
が ある よう に 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の プラ イバシー が 
ある 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


n デ =200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


気体 プラ イバシー が ある - 液体 プラ イ 
バシ ー が ある 


reeae 


まま *p<.01.*p<.05 


刀 ぴ る パー ソナ リティ の 認知 
2012.07 初 出 


婚 び る パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン 
と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 刀 びる 
パー ソナ リティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の 、 刀 びる パー ソナ リティ の 認知 と 、 物 質 の 気体 
と 液体 の 人 間 に 避 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に す 
る た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体液 体 分 子 運 動 パ 

ー ジ の ヨコ ヨ ンピュータ シュ ミコ ョ レー トド し た 2 う の ん ーー 
を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー で 、 粒 
子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 如 びる 
よう 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結 
果 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン の 方 が 、 気 体 分 子 運動 より 

も 、 人 々 の 動き と し て より 和 び る よう に 感じ られ る こ 
と が 分 か っ た 。 

齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 

見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 如 びる よう に 感じ 
る か 調べ る こと に し た 。 

方 法 


[デー タ 収 集 方 法 | イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 


収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 10$ 名 、 女 性 9? 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン て で 設け 、 選 択 入 
2 し て も ちら うこ と で 得 た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ フ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つ 一 つの 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 婚 びる よう に に 感じ られ る 
か 5 段階 評 価 し て 下さ い 。" と し て 回 答 さ せ た 。 段 階 

は 、" 感 じ な い (0)" か ら " と て も 感じ る (④⑫" の 5 段階 と し 
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[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 時 示し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 


た 。 回答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シ と ミュ レー ショ ン ム ー ビ ー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て 刀 びる 

よう に 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 

は Table1l に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 如 びる よう 、 に 感じ た 度 

合い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の ( 柏 定 
(両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 刀 びる よう に 感じ る 

か に つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 刀 びる 、 と 感 

じ る 度合 い が 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン を 刀 びる 、 と 感 

じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(《(199)=8.95.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 液 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 気 体 分 子 運 動 の 場合 

り も 、 よ り 刀 びる 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ 

た 。 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー 
ソナ リティ の 方 が 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振 
る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ り 既 びる よう に 感じ られ 
る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運動 シミ ュ レ ー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 精 びる 評価 値 の 
平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


刺激 種類 好 び る る 
1.76 
液体 分 子 運 前 2 
0.69 
気体 分 子 運 則 間際 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


気体 始 び る - 液体 始 び る 


**p<.01.*p<.05 


か わい い パ ー ソ ナリ ティ の 認知 
2012.07 初 出 


か わい い パ ー ソ ナリ ティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター 
ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 か わい 
い パ ー ソ ナリ ティ と 液体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の 、 か わい い パ ー ソ ナリ ティ の 認知 と 、 物 質 の 気 
体 と 液体 の 人 間 に 皇 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に 

する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 和 気体 液体 分 子 運 動 パ 
テン な ンジ ン ビ ョ ー タ ンド 選 レ デー ド し た 2 う の な ピー 
を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー で 、 粒 
子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 か わい 

く 感じ られ る か を 評価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 液 体 
分 子 運動 パタ ー ン の 方 が 、 気 体 分 子 運 動 よ り も 、 人 々 の 
動き と し て より か わい く < 感じ られ る こと が 分 か っ た 。 


課題 
実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シミ ュ レ ー 


ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 か わい < く 感じ る か 
調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 10$ 名 、 女 性 9? 名 ) で あっ た 。 性 別 情報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選 択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
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[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 
各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つ ー つ の 粒々 が 一 
人 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 この ムー ビー に お ける 


人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 か わい く 感 じ ら れ る か うぅ 段階 
評価 し て 下さ い 。“ と し て 回 答 さ せ た 。 有 段階 は 、" 感 じ 
な い (⑩“ か ら " と て も 感じ る (④" の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運 動 の シ と ミュ レー ショ ン ム ー ビ ー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 時 示し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て か わい 
く 感 じ ら れ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は 
Tablel に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 か わい く 感じ た 度合 い の 
違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の (検定 ( 両 
側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ りか わい く 感 じ る か に 
つい て は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を か わい い 、 と 感じ 
る 度合 い が 、 気 体 分 子 運 動 パ イネ ターン を か わい い 、 と 感 
じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。(《(199)=2.14p<.05) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 液 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 気 体 分 子 運 動 の 場合 
り も 、 よ りか わい い 性 格 と 説 知 され る こと が 、 分 か っ 
た 。 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー 
ソナ リティ の 方 が 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振 
る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ りか わい くく 感じ られ る 、 と 
考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の か わい い 評 価値 
の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


気体 分 子 運 動 |0.66 
pe 


n= デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


0 


気体 か わい い - 液体 か わい い 


** ま p<.01.*p<.05 


探検 を 好む パー ソナ リティ の 誰 知 
2012.07 初 出 


探検 を 好む パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パ 

ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 探 
検 を 好む パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 動 が 、 相 関し ま 
す 。 


要約 

人 間 の 、 探 検 を 好む パー ソナ リティ の 認知 と 、 物 質 の 
気体 と 液体 の 人 間 に 五 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか 
に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体液 体 分 子 運動 
Nm クル ヨン クビ ョ ー メ ショ ョ レー ド ト し た 2 つの ムー 
ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 
で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 探 


検 を 好む よう 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 

た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン の 方 が 、 液 体 分 子 
連動 より も 、 人 々 の 動き と し て より 探検 を 好む よう に 
感じ られ る こと が 分 か っ た 。 


齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 探 検 を 好む よう に 
感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 10$ 名 、 女 性 9? 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選 択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
力 し て も ら う こと で 得 た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 


WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 
各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 探 検 を 好む よう に に 感じ ら 
れる か 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 回 答 さ せ た 。 段 
階 は 、" 感 じ な い (0 から” と て も 感じ る (④" の 3 段階 と し 
洛 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て こい る の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 “と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ イタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て 探検 を 好 
むように 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 平均 値 と 標準 偏 
差 は Tablel に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 探 検 を 好む よう 、 に 感じ 
た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 の 1 
検定 (両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で あ 
る 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 探 検 を 好む と 感じ る 
か に つい て は 、 和 気体 分 子 運 動 パ ター ン を 探検 を 好む 、 
と 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 探検 を 好 
む 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)=13.38,p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の と シミュレーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 液 体 分 子 運 動 の 場合 

り も 、 よ り 探 検 を 好む 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 

か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の 
パー ソナ リティ の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 
に 振る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ り 探 検 を 好む よう に 感 
じ ら れ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 探検 を 好む 評価 
値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 


気体 探検 を 好む - 液体 探検 を 好む 


** き p<.01.*p<.05 


自主 性 が ある パー ソナ リティ の 誰 知 
2012.07 初 出 


自主 性 が ある パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 自 
主 性 が ある パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 動 が 、 相 関し 
ます 


要約 

人 間 の 、 自 主 性 が ある パー ソナ リティ の 認知 と 、 物 質 
の 気体 と 液体 の 人 間 に 皇 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 ら 

か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体液 体 分 子 運 
晶 必 NX 王 ンジ を 当 ジ ピュー タ シ ミ ュ ョ レー トド [| た 2 つの ムー 
ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 

で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 自 
主 性 が ある よう 、 に 感じ られ る か を 、 評価 し て も ら っ 

た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン の 方 が 、 液 体 分 子 
運動 より も 、 人 々 の 動き と し て より 自主 性 が ある よう 

に 感じ られ る こと が 分 か っ た 。 


齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 自 主 性 が ある よう 
に 感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 | イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 


の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 10$ 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性 別 青 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
MGSSKS9 の で 信 た だ ) 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 
を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つ 一 つの 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 自 主 性 が ある よう に に 感じ 
られ る か 3 ぅ 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 回 答 さ せ た 。 

段階 は 、" 感 じ な い (0)"“ か ら " と て も 感じ る (④" の 3 段階 と 
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[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 

た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 


し た 。“ と いう 断り 書き を 画面 上 に 時 示し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン が 、 人 の 性 格 と し て 自主 性 が 
ある よう に 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 
偏差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 自 主 性 が ある よう 、 に 感 
じ た 度 合い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 
の (検定 (両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り 
で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 自 主 性 が ある と 感じ 
る か に つい て は 、 和 気体 分 子 運 動 パ ター ン を 自主 性 が あ 
る 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 自主 性 
が ある 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)=14.06,p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の と シミュレーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 液 体 分 子 運 動 の 場合 
り も 、 よ り 自 主 性 が ある 性 格 と 説 知 され る こと が 、 分 
か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の 
パー ソナ リティ の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 
に 振る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ り 自 主 性 が ある よう に 
感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


ーー 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 自主 性 が ある 評 
価値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


気体 自主 性 が ある - 液体 自主 性 が ある |t(199)=14.06** 


**p<.01.*p<.05 


0 を 重視 する 能力 主義 パー ソナ リティ の 
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個人 の 能力 を 重視 する 能力 主義 パー ソナ リティ と 、 気 
体液 体 分 子 運 動 パ ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 
明 し て いま す 。 個 人 の 能力 を 重視 する 能力 主義 パー ソ 
ナリ ティ と 気体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 
人 間 の 、 個 人 の 能力 を 重視 する 能力 主義 パー ソナ リ 
ティ の 認知 と 、 物 質 の 気体 と 液体 の 人 間 に 世 え る 感覚 
と の 間 の 関連 を 明らか に する た め 、web で の 調査 を 行っ 
た 。 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン を コン ピュ ー タ シミ ュ 
ー ト し た 2 つの ムー ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 
見 せ て 、 各 ムー ビー で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と 
し て 、 ど の 程度 、 個 人 の 能力 を 重視 する よう 、 に 感じ 
られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 


運動 パタ ー ン の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 よ た り も 、 人 々 の 動き 
と し て より 個人 の 能力 を 重視 する よう に 感じ られ る こ 
と が 2 が つた 。 


雇 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 個 人 の 能力 を 重視 
する よう に 感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 

性 105 名 、 女 性 9? 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 

性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
2 で あら うこ と で 得 た だ た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 

24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 


イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 
各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つ 一 つの 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 個 人 の 能力 を 重視 する よう 
に に 感じ られ る か 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 回 答 
させ た 。 有 段階 は 、" 感 じ な い (0)“ か ら " と て も 感じ る 
(《④" の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
GO しく NN だめ 、、 衝 ムービー は 回 谷中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 "と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ イタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て 個人 の 能 
力 を 重視 する よう に 感じ られ た 度合 い の 評定 値 の 平均 
値 と 標準 偏差 は Tablel に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 個 人 の 能力 を 車 視 す る よ 
う 、 に 感じ た 度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平 
均 値 の 差 の (検定 (両側 ) を 行っ た 。(m=200) 結 果 は 
Table2 の 通り で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 個 人 の 能力 を 重視 す 
る と 感じ る か に つい て は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 個 
人 の 能力 を 還 視 する 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 
パタ ー ン を 個人 の 能力 を 重視 する 、 と 感じ る 度合 いよ 
り も 、 有 意 に 高かっ た 。(⑯199)=12.31.p<.01) 


以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の と シミュレーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 液 体 分 子 運 動 の 場合 

り も 、 よ り 個 人 の 能力 を 重視 する 能力 主義 の 性 格 と 認知 
され る こと が 、 分 か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同 
様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ の 方 が 、 液 体 分 子 運 
動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞 う 人 の 場合 より も 、 よ り 個 
人 の 能力 を 重視 する よう に 感じ られ る 、 と 考え られ 
る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 個人 の 能力 を 還 
視 す る 評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


気体 個人 の 能力 を 車 視 す る 
の 能力 を 車 視 す る 


- 液体 個人 


t(199)=12.31** 


**p<.01.*p<.05 


個性 的 パー ソナ リティ の 認知 
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個性 的 パー ソナ リティ と 、 和 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 
と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 個 性 的 
パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の 、 個 性 的 パー ソナ リティ の 認知 と 、 物 質 の 気体 
と 液体 の 人 間 に え る 感覚 と の 間 の 関連 を 明らか に す 
る た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 気 体液 体 分 子 運動 パ 
テン な を ヨ ンピュータ シミ ュ ョ レー ト し た 2 うつ の ん ピー 
を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー で 、 粒 
子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 個 性 的 、 
に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 気 
体 分 子 運 動 パ ター ン の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 よ り も 、 人 々 
の 動き と し て より 個性 的 に 感じ られ る こと が 分 か っ 
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齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 そ れ ぞ れ ど の 程度 、 個 性 的 に 感じ る か 
調べ る こと に し た 。 


方 法 
[デー タ 収 集 方 法 | イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 


収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 する 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 


同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
力 し て も ら う こと で 得 た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 1$ 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運 動 の ムー ビー 
を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 て 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 

各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 個 性 的 に 感じ られ る か 5 段階 
評価 し て 下さ い 。 "と し て 回 答 さ せ た 。 有 段階 は 、" 感 じ 
な い (0)“ か ら " と て も 感じ る ④" の 3 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 

た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 


フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。" と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ イタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て 個性 的 に 
感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 偏差 は Table1 
に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 個 性 的 、 に 感じ た 度合 い 
の 違い を 見 る た め 、 対 応 あり の 平均 値 の 差 の 検定 ( 両 
側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で ある 。 
液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 個 性 的 と 感じ る か に 
つい て は 、 和 気体 分 子 運 動 パ ター ン を 個性 的 、 と 感じ る 
度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 個性 的 、 と 感じ る 度 
合い より も 、 有 意 に 高かっ た 。(《(199)=13.23.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の シミュレーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 液 体 分 子 運 動 の 場合 
り も 、 よ り 個 性 的 性 格 と 認知 され る こと が 、 分 か っ 
た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー 
ソナ リティ の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振 
る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ り 個 性 的 に 感じ られ る 、 と 
考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


ea 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ムー ビー へ の 個性 的 評価 値 の 
平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


刺 泊 種 類 | 人 
ar 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


Na 


気体 個性 的 - 液体 個性 的 


**p<.01.*p<.05 


機動 性 が ある パー ソナ リティ の 認知 
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機動 性 が ある パー ソナ リティ と 、 和 気体 液体 分 子 運動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 機 
動 性 が ある パー ソナ リティ と 気体 分 子 運 動 が 、 相 関し 
上 2 


要約 

人 間 の 、 機 動 性 が ある パー ソナ リティ の 認知 と 、 物 質 
の 気体 と 液体 の 人 間 に 避 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 ら 
か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 和 気体 液体 分 子 運 
提 必 Nm を ヨコ ンジ ン ビ ョ ー デ タン シン ミ ョ レ ー ド し だ 2 の め ー 
ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 
で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 機 


動 性 が ある よう 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 
た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運動 パタ ー ン の 方 が 、 液 体 分 子 
連動 より も 、 人 々 の 動き と し て より 機動 性 が ある よう 
に 感じ られ る こと が 分 か っ た 。 


齋 題 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 機 動 性 が ある よう 
に 感じ る か 調べ る こと に し た 。 


方 法 


[デー タ 収 集 方 法 ] イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 
収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 

加 者 が 複数 回 回 答 す る 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 
同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 
み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 10$ 名 、 女 性 9? 名 ) で あっ た 。 性 別 情 報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選 択 欄 を web ペ ー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設け 、 選 択 入 
力 し て も ら う こと で 得 た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運動 を 表す よう に 調整 し た 。 プ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 


WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 
各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 
き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つつ の 粒々 が 一 
人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 
人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 機 動 性 が ある よう に に 感じ 
られ る か 3 ぅ 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 回 答 さ せ た 。 

段階 は 、" 感 じ な い (0)" か ら " と て も 感じ る (④⑭" の 5 段階 と 
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[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 
た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 
レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 “と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ イタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て 機動 性 が 
ある よう に 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 平均 値 と 標準 
偏差 は Table1 に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 機 動 性 が ある よう 、 に 感 
じ た 度 合い の 違い を 見 る た め 、 対 応 あ り の 平均 値 の 差 
の (検定 (両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り 
で ある 。 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 機 動 性 が ある と 感じ 
る か に つい て は 、 和 気体 分 子 運 動 パ ター ン を 機動 性 が あ 
る 、 と 感じ る 度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 機動 性 
が ある 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ た 。 
(t(199)14.77.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運動 の と シミュレーション 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 液 体 分 子 運 動 の 場合 
り も 、 よ り 機 動 性 が ある 性 格 と 説 知 され る こと が 、 分 
か っ た 。 気体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の 
パー ソナ リティ の 方 が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 
に 振る 舞う 人 の 場合 より も 、 よ り 機 動 性 が ある よう に 
感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運 動 パ ター ン 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運 動 ム ー ビ ー へ の 機動 性 が ある 評 
価値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


気体 機動 性 が ある - 液体 機動 性 が ある og 


**p<.01.*p<.05 


都市 的 、 農 村 的 パー ソナ リティ の 説 知 


2012.07 初 出 


都市 的 、 農 村 的 パー ソナ リティ と 、 気 体液 体 分 子 運動 パ 
ター ン と の 関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いま す 。 都 

市 的 パー ソナ リティ と 気体 分 子 運動 、 農 村 的 パー ソナ 

リティ と 液体 分 子 運動 が 、 相 関し ます 。 


要約 

人 間 の パー ソナ リティ 認知 の 、 都 市 的 、 農 村 的 と 、 物 質 
の 気体 と 液体 の 人 間 に 皇 える 感覚 と の 間 の 関連 を 明 ら 
か に する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 和 気体 液体 分 子 運 
虹 ル パーン を ヨシ ピュ コータ シ ミュ レー ト し た 2 づ の ムー 
ビー を 研究 参加 者 200 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 
で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て 、 ど の 程度 、 都 
市 的 、 農 村 的 、 に 感じ られ る か を 、 評 価 し て も ら っ 

た 。 そ の 結果 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン は 人 々 の 動き と 
し て 都市 的 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は 農村 的 、 と 感じ ら 
の 2 の の が つ だ 。 


計 吉 

実際 に 研究 参加 者 に 気体 と 液体 の 分 子 運 動 シ ミュ レー 
ショ ン ム ー ビ ー を 見 せ て 、 各 分 子 の 動き を 人 の 動き と 
見 立て た 場合 、 それぞれ どの 程度 、 都 市 的 、 農 村 的 、 と 
感じ る か 、 調 べ る こと に し た 。 


方 法 
[デー タ 収 集 方 法 | イン ター ネッ ト の web サ イト で 回 答 を 


収集 し た 。 回 答 の カウ ント に 当たっ て は 、 同 じ 研 究 参 
加 者 が 複数 回 回 答 する 可能 性 に 対応 する た め 、 回 答 時 に 


同一 の IP アド レス の 持ち 主 は 同一 の 回 答 者 で ある と 見 な 
し 、 同 一 の IP アド レス の 複数 回 答 は 最新 の 1 個 の 回 答 の 

み を 有効 と 見 な す と と も に 、cookie を 利用 し て 、 複 数 回 
の 回 答 を 受付 け な い よう に 設定 し た 。 


[研究 対象 者 ] 回 答 を 得 た 研究 参加 者 の 総数 は 200 名 ( 男 
性 105 名 、 女 性 9% 名 ) で あっ た 。 性別 情報 は 、 回 答 時 に 
性 別 選 択 欄 を web ベ ペー ジ に ラジ オ ボ タ ン で 設 ナ 、 選 択 入 
2 し iC もらう こと で 得 た 。 

[調査 時 期 ] 調査 時 期 は 、2007 年 9 月 15 日 か ら 10 月 09 日 の 
24 日 間 で あっ た 。 


[刺激 映像 ] 刺激 は 、Ar( ア ル ゴ ン ) の 分 子 運 動 パ ター ン を 
シミ ュ レ ー ト する Java プ ログ ラム を 、 池 内 満 (2002) の 
web サ イト より 入手 し 、 液 体 と 気体 それ ぞ れ の 分 子 運 動 
を 最も 明確 に 示す よう に 、 絶 対 温度 20 度 (液体 ) と 300 度 
(気体 ) の それ ぞ れ の 分 子 運 動 を 表す よう に 調整 し た 。 フ 
ログ ラム が 表示 し た 気体 液体 各 分 子 運動 の ムー ビー 

を 、 パ ソコ ン 上 で キャ プチ ャ し 、 各 々 30 秒 間 の 
WindowsMediaVideo 形 式 の ムー ビー に 加工 し て 、web サ 
イト 上 で 研究 参加 者 の パソ コン か ら 再 生 可 能 と し た 。 
各 ム ー ビ ー の 静止 画 は 、Figurel の 通り で ある 。 


[質問 項目 ] 上 記 各 ムー ビー に つい て "これ は 、 人 々 の 動 

き を 早送り で 再生 し た も の で す 。 一 つ 一 つの 粒々 が 一 

人 一 人 の 人 間 を 表し て いま す 。 こ の ムー ビー に お ける 

人 々 の 性 格 が 、 ど の 程度 、 都 市 的 、 農 村 的 ! 時 られ る 
か 5 段階 評価 し て 下さ い 。" と し て 、 都 市 的 、 農 村 的 、 そ 
れ ぞ れ 別 々 に 回 答 さ せ た 。 有 段階 は 、" 感 じ な い (0)“ か 

ら ” 0 近 の 5 段階 と し た 。 


[手続 き ] 各 ム ー ビ ー は 、 一 度 に 1 個 ず つ 、 順 番 を ラン ダ 
ム に し て 呈示 し 、 ム ー ビ ー 毎 に 回 答 さ せる よう に し 

た 。 回 答 は ムー ビー が 実際 に 動い て いる の を 見 な が ら 
で な いと 、 し に くい た め 、 各 ムー ビー は 回 答 中 エン ド 


レス で 流れ る よう に し た 。 な お 、 実 験 操作 の デブ リー 
フィ ング と し て 、 回 答 が 完了 し た 時 点 で 、" 実 は これ 
は 、 気 体液 体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション ムー ビー で 
し た 。 “と いう 断り 書き を 画面 上 に 呈示 し た 。 


結果 

気体 液体 分 子 運 動 パ イタ ー ン が 、 人 の 性 格 と し て それ ぞ 

れ 都 市 的 お よび 農村 的 と 感じ られ た 度合 い の 評 定 値 の 

平均 値 と 標準 偏差 は Tablel に 示し た 通り で ある 。 

見 せ た ム ー ビ ー の 種類 別に 、 都 市 的 、 農 村 的 、 に 感じ た 

度合 い の 違 い を 見 る た め 、 対 応 あり の 平均 値 の 差 の 検 
(両側 ) を 行っ た 。(n=200) 結 果 は Table2 の 通り で あ 

る 。 

液体 の 分 子 運 動 を 見 た と き 、 都 市 的 、 農 村 的 、 と 感じ る 

度合 い に つ いて は 、 農 村 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 

が 、 格 差 を 容認 する 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 

高かっ た 。(《(199)=2.40,p<.05) 

気体 の 分 子 運動 を 見 た と き 、 都 市 的 、 農 村 的 、 と 感じ る 

度合 い に つ いて は 、 都 市 的 、 と 感じ る 度合 い の 数 値 

が 、 農 村 的 、 と 感じ る 度合 いよ り も 、 有 意 に 高かっ 

た 。(t(199)=13.64,p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 都 市 的 と 感じ る か に 

つい て は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 都市 的 、 と 感じ る 

度合 い が 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 都市 的 、 と 感じ る 度 

合い より も 、 有 竜 に 高かっ た 。(((199)5.87,p<.01) 

液体 と 気体 と で は どちら を 、 よ り 農 村 的 と 感じ る か に 

つい て は 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン を 農村 的 に 感じ る 度 

合い が 、 気 体 分 子 運動 パイ ター ン を 農村 的 に 感じ る 度合 い 

より も 、 有 意 に 高かっ た 。(((199)=10.14.p<.01) 


考察 

以上 の 結果 に より 、 気 体 分 子 運 動 の と シミュ レー ショ ン 
を 人 に 見 立て て 観察 させ る と 、 都 市 的 性 格 と 認知 さ 

れ 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 は 、 農 村 的 性 格 と 認知 され る こ 


と が 、 分 か っ た 。 和 気体 分 子 連 動 パタ ー ン と 同様 に 振る 
舞う 人 の パー ソナ リティ は 、 都 市 的 な よう に 、 液 体 分 
子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 、 農 村 的 な よ 
うに 感じ られ る 、 と 考え られ る 。 


図表 


Figure.1 気体 液体 分 子 運動 パタ ー ン 分 子 運動 シミ ュ レ ー 
ショ ン ム ー ビ ー (研究 参加 者 に 見 せ た も の ) 


気体 分 子 運動 


液体 分 子 運動 


Table.1 気体 液体 分 子 運動 ム ー ビ ー へ の 都市 的 ・ 農 村 的 


評価 値 の 平均 値 と 標準 偏差 (か っ こ 内 ) 


n デ 200 


Table.2 条件 間 の 平均 値 の 差 の 比較 結果 (対応 あり ) 


比較 対象 


液体 農村 的 - 液 人 都市 的 


気体 都市 的 - 気体 農村 的 
気体 都市 的 - 液体 都市 的 
液体 農村 的 - 気体 農村 的 


**p<.01,*p<.05 


引用 サイ ト 


池内 満 , 分 子 の お も ちゃ 箱 ,http://mike1336.web.fc2.com/, 
2002 


最初 期 の 研究 内 容 


> 気体 液体 型 行動 様式 * に つい て の 検討 。 人 間 行 動 
の 分 子 運動 論 的 把握 。 


1992 年 05 月 24 日 。 初 出 。 
気体 と 液体 の 統合 版 。 


(2022 年 04 月 。 私 は 、 文 章 の 表現 を 、 自 動 翻 訳 サ ービス 
に 、 よ り 適 合 し た 表現 と な る よう に 、 よ り 分 か りや す 
く 改 め ま し た 。 文章 の 内 容 そ れ 自 体 は 、 オ リ ジ ナ ル の 
まま と が っ つ で まま す 。) 


矯 。 
人 間 行 動 を 説明 する レベ ル 。 そ れ は 、 基 礎 的 な も の か 
ら 順に 、 下 記 の よう な 内 容 が 、 考 えら れる 。 

1 物理 化学 レベ ル (物体 の 運動 ) 

2 生理 学 な いし 生物 学 の レベ ル (神経 細胞 か ら 動 物 ま 
で 。 遺伝 。 ) 

3 人 間 固 有 レ ベル (大 脳 の 前 頭 葉 。 それ が 生み 出す 、 
文化 や 文明 。) 


今 ま で の 、 人 間 行 動 を 扱う "行動 科学 "に お いて 。 そ れ 
は 、 下 記 の よう な 現状 で ある 。 

1 社会 学 や 社会 心理 で は 、 人 間 固有 レベ ル し か 、 扱 わ 
な いこ と 。 (そこ で は 、 動 物 実験 すら 、 殆 ど な さ れ な 
Mrs ) 


2 心理 学 で も 、 せ い ぜ い 生物 学 レ ベル まで で ある こ 
と 。 (動物 行動 学 の 応用 。 生 理 心理 学 に み ら れ る 神経 細 
胞 研究 。) 


物理 化学 的 考え 方 を 、 比 明 と し て 、 行動 科学 へ と 、 応 用 
する こと 。 そ うし た 例 は 、 か な り 存 在 する 。 

例 。 

/ 

心理 学 精神 物理 学 (ウェ ー バ ー。 フ ェ ヒ ナー。) 
社会 心理 学 集団 力学 。 (レヴ ィ ン な ど 。) ソシオ メト 
eZ) 

社会 学 社会 シス テム 論 や 自己 組織 理論 (パー ソン ズ な 
Re 

/ 

し か し 。 

人 間 を 、 単 な る 比 で は な く 、 物 理 的 存在 や 物体 と し 
て 、 扱 うこ と 。 そ の 行動 を 、 物 体 の 運動 と し て 捉え る 
こと 。 そ うし た 、 最 も 基礎 的 な 物理 化学 レベ ル へ の ア 
プロ ー チ 。 そ れ は 、 未 だ 、 あ まり 検討 され て いな い 、。 
こう いっ た 状況 は 、 斉 わ ば 、 基 礎 工 事 を し な いま ま 、 
高層 ビル を 建て て いる よう な も の で ある 。 そ れ は 、 研 
究 を 進め る 手順 と し て 、 適 当 か どう か 疑わ し い 。 

光 ご で 。 

従来 、 よ り 高 次 の 人 間 固 有 レ ベル の も の と し て 研究 さ 
れ て きた 事項 。 (例え ば 、 対 人 関係 や 民族 性 な ど 。) そ 
れ ら が 、 よ り 基 礎 的 な 物理 化学 レベ ル で 説明 で き な い 
か どう か 、 検 討 し 食す 必要 が ある 。 


の :。 
個々 の 人 間 。 彼 ら を 、 宇 宙 ・ 地 球 レ ベル の 極め て マク 

ロロ 的 な 視点 か ら 眺 め た 時 。 彼 ら を 、 物 理化 学 的 な 分 子 程 
度 の 大 き さ と し て 、 極 小 化 し て 捉え る こと が で きる こ 

の 
じ が も 。 

分 子 レ ベル に ま て 極小 化 さ れ た 、 物 理化 学 的 存在 と し 


て の 人 間 。 な いし 、 そ うし た 人 間 集 団 の 行動 様式 。 そ 
れ ら を 、 ど の よう な 形 で 捉え る こと が で きる か に つい 
て 。 そ れ に つい て は 、 目 立っ た 研究 は 、 現 状 で は 、 行 
われ て いな い 。 

(人 間 を 分 子 レ ベル まで 極小 化し て 捉え る 、 物 理化 学 的 
アプ ロー チ 。 そ れ 自 体 が 、 そ も そ も 、 社 会 科学 の 興味 
の 対象 に な っ て いな い 。) 

分 子 化 さ れ た 物理 化学 的 存在 と し て の 、 人 間 な いし 人 間 
集団 それ ら の 、 遺 伝 的 ある い は 文化 的 行動 様式 。 ( 民 
族 性 や 社会 的 性 格 。) それ ら が 、 物 理化 学 に お ける 現実 
の 分 子 運動 法則 と 、 表 接 の 関連 を 持つ か どう か ? その 
こと に つい て も 、 婚 存 の 研究 で は 、 不 明 の まま で あ 

る 。 (物理 学 を 、 社 会 心理 分 野 に 応用 し た 研究 。 そ の 例 
と し て は 、K.Levin ら の 集団 力学 理論 な ど が ある 。 し か 
し 、 そ れ ら の 内 容 は 、 い ずれ も 比 只 的 レベ ル に 、 止 
まっ て いる 。) 

も し も 、 人 間 の 遺伝 的 ・ 文 化 的 行動 様式 が 、 分 子 運 動 法 
則 と 調 接 の 関連 を 持つ こと を 、 立 証 で きた 場合 。 

現在 、 物 理化 学 で 使わ れ て いる 、 コ ンピュータ を 用 い 
た 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン 技 術 。 そ うし た 技術 を 、 
人 間 (集団 ) の 研究 に 、 そ の まま 応用 で きる 。 そ れ 

は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に 、 輸 が る 。 社 会 科学 分 野 で の コ 
ンピュータ 活用 の レベ ル 。 そ れ を 、 飛 躍 的 に 向上 させ 
0 の 

この 文章 の 目的 。 

1 従来 の 、 民 族 性 や 社会 的 性 格 と いっ た 、 社 会 学 や 心 
理学 や 文化 人 類 学 固有 の 研究 テー マ と し て 扱わ れ て き 
た 対象 。 そ うし た 対象 を 、 物 理化 学 の 分 子 運 動 論 そ の も 
の と し て 扱え る こと 。 そ れ が 可能 で ある こと を 示す こ 
の る 
2 分 子 化 さ れ た 物理 化学 的 存在 と し て の 人 間 な いし 人 
間 集 団 の 遺伝 的 な いし 文化 的 行動 様式 。 そ れ ら が 、 洲 動 
性 を 持つ 液体 気体 分 子 の 運動 法則 に 、 大 局 的 に は 従っ て 
MO こと 、。 だれ を ボ び こと 。 


上 記 の 内 容 に より 、 下 記 の 内 容 が 、 (単なる 比 只 と し 
て で は な く 、) 便 接 可能 で ある こと を 示す こと 。 和 社会 
科学 へ の 、 物 理化 学 的 アプ ロー チ 。 社 会 科学 に 対す る 、 
コン ピュ ー タ を 用 いた 分 子 シ ミュ レー ショ ン 技 術 の 応 
用 。 


ce 
(1 ) 人 間 行 動 を 、 マ クロ 的 な 視点 か ら 眺 め た 場合 。 
それ ら は 、 社 会 ・ 文 化 的 行動 を 含め て 、 (本 人 が 自覚 す 
る し な い に 関 わら ず 、) 物理 化学 的 な 液体 気体 の 分 子 運 
動 法則 に 従っ て いる こと 。 

人 間 は 、 上 厳密 に は 、 物 理化 学 的 分 子 と は 、 知 覚 や 連合 や 
運動 の 機能 を 内 蔵 す る 点 で 、 異 な る 動き を 示す 。 し か 
し 、 彼 ら は 、 大 局 的 に は 、 物 理化 学 的 な 存在 と し て 振る 
舞う 。 

(2) 遺伝 的 な 側面 。 女 性 な いし 男性 の 行動 様式 。 そ 
れ ら が 、 以 下 の (1 ) の 内 容 に 従っ て 、 以 下 の (2) の 
内 容 に 相当 する 。 ( 1 ) それ ぞ れ の 持つ 生物 学 的 貴 車 
性 。 そ の 度合 い 。 そ の 大 小 。 ( 2 ) 液体 な いし 気体 の 分 
子 運動 法則 。 

(3) 文化 的 な 側面 。 適 応 先 の 自然 環境 に お ける 、 液 
体 優位 な いし 気体 優位 の 、 度 合い 。 ( 混 潤 な いし 乾燥 の 
度合 い 。) そう し た 度合 い に 従っ て 、 以 下 の 内 容 が 、 
液体 な いし 気体 の 分 子 運動 に 相当 する 。 農 耕 社 会 。 ( 定 
住 的 で 集約 的 。) な いし 、 遊 牧 社会 。 (移動 的 で 粗 放 
的 。) それ ら の 社会 の 行動 様式 。 (民族 性 。) 

(文化 的 な 人 間 行 動 様式 の 、 乾 混 の 度合 い 。 そ れ は 、 自 
然 環境 の 乾湿 の 度合 い に 、 正 相関 し て いる 。) 

(4 ) 遺伝 的 な 、 女 性 な いし 男性 の 行動 様式 。 文 化 的 
な 、 自 然 環境 の 乾 混 に 由来 する 、 農 耕 社会 な いし 遊牧 社 
会 の 行動 様式 。 上記 の 両者 の ペア は 、 相 互 に 対応 関係 に 
ある 。 自然 環境 へ の 適応 度 か ら 見 た 場合 。 女 性 は 、 液 体 
優位 環境 (湿潤 環境 ) の 下 の 農 耕 社 会 に お いて 、 優 位 と 
な る 。 男 性 は 、 気 体 優位 環境 (乾燥 環境 ) の 下 の 遊 牧 社 


会 に お いて 、 優 位 と な る 。 


人 間 行 動 に は 、 相 互 作 用 面 で の 流動 性 が 紙 え ず 存 在 す 
る 。 従っ て 。 人 間 行 動 を 、 物 理化 学 的 に 捉え る 場合 。 そ 
の 比較 の 対象 と な る も の 。 そ れ は 、 流 動 性 の ある 、 気 
体液 体 の 分 子 運 動 で ある 。 (流動 性 の な い 固 体 。 そ れ 
は 、 比 較 の 対象 か ら 外 され る 。) 

この 節 で は 、 以 下 の 内 容 に つい て 、 ま と め る 。 液 体 な 
いし 気体 の 分 子 運動 。 そ れ ら の 基礎 的 な 性 質 

まず 、 人 分子 間 力 に つい で て 説明 まる こと 。 次 に 、 分 子 間 
動 の 原理 を 、 分 子 間 力 中 心 に 、 動 作 次 元 (M) と 、 分 布 
次 元 (D) と に 分 け て 、 整 理 す る こと 。 

炊 に 、 基 本 原理 の 各 項 目 に つい て 、 液 体 気体 分 子 運 動 の 
比較 を 、 分 子 間 力 中 心 に 行い 、 表 に 整理 する こと 。 

この 説明 文 の 中 に は 、 以 下 の 内 容 が 、 含 まれ る 。 分 子 
を 擬人 化し た 表現 。 社 会 科学 で 用 いら れ て きた 概念 

を 、 積 極 的 に 流用 し た も の 。 

その 内 容 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 目 的 と し て いる 。 
従来 の 物理 化学 と 、 社 会 科学 と の 、 用 語 面 で の 橋渡し 。 


| 分 子 間 カ 
本 “分 子 間 力 ” (相互 に 引き 合う 力 ) を 持つ こ 


8 
働き や すさ 。) それ は 、 下 記 の 内 容 に 負 相 関す る こ 


は ) 各 分 子 問 の "名 離 ” 
) 各 分 子 個体 の 、 相 互 の 引力 を 振り 切る "運動 エネ 
0 


M 動作 次 元 
各 分 子 の 動作 と 、" 分 子 間 カ "と の 関係 に つい て 、 ま と め 


の と 。 


M 1 各 分 子 の 動作 エネ ルギー に つい て 。 そ れ は 、 下 記 
の 各 項 目 の 積 と し て 、 表 され る 。 

流動 性 の ある 分 子 は 、 各 自 、 中 請 レ ベル か ら 高 位 レ ベ 
ル の 、 運 動 エ ネル ギー を 持っ て いる 。 

各 分 子 の 動作 時 の エネ ルギー。 そ れ は 。 

0 1 "質量 ” 

0 2 "速度 


各 分 子 の 動作 エネ ルギー。 そ れ は 、 以 下 の 各 項 目 の 内 容 
に 、 正 相関 する 。 

1 1 動作 の "スケ ー ル "の 大 き さ 

2 1 動作 の "能動 性 ” (自発 的 に 動き 回 る 度合 い ) 

3 1 相互 接触 時 の "当たり "の ハー ド さ ・ 破 壊 的 で ある 
度合 い 

3 2 相互 接触 時 の 傷つき や すさ 

3 3 現状 打破 や 変革 へ の エネ ルギー 


分 子 間 力 " が 作用 する 度合 い 。 そ れ は 、 各 分 子 の 運動 エ 
ネル ギー に 人 負 相 関す る 。 

し た が っ て 、 以 上 の 0 1 <- 3 1 の 指標 の 値 は 、" 分 子 間 
力 " に 負 相 関す る 。 


M 2 各 分 子 の 動作 決定 の あり 方 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 
に よっ て 、 表 され る 。 


M2 1 1 各 分 子 の 各々 に つい て 。 

0 1 "自由 度 ” (周囲 分 子 の 物理 的 束縛 を 受け ず に 決定 
で きる 、 度 合い 。) 

0 2 "自律 度 ” (周囲 と は 独立 し て 決定 で きる 、 度 合 

い 。 ) 

0 3 "独創 度 ” (周囲 分 子 と 異な る 、 自 分 だ け の 決定 が 
で きる 、 度 合い 。) 


これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い を 表す 。 各 分 子 が 、 そ の 
引力 を 振り 切っ て 、 自 由 に 動き 回 れる 度合 い 。 な い 

し 。 各 分 子 が 、 動 作 決定 時 に 、 周 囲 個体 の 引力 の 影響 
結果 的 に 配慮 し な く て 済む 、 度合 い 。 それ ら の 度合 

い 。 そ れ ら の 値 は 、" 分 子 間 力 ” (分 子 間 相 互 の 引力 ) に 
負 相関 する 。 

分 子 間 力 が 大 きい ほど 、 下 記 の 度合 い が 、 強 まる 。 各 分 
子 に お ける 、" 自 由 か ら の 逃走 ”?。 〔E.Fromm。〕 


M 2 1 2 分 子 間 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ 

て 、 表 され る 。 

0 1 "相互 依存 度 ” (相互 に 、 他 分 子 の 動作 決定 の 影響 を 

被る こと 。 そ の 度合 い 。) 

5 還 攻 に の の 昌 全 泊 人 

し 合う こと 。 そ の 度合 い 。 相互 に 、" 足 を 引っ 張り 合 

う ” こ と 。 そ の 度合 い 。) 

0 3 " 画 一 度 ” (個別 に バラ バラ に 動く こと が で き な く 

な る こと 。 そ の 度合 い 。) 

0 4 "集団 主義 度 ” (相互 の 引力 で 、 ひ と か た まり に 

0 に 動く こと 。 そ の 傾向 。 そ の 強 さ 。) 
(同類 ) 他 者 指向 度 ” (動作 ター ゲッ ト を 、 同 類 

生生 の と 。 そ の 傾向 。 相 互 の "温もり "を 求め 

る こと 。 そ の 傾向 。) 

0 5B "擬人 化 度 ” ( 考 同 類 の 無機 物 な ど を 、 同 類 の 他 者 

に 準 え る こと 。 そ の 度合 い 。) 

0 6 "相互 和合 度 ” (相互 が 、" 仲 民 く "親しみ 合う " こ 

と 。 度 合い 。) 

この 値 に つい て は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で あ 

る 。 以下 の 0 6 1 か ら 、 以 下 の 0 6 3 へ と 、 細 分 化し て 

表す こと 。 こ の 値 は 、 ま た 、 分 子 の 相互 融合 や 相互 一 体 

化 の 度合 い に 正 相関 する 。 (D22-11。) 

0 6 1 "引力 追認 度 ” (相互 の 間 で 引力 が 作用 する こ 

と 。 そ の こと を 、 (積極 的 に ) 追認 する 度合 い 。) 

0 6 2 ” 恒 力 抑止 度 ” (相互 の 間 で 、 圧 力 (反発 力 ) の 作 


用 を 抑止 する こと 。 周 囲 と 反対 方 向 へ の 動作 の 存在 を 許 
さ な い こと 。 "満場 一 致 ” を 指向 する こと 。 そ れ ら の 度合 
(66 

0 6 3 "引力 無効 化 抑止 度 ” (相互 の 間 で 、 (周囲 の ) 引 
力 を 、 振り切る こと 。 (そう し た 引力 を 、 無 効 化す る 

こと 。) その こと で 、 自 由 に 動き 回 る こと 。 そ れ ら の 

実現 を 抑止 する こと 。 そ の 度合 い 。) 


これ ら の 値 は 、 各 分 子 動作 の "自由 度 " に 負 相 関す る 。 
従っ て 。 こ れ ら の 値 は 、" 分 子 間 力 "と 正 相関 し て いる 。 


M2 1 3 対 周囲 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ 
て 、 表 され る 。 

0 1 ” 同 調度 ” (周囲 と の 、 動 作 面 で の 調和 。 そ の 実現 
を 求め る 度合 い 。) 

0 2 ” 恥 の 感じ や すさ ” 【R.Benedict] (相互 に 、 周 囲 の 
他 分 子 に 注目 され 、 視 され て いる こと 。 そ の こと 
を 、 感 じ る 度合 い 。) 

0 3 "周囲 の 目 の 気 に し や すさ ” (相互 に 、 以 下 の 内 容 
を 、 考慮 する こと 。 周 囲 の 他 分 子 が 、 彼 自身 に つい 
て 、 ど う 感 じ て い る か ? そう し た 考慮 の 、 度 合い 。) 
0 4 "根回し の 必要 性 ” ( 彼 自 身 の 動 作 に 対す る 事前 の 
承諾 。 相 互 に 、 そ の 実現 を 、 周 囲 に 対し て 、 求 め る こ 
と 。 そ の 度合 い 。) 


これ ら の 値 は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 各 分 子 の 動作 が 、 周 
囲 他 分 子 の 動作 に 規定 され る 度合 い 。 従 っ て 。 こ れ ら 

の 値 は 、 分 子 間 力 に 正 相関 する 。 

これ ら の 値 は 、 各 分 子 動作 の "自由 度 "に 、 負 相関 する 。 


M 2 2 各 分 子 の 動作 方 向 (進路 ) 。 そ れ ら の あり 方 。 
それ は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 表 さ れる 。 

0 1 "一 定 度 " 表 進度 ” 

0 2 ” 明 確度 ” (物事 の 白黒 が は っ きり する こと 。 そ の 


度合 い 。) 


これ ら の 値 は 、 分 子 間 力 に 負 相 関す る 。 

そう し た 動作 方 向 。 そ れ は 、 分 子 が 相互 に 引き 合う こ 
と C で ツク ク ザク で 場当たり 的 で ファ ジー と な か る 。 その 
こと で 、 そ の 明確 度 が 、 減 少 す る 。 

その 結果 。 動 作 の "目的 指向 "性 。 (目的 対象 に 向かっ て 
一 証 線 に 進む 度合 い 。) その 度合 い が 、 減 少 する 。 


M 2 3 各 分 子 自 身 の 動作 に 対す る 責任 の 取り 方 。 そ れ 
は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 、 表 され る 。 

0 1 "分 散 ”( 他 の 分 子 と の 間 へ と 、 拡 散 す る こと 。 そ 
の 度合 い 。) 

0 2 "連帯 化 度 ” ( 他 の 分 子 と 共同 で 、 取 っ た り 、 持 ち 
合っ た りす る こと 。 そ れ ら の 度合 い 。) 


これ ら の 値 は 、 分 子 間 力 に 正 相 関す る 。 

相互 に 引き 合う 度合 い が 、 増 大 する こと 。 そ の こと 

で 、 下 記 の 度合 い が 、 増 大 する 。 各 自 の 動作 を 、 彼 自身 
と いう 1 分 子 の み で 、 決 定 で き な く な る 度合 い 。 そ の 
こと で 、 下 記 の 度合 い が 、 減 少 す る 。 彼 自身 の 動作 に 対 
する 責任 を 、 個 別に 負う 度合 い 。 

その 結果 。 動 作 に 対す る "集団 的 無責任 "の 度合 い 。 そ う 
し た 度合 い が 、 そ の こと で 、 増 大 する 。 


D 分 布 次 元 
各 分 子 (集団 ) の 分 布 に つい て 、 分 子 間 力 と の 関係 を 中 
説明 する と 。 


D11 相互 距離 

流動 性 の ある 分 子 は 、 相 互 に 、 中 席 な 距離 、 な いし 、 大 
き な 距 離 を 、 保 っ て いる 。 

分 子 相 互 の 引力 が 有効 な こと 。 そ の 度合 い 。" 分 子 間 
力 " が 作用 する こと 。 そ の 度合 い 。 そ れ ら の 度合 い は 、 
各 分 子 間 の 距離 に 、 負 相関 する 。 


D 2 1 分 子 各々 の 分 布 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 
に よっ て 、 表 され る 。 

0 1 "individuality”( 各 分 子 が 、 相 互 に 分 離 独 立 す る こ 
と 。 そ の 度合 い 。"” 個 人 主義 的 "で ある こと 。 そ の 度合 
be 

1 1 "視点 の 客観 度 ” (相互 ( Nih 
と 。 そ の 度合 い 。 相 手 を 見 る 眼 に お ける 、 疾 近 服 性 。 
る の = ご の 不 さ ジ (の すす る 、 人 上 
専用 の 、 空 間 。 0 

2 2 "視界 の 広 さ ” の の する それ ら に 

NISSEN に の は 

6 "プラ イバシー" ( 各 分 子 が 、 0 、 相 手 に 

て 、 彼 自身 の 動き を 緊 視 され な いこ と 。 PS 
ni 

2 4 "個室 指向 度 ” ( 各 分 子 が 相互 の 間 に 衝 立 を 設け る 
こと 。 彼 が 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 空間 を 、 周 囲 か ら 
独立 させ る こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 * ( 入 ) 革 出 度 * (多分 子 が 、 外 部 境 に 対し 
て 、 他 分 子 の 介在 な く 、 青 接 露 出す る こと 。 そ の 度合 
ON 


これ ら の 値 は 、 分 子 問 の 相互 距離 に 正 相 関す る 。 従 っ 
て 、 こ れ ら の 値 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 人 負 相 関す る 。 


D 2 2 分 子 間 の 分 布 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に 
よう て 、 表 され る 。 

0 1 "相互 接近 度 ” ( 各 分 子 が 、 相 互 に 、 距 離 的 に 近 づ 
こう と する こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 1 * 融 合 や ー 体 化 の 指向 度 ” ( 各 分 子 が 、 相 互 に 、 融 合 
レデ 体 化し よう の と する こと 。 その 所 舎 い 。 ) 

1 2 "もたれ あい 度 ” ( 各 分 子 が 、 相 互 に 、 相 手 に も た 
れ た り 、 相 手 か ら も た れ ら れ た りす る こと 。 そ れ ら の 
度合 い 。" 甘 え " 指 向 度 。 {土居 健郎 。〕 ) 


1 3 "触れ 合い 度 ” ( 他 分 子 と の 接触 。 そ れ ら に お け 

る 、 期 間 や 頻度 や 面 数 の 、 多 さ 。 才 2000323003 

くっ 付き 合う こと 。 そ の 度合 い 。 

これ ら の 値 。 そ れ ら は 、 の 、 正 相関 する 。 分 

イグ 相 富 に カ を 働か せ 合う こと 。 そ の 度合 い 。 それ 
、 従 っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 正 相関 する 。 

講和 下記 の 度合 い に 、 正 相関 する 。 各 分 子 間 

の 相互 作用 が 、 よ り " 全 人 格 的 " 家族 的 * の この 。 

の 度合 い 。 

2 1 ツテ リト リー 不明 瞭 化 度 ” (相互 の テリ トリ ー の 境 

穫 。 1 ぼや け て 不明 確 に な る こと 。 そ れ ら の 

度合 い 。 

人 各 分 子 の 相互 一 体 化 の 度合 い に 、 正 相関 す 

る 。 (D22- 11 項 。) この 値 は 、 分 子 開 力 の 大 き さ 

に 、 正 相関 する 。 

” 間 人 性 ” 〔 浜 口 恵 傘 。) その 度合 い は 、 こ の 値 に 正 相関 

33。 


D 2 3 分 子 集合 レベ ル で の 分 布 に つい て 。 そ れ は 、 ト 
記 の 内 容 に よっ て 、 表 され る 。 

0 1 "分 散 "(分布 貧 域 の 、 空 間 的 な 散ら ば り 。) 

0 2 "スケ ー ル " (分布 領 域 の 、 空 間 的 広がり や 、 空 間 
的 な スケ ー ル の 、 大 き さ 。) 
これ ら の 値 は 、 下 記 の 値 に BN 分 子 間 に 
ける 、 相 互 距離 の 大 き さ 。 分 子 問 に お ける 、 の 
きく さ 。 
これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分子 問 力 の 大 き さ に 、 負 
相関 する 。 

1 1 * 集 中 度 。 江 集 度 。” (分 布 が 、 一 箇所 に 固まる こ 
と 。 そ の 度合 い 。) 

1 2 * 連 続 度 ” (分 布 が 、 ア ナ ロ グ 的 に 繋が る こと 。 そ 
の 度合 い 。) 

3 ” (相互 ) 保護 度 ” (外部 環境 に 対し て 、 相 互 に 、 相 
人 と で 、 露 出 を 防止 する こ 


と 。 そ の 度合 い 。) 

これ ら の 値 は 、 以 下 の 値 に 、 正 相関 する 。 分 子 間 の 相互 
距離 の 小さ さ 。 分 子 間 に お ける 引力 の 働き や すさ 。 
これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 問 力 の 大 き さ に 、 正 
相関 する 。 


2 1 "外れ 値 許容 度 ” (分 布 面 に お いて 、 周 囲 へ の 同調 
度 の 低い 分 子 が 存在 し 得る こと 。 そ の 度合 い 。) 

2 2 "地方 分 権 度 ” (分 布 に お ける 、 各 部 分 の 、 他 部 分 
に 対す る 、 分 離 独 立 。 そ の 度合 い 。) 

これ ら の 値 は 、 分 布 の 分 散 の 大 き さ に 、 正 相関 する 。 
(>D23-0 1 頂 。) 

これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分子 問 力 の 大 き さ に 、 負 


相関 する 。 
3 1 "密度 ” (相互 に 密着 する 度合 い 。 相 互 に 、 過 密 状 
態 を 指向 する 度合 い 。) 


3 2 "地上 指向 度 ” (重力 の 影響 が 強まっ て 、 空 間 的 に 
下方 を 指向 する 度合 い 。 大 地 へ の 指向 。 そ の 度合 い 。) 
これ ら の 値 は 、 分 布 の 集中 ・ 洛 集 度 に 正 相 関す る 。 (> 
D23-11 項 。) 

これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分子 間 力 の 大 き さ に 、 正 
相関 する 。 


MD 動作 * 分 布 次 元 
M . 動作 。 D . 分 布 、 そ れ ら の 両者 が 関連 する 項目 に つ 
いて 、 分 子 間 力 と の 関係 を 中 心 に 、 ま と め る こと 。 


MD 1 拡散 性 

1 1 "拡散 度 ” ( 各 分 子 の 分 布 償 域 が 、 次 第 に 拡散 する 
こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 2 "分 布 枠 疾 限 定 度 ” (分 布 空 間 を 限定 し な いこ と 。 
その 度合 い 。”" 枠 や 型 に 囚われ な い " こ と 。 そ の 度合 い 。 
体積 一 定 で 無い こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 3 "未知 領域 指向 度 ” ( 各 分 子 が 、 他 の 分 子 が 未だ 分 布 


し な い 領 域 へ と 、 積 極 的 に 挑戦 し 飛び 出し て いく こ 
と 。 そ の 度合 い 。) 

1 4 "オリ ジ ナ リティ 度 ” (目的 と する 領域 に 、" 最 初 
に "入る こと 。 そ の 額 域 に お いて 、 何 か 、 新 た に 、 発 見 
や 発明 を 行う こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 5 " 実 分 野 交流 指向 度 ” (異な る 領域 へ と 出 て 行き 、 
他 分 子 (集団 ) と 相互 交流 する こと 。 そ の 度合 い 。) 
これ ら の 値 は 、 下 記 の 値 に 、 正 相関 する 。 動 作 エ ネル 
キ ギー の 大 き さ 。 相 互 距離 の 大 き さ 。 

これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分子 問 力 の 大 き さ に 、 負 
相関 する 。 

これ ら の 値 は 、 分 布 に お ける 、 下 記 の 値 に 、 正 相関 す 
る 。 非 "” セ クシ ョ ナリ ズム " 度 。 疾 " 晴 毒 " 度 。 〔 丸 山 真 
男 。〕 


2 1 "表面 存在 度 ” (分 布 償 域 の 表面 や 界面 、 そ れ ら が 
存在 する こと 。 そ の 度合 い 。) 

2 2 "内 外 区 別 度 ” (分 布 償 域 に お ける 、 内 部 と 外部 と 
の 区 別 。 そ うし た 賃 域 に お ける 、 境 界 。 そ の 内 容 を 、 
は っ きり させ る こと 。 そ の 度合 い 。) 

2 3 "縁故 ・ 剛 指向 度 ” (相互 作用 の 相手 を 、 領 域内 の 同 
類 分 子 へ と 、 (仲間 の 内 部 に ) 限定 する こと 。 そ の 度合 
Ne) 

これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い を 、 示 す 。 各 分 子 が 、 相 互 
に 分 子 間 力 が 働き 合う 同士 だ け で 、 か た まり 引き 止め 
合う こと 。 そ の 度合 い 。 

これ ら の 値 は 、 す な わ ち 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 分 布 領 
域 に お ける "拡散 度 P。 (MD1-11<14。) それ ら 
の 低 さ 。 そ れ ら の 値 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 正 相関 す 
る 。 


3 1 "表面 張力 "(分布 領域 の 表面 面積 を 、 最 小 化す る 
こと 。 そ の 実現 に 掛け る エネ ルギー の 大 き さ 。 そ の 度 


KN ) 


3 2 "表面 回 避 度 ” ( 各 分 子 が 、 以 下 の 状 況 を 、 避 ける 

こと 。 そ の 傾向 。 領域 の 表面 に 出 て 、 領 域 の 外部 に 対し 
て 、 和 仙 接 串 出 する こと 。) 

3 3 "対内 指向 度 ” ( 各 分 子 が 、 領 域内 部 に 入り た が る 

こと 。 そ の 傾向 。) 

3 4 "排他 度 ” (外部 に 対す る 窓口 (領域 表面 ) を 、 最 小 
化す る こと 。 そ の 度合 い 。) 

35” (対内 ) 閉塞 度 ” (領域 内 か ら 外 部 へ の スピ ン ア 

ウト 。 そ の 実現 が 、 困 難 に な る こと 。 そ の 度合 い 。" 集 
団 凝 集 性 。”) 

36” (対外 ) 閉鎖 度 ” (領域 外 か ら 内 部 へ の 参入 。 そ 

の 実現 が 、 困 難 に な る こと 。 そ の 度合 い 。) 

これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い を 、 示 す 。 相互 に 分 子 間 カ 
が 働き 合う 分 子 同士 。 彼ら が 、 そ う で な い 分 子 を 、 部 

外 者 扱い する こと 。 そ の 度合 い 。 

これ ら の 値 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 正 相 関す る 。 


MD 2 流動 性 

1 1 "移動 ・ 流 動 度 "(分布 空 間 を 自主 的 に 変え る こ 
と 。 そ の 度合 い 。) 

1 2 "視野 の スケ ー ル " (視野 が 、 行 動 範 囲 の 広がり に 
より 、 拡 大 する こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 3 "視野 の 多角 性 ” (複数 の 視点 か ら 、 対 象 を 捉え る 
こと 。 そ の 実現 が 、 可 能 な こと 。 そ の 度合 い 。) 
これ ら の 値 は 、 下 記 の 各 項 目 に 、 正 相関 する 。 動 作 エ 
ネル ギー の 大 き さ 。 分 子 相互 の 引力 と いう 、 動 作 面 に 
お ける ブレ ー キ 。 そ の 掛か り に くさ 。 

これ ら の 値 は 、 従 っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 人 負 相 関す 
る 。 


2 1 "定住 度 ” (相互 に 引力 と いう ブレ ー キ を 掛け 合っ 
て 、 ほ ば ぼ 同一 位 資 に 静止 する こと 。 そ うし た 傾向 。" 植 
物化 "の 傾向 。) 

2 2 “現状 維持 度 ” ("外圧 "が 加わ ら な い 限 り 、 現 在 位置 


に 停滞 し 続け る こと 。 そ うし た 傾向 。) 

2 3 "スト ッ ク 指 向 度 ” ( 各 分 子 の 軌跡 が 、 著 積 さ れる 
どの 。 < で うし だ 傾向 ) 

2 4 "前 例 有 効 度 ” ( 各 分 子 の 軌跡 が 、 以 前 に 他 分 子 が 
通っ た 地点 を 繰り 返し な で ぞ る こと 。 そ うし た 傾向 。) 
これ ら の 値 は 、" 流 動 性 "の 項 の 逆 を 行く 。 こ れ ら の 値 
は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 正 相関 する 。 


C 液体 気体 分 子 運動 の 比較 

以上 の 原理 や 法則 の 面 で の 説明 を も と に 、 液 体 気 体 の 分 
子 連 動 を 相互 に 比較 する こと 。 

液体 気体 分 子 は 、 各 々 、 流 動 性 を 持ち 、 運 動 エ ネル ギー 
を 持っ て いる 。 

運動 エネ ルギー" の 度合 い 。 

1 分 子 当 た り の 質量 を 両者 等 し いと 仮定 し た 場合 。 
動作 速度 は 、 気 体 分 子 が 、 液 体 分 子 に 比べ て 、 格 段 に 大 
きい 。 

"分 子 間 力 " の 作用 する 度合 い 。 (分 子 相 互 の 引力 の 働き 
や すさ 。) 

1 各 分 子 問 の 距離 が 、 気 体 の 方 が 、 液 体 に 比べ て 、 格 
段 に 遠い 。 

2 各 分 子 の 運動 エネ ルギー が 、 気 体 の 方 が 、 液 体 に 比 
べ て 、 格 段 に 大 きい 。 

そう し た 度合 い は 、 上 記 の 理由 より 、 液 体 分 子 の 方 
が 、 和 気体 分 子 に 比べ て 格段 に 大 きい 。 

その 結果 。 上 記 の 原理 や 法則 。 そ の 説明 文 、 そ れ ら の 内 
容 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 、 表 され る 。 

1 液体 分 子 (集団 ) の 運動 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 正 
相関 する 項目 に 、 適 合 する 。 

2 気体 分 子 (集団 ) の 運動 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 負 
相関 する 項目 に 、 適 合 する 。 


表 1 は 、 以 下 の (1) と 、 以 下 の (2 ) と の 関係 を 、 ま 


と の た だ も の で ある こと 。 

上 紀 で べ た 氷 理 や 法則 それ ら の 説明 文 の 、 各 項目 

の 、 各 項目 

1 9 チカ と の 正 相関 な いし 負 相 関 。 そ の 度合 い 。 
2 液体 分 子 運 動 と の 、 適 合 な いし 不適 合 。 そ の 度合 

3 気体 還 動 と の 、 適 合 な いし 不適 合 。 そ の 度合 

了 


上 記 で 述べ た 原理 や 法則 。 そ れ ら の 内 容 が 、 現 実 の 液体 
気体 分 子 運 動 と 対応 が 取れ て いる こと 。 そ の こと を 示 
す 例 を 、 以 下 に 挙げ る 

| 分 子 間 力 

液体 内 の 分 子 間 力 を 無効 に する こと 。 す な わ ち 、 液 
体 を 気体 に 変え る こと 。 そ の 実現 の た め に は 、 膨 大 な 
量 の エネ ルギー を 、 外 部 か ら 供 給 す る 必要 が ある 。 

M 動作 次 元 

動作 方 向 の 一 定 度 や 古 進 度 。 そ れ ら の 度合 い は 、 気 体 
分 子 の 方 が 、 液 体 分 子 に 比べ 格段 に 大 きい 。->M 2 1 1 
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D 分 布 次 元 

分 布 の 密度 は 、 液 体 は 、 気 体 に 比べ て 格段 に 大 きい 。 
(1000 倍 。) ->D22-31。 

同じ 数 の 分 子 集団 が 必要 と する 領域 の 大 き さ 。 ( 体 
積 。) それ は 、 液 体 に お いて 、 よ り 小 さい 。 
例 。 

空気 を 抜い た 風船 の 中 に 、 液 体 の 水 を 入れ て 、 沸 騰 し 
た 湯 に 入れ た 場合 。 そ れ は 、 水 が 気化 し た 分 、 急 激 に 
膨張 する 。->D23-01。 

分 布 の 空間 的 な 上 下 に つい て 。 気体 は 天上 方 向 に 浮上 


する 。 液 体 は 地上 方 向 に 降下 する 。->D 2 3 - 3 2。 
MD 動作 次 元 と 分 布 次 元 と の 掛け 合わ せ 。 

液体 は 、" 体 積 一 定 " で ある 。 液体 に お いて は 、* 示 
散 "は ほとん ど 見 られ な い 。 

例 。 

仮に 、 液 体 の 水 を 封入 し た 容器 の 蓋 を 開け た 場合 。 そ 
れ は 、 気 化し た 水蒸気 の よう に は 、 出 て いか な い 。->M 
了 光 se 圭 / 條 2 

分 布 叙 域 の "表面 や 界面 "。 そ れ ら は 、 液 体 に の み 存 在 
する 。 ( 例 。 穫 明 な コッ プ に 水 を 注ぐ と 、 境 界 線 が 見 
る ご た ぷり) MD 邊 ニ ク 2 イ 。 

表面 張力 "は 、 液 体 に の み 存 在 す る 。 ( 例 。 水 面 に 浮 
か 1 円 玉 。) ->MD 1 - 3 1 。 

液体 は 、 分 布 叙 域 の 移動 や 流動 の 傾向 に 、 欠 ける 。 
例 。 
水滴 を 、 い っ た ん 水平 面 上 に 垂らし た 場合 。 そ れ は 、 
外 か ら 、 尽 (外圧 ) を 吹き 掛け 無い 限り 、 い つま で も 
その 場 に と ど ま る 。 >MD2-11。 


デモ プロ グラ ム 編 


気体 分 子 運動 シミ ュ レ ーション 。 液体 
分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン 。 
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BPR いて の 関連 情 


私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 
合 的 な 要約 。 


// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 

その こと に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 
明 。 


男女 の 性 差 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

精子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 。 

それ ら の 、 和 全 接 的 な 、 延 長 で あり 、 反 映 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 忠 実に 、 基 づい て いる 。 
精子 と 卵子 と の 、 社 会 行動 上 の 差 。 


それ は 、 全 て の 生物 に お いて 、 共 通し て いる 。 
それ は 、 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 に も 、 当 て は まる 。 


男性 の 心身 は 、 精 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 
女性 の 心身 は 、 卵 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 


子孫 の 生育 に 必要 な 、 栄 養分 と 水分 。 
卵子 は 、 そ れ ら の 、 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


生殖 設備 。 
女性 は 、 そ れ ら の 所 有 者 で あり 、 占有 者 で ある 。 


卵子 が 占有 する 、 寺 養分 や 水分 。 
精子 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 。 
男性 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


所 有 者 が 上 位 者 で あり 、 借 用 者 が 下位 者 で ある 。 


その 結末 。 

未 誰 分 や 水分 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 卵 子 が 上 位 者 で あり 、 精 子 が 下位 
者 で ある 。 

生殖 設備 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 女性 が 上 位 者 で あり 、 男 性 が 下位 
者 で ある 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 精 子 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 精 子 に 対し て 、 受 精 を 、 一 方 的 に 許可 す 
る こ 空 。 

そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 男 性 に 対し て 、 書 燥 を 、 一 方 的 に 許可 す 
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そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 行為 を 、 行 う 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 様 々 な 側面 か ら 、 総 合 的 に 搾取 
ずる こと 。 


卵子 は 、 精 子 を 、 性 的 に 謗 引 す る 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
それ 自身 の 内 部 へ の 、 精 子 の 進入 。 

その こと に つい て の 、 詩 認可 。 

その 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
男性 に 対す る 、 セ ックス の 詩 認可 。 
その 権限 。 


彼女 自身 が 所 有する 生殖 設備 。 
男性 に よる 、 そ れ ら の 、 借 用 。 
その 詩 認可 。 

その 権限 。 


男性 か ら の 求婚 。 

それ に 対す る 詩 庄 。 

その 権限 。 

生物 が 、 有 性 生殖 を 行う 限り 、 以 下 の 内 容 は 、 確 実に 存 
在 す る 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
で それら は 、 無 くず すこ と は ほ は 、 決し で 呈 来 ない 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 説明 する 。 


世界 に は 、 男 性 優位 の 社会 だ け で な く 、 女 性 優位 の 社会 
も 、 同 様 に 、 普 通 に 、 多 数 存在 する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
女性 優位 社会 の 存在 の 明瞭 性 。 
その 、 世 界 社会 に お ける 、 新 た な 再 確 認 。 


男性 優位 社会 は 、 移 動 生活 様式 の 社会 で ある 。 
女性 優位 社会 は 、 定 住 生活 様式 の 社会 で ある 。 


精子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 男 性 の 心身 。 
彼ら は 、 移 動 生 活 様式 者 で ある 。 


卵子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 女性 の 心身 。 
彼ら は 、 定 住 生活 様式 者 で ある 。 


男性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モ ン ゴ ル 。 

女性 優位 社会 は 、 例え ば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 や 北朝 鮮 。 東 南ア ジア 。 


男性 は 、 行 動 の 自由 の 確保 を 最 優先 する 。 
男性 は 、 上 位 者 に 反抗 する 。 
男性 は 、 下 位 者 を 、 横 力 で 強引 に ね じ 伏 せ て 、 服 従 さ せ 


男性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 余地 は 、 少 し だ け 残 
す 。 

下位 者 に よる 反抗 。 

その 可能 性 。 

下位 者 に よる 自由 行動 。 

その 可能 性 。 

それ ら の 余地 。 


男性 優位 社会 は 、 横 力 に よる 支配 を 行う 。 


女性 は 、 自 己 保身 を 最 優先 する 。 
女性 は 、 上 位 者 に 対し て 、 隷 従 する 。 


女性 は 、 下 位 者 を 、 隷 従 さ せる 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 
最大 限 の 高慢 さと 尊大 さ を 、 用 いる こと 。 


下位 者 に よる 反抗 や 自由 行動 。 
それ ら の 行動 の 余地 を 、 完 全 に 封殺 し て 、 一 切 不 可能 に 
する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
周囲 の 同調 者 と 、 予 め 、 示 し 合わ せ て 、 行 われ る こ 
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下位 者 に よる 反抗 を 、 一 切 、 許さ な いこ と 。 

下位 者 を 、 逃 げ 場 の 一 切 無 い 、 密 閉 空間 に 臣 禁 する こ 
の ie 
上 位 者 の 気 が 済む まで 、 粘 着 的 に 、 行 われ れる こと 。 
下位 者 を 、 サ ンド バッ グ 代 わり に し て 、 一 方 的 に 、 虐 
待 し 続け る こと 。 

/ 


女性 優位 社会 は 、 専 制 に よる 支配 を 行う 。 


欧米 諸国 と 、 ロ シア や 中 国 と の 、 対 立 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 と し て 、 十 分 に 説明 可能 で あ 
る 。 
男性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と の 、 対 立 。 


移動 生活 様式 は 、 男 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 
定住 生活 様式 は 、 女 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


女性 優位 社会 で は 、 以 下 の 内 容 が 、 恒 常 的 に 発生 する 。 
上 位 者 と し て の 女性 に よる 、 以 下 の よ うな 行動 。 

自己 弱者 性 に つい て の 、 交 意 的 な 連呼 。 

男性 の 強者 性 に つい て の 、 導 意 的 な 連呼 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 故 意 に 隠蔽 する 。 

女性 の 社会 的 優位 性 。 

男性 差別 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 そ を の も の を 、 対 外 的 
に 、 隠 蔽 する 。 


女性 優位 社会 に お ける 、 そ の 内 部 の 機密 性 や 閉鎖 性 や 排 
他 性 。 

その 内 部 情報 の 義 公 開 性 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 そ を の も の を 、 対 外 的 

に 、 隠 蔽 する 。 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 、 性 差別 を 無く すこ と 。 
その 実現 は 、 不 可能 で ある 。 

そう し た 試み は 、 し ょ せん は 、 紋 事 の 理想 の 主張 に 
過ぎ な い 。 

それ ら の 行為 は 、 全 て 無 駄 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 強引 に 合 定 す る こと 。 
性 差別 に 反対 する こと 。 

欧米 主導 の 、 そ うし た 社会 運動 。 

それ ら は 、 基 本 的 に 、 全 て 無 意 味 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 前 提 と する 、 社 会 政策 。 
その 展開 が 、 新 た に 必要 で ある 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

人 間 の 本 貢 。 

それ ら に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 
明 。 


当方 は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 転換 し 、 破 壊す 
る 。 


従来 の 、 欧 米 や ユダ ヤ や 中 東 に よる 主導 の 、 移 動 生 活 様 
式 の 思想 。 

それ ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 肉 別 する 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 基づく 。 

家畜 の 恒常 的 な 居 殺 。 そ の 必要 性 。 

そう し た 見 方 

私 の 主張 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 の 存在 は 、 生 物 一 般 の 存在 へ と 、 完 全 に 包含 され 
る 

人 間 の 本 質 は 、 以 下 の 方 法 に よっ て 、 よ り 効 果 的 に 説明 
で きる 。 


人 間 を 、 生 物 の 一 種 と し て 、 眺 め る こと 。 
人 間 の 本 質 を 、 生 物 一 般 の 本 質 と し て 、 捉 える こと 。 


生物 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 の 複製 。 
自己 の 存続 。 


自己 の 増殖 。 


それ ら の 人 本質 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 倫 求 
を 、 生 み 出 す 。 

私 的 な 生き や すさ 。 

その 、 飽 く な き 追求 。 

それ へ の 倫 求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 
み 出 す 。 

有 能 性 の 獲得 。 

學 得 権益 の 獲得 。 

それ ら へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 生 
じ さ せる 。 

生存 に お ける 、 優 位 性 。 

その 確認 。 

その 必要 性 。 


その こと は 、 結 果 的 に 、 生 物 の 間 に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 
み 出 す 。 

社会 的 優劣 関係 。 

社会 的 上 下関 係 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 然 的 に 生み 出す 。 
上 位 者 の 生物 に よる 、 下 位 者 の 生物 に 対す る 、 虐 待 や 搾 
取 。 


その こと は 、 生 物 に 対し て 、 原 非 を 、 回 避 不 可能 な 形 
で 、 も た ら す 。 

それ は 、 生 物 を 、 生 き に くく する 。 

そう し た 原因 や 生き に くさ か ら 逃 れる こと 。 

その 実現 。 

どん な 生物 も 、 そ の 内 容 は 、 生 き て いる 限り 、 決 し 


て 、 実 現 出 来 な い 。 

それ は 、 生 物 の 一 種 で ある 人 間 に お いて も 、 同 様 で あ 
る 。 

人 間 の 原因 は 、 生 物 で ある こと その も の に より 、 生 じ 
て いる 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 発見 し た 。 
従来 の 生物 学 に お いて 主流 で ある 、 進 化 論 。 
それ に つい て 、 以 下 の 内 容 を 指摘 する こと 。 
その 内 容 面 に お ける 根本 的 な 斉 り 。 

その た め の 、 新 た な 説明 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 人 否定 する 。 
人 間 は 、 生 物 の 進化 の 完成 形 で ある こと 。 

生物 の 頂点 に 、 人 間 が 、 君 臨 す る こと 。 

そう し た 見 方 。 


生物 は 、 自 己 複製 を 、 ひ た すら 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 
絆 り 返す だ け で ある 。 

生物 は 、 そ うし た 点 に お いて 、 純 粋 に 物質 的 な 存在 で 
ある 。 

生物 は 、 進 化 へ の 意思 を 、 全 く 持 た な い 。 


生物 の 自己 複製 に お ける 突然 変異 。 

それ ら は 、 純 粋 に 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 起 きる 。 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 新 た な 形態 を 、 自 動 的 に も た 
ら す 。 


従来 の 進化 論 の 説明 。 

そう し た 新た な 形態 が 、 従 来 の 形態 より も 、 優 れ て い 
と 

そう し た 説明 は 、 何 も 根拠 が 無い 。 


現状 の 、 生 物 の 一 協 と し て の 人 間 の 、 形 態 。 

それ が 、 生 物 に よる 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お い 
CS の 2 まま 4 ポ 7 れる の の 5 

そう し た 保証 は 、 一 切 無 い 。 


生物 を 取り 巻く 環境 は 、 常 に 、 予 想 外 の 方 向 へ と 変化 す 
る 。 
以前 の 環境 に お いて 適応 的 だ どっ た 形質 。 

それ ら は 、 次 の 変化 し た 環境 に お いて は 、 往 々 に し 
て 、 以 下 の よ うな 形質 と な る 。 

その 新た な 環境 に 対し て 、 不 適応 で ある こと 。 


その 結果 。 
生物 の 形 能 は 、 自 己 複製 と 突然 変異 に より 、 常 に 変化 す 


る 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 全 く 保証 し な い 。 
より 望ま し い 状 態 へ の 進化 。 

その 持続 。 


/// 
私 の 、 上 記 の 主張 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


世界 の 上 位 を 独占 する 、 世 界 一 の 既得 権益 者 。 
そう し た 、 男 性 優位 社会 。 

欧米 諸国 。 

半数 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら は 、 彼 ら を 中 心 と し て 、 生 成 さ れ て いる 。 
それ ら の 内 容 は 、 彼 ら が 、 彼 ら 自 身 が 有利 に な る よう 
に S デ 充 的 に 決定 し た 、 


それ ら の 背 応 を な す 、 彼 ら の 、 伝 統 的 な 社会 思想 。 
キリ スト 教 。 

進化 論 。 

リベラ リズ ム 。 

民主 主義 。 

彼ら に と っ て 、 一 方 的 に 有利 な 内 容 の 、 様 々 な 社会 思 
相 . 

それ ら の 内 容 を 、 根本 的 に 破壊 し 、 封 殺し 、 初 期 化 する 
2 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら の 決定 の プロ セス に お ける 、 女性 優位 社会 の 関 
王 の 度合 い 。 

その 拡大 。 

その 実現 を 、 更 に 促進 する こと 。 


女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 根 本 的 に 生き づら い 、 社 
会 的 内 実 。 

それ は 、 上 位 者 へ の 隷 従 と 、 下 位 者 へ の 専制 支配 に 
よっ て 、 完 全 に 満た され て いる 。 

例 。 

日 本 社会 の 内 実 。 


そう し た 不都合 な 社会 的 内 実 。 

その 発生 メカ ニズム を 徹底 的 に 解明 する こと 。 
その 結果 の 内 容 を 、 暴 串 し 、 内 部 告発 する こと 。 
そう し た 内 容 で ある こと 。 


/7// 
私 の 書籍 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 隠 れ た 、 還 要 な 目的 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 
彼ら は 、 今 まで 、 以 下 の 内 容 に 頼る し か 無かっ た 。 
男性 優位 社会 の 人 々 が 、 彼 ら 自 身 の た め に 生成 し た 、 社 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 社会 を 説明 する 、 自 前 の 社会 理論 。 
彼ら が 、 そ れ を 、 自 前 で 持つ こと か 出来 る よう に する 
2 

その 実現 。 


その こと に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 

世界 秩序 の 形成 に お いて 、 現 在 、 優 位 に 立っ て いる 、 男 
性 優位 社会 。 

それ ら の 弱体 化 。 

女性 優位 社会 の 力 の 、 新 た な 強化 。 

札 が 。 それ を 、 手伝う こと 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 自 前 の 社会 理論 を 、 い つま で 経っ て も 、 な か 
な が が 持つ こと が 出来 な い ご と 。 

その 理由 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


分 析 行 動 そ を の も の を 、 心 の 旗 で 、 嫌 っ て いる こと 。 
対象 と の 一 体 化 や 、 対 象 と の 共感 を 、 対 象 の 分 析 よ り 
も 、 優 先 す る こと 。 


彼ら 自身 の 社会 が 持つ 、 強 い 拝 他 性 や 閉 鎮 性 。 
彼ら 自身 の 社会 の 内 実 を 解明 され る こと に 対し て 、 強 
い 挑 抗 感 を 持っ て いる こと 。 


彼ら 自身 の 女性 的 な 自己 保身 性 に 基づく 、 強 い 退 朋 性 。 
未知 の 危険 な 領域 を 探査 する こと を 嫌う こと 。 
安全 性 が 既に 確立 され た 、 前 例 踏襲 ば か り を 優先 する 


の 


前 例 の 無い 、 女 性 優位 社会 の 内 実 の 探査 。 
そう し た 行動 その も の を 、 嫌 うこ と 。 


前 例 と し て の 、 男 性 優位 社会 の 社会 理論 。 
その 内 容 を 、 ひ た すら 暗記 学習 する こと 。 
それ し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な いこ と 
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筆者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当 
た っ て の 方 法論 。 


私 の 執筆 の 目的 。 
生物 に と っ て の 生き や すさ 。 生 物 に と っ て の 生存 可能 
性 。 生 物 に と っ て の 増殖 可能 性 。 そ れ を 増大 させ る こ 


の 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 一 番 、 価 値 が ある こと で あ 

る 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 次 的 に 、 療 で ある 。 そ 
れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 光 明 性 を も た ら す 。 

社会 的 上 位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 最 上 位 の 社会 的 地位 の 獲得 。 形 権 の 獲得 。 獲 得 し た 
既得 権益 の 鈴 持 。 

社会 的 下位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 有 能 性 の 獲得 に よる 、 社 会 的 上 昇 。 社 会 的 時 命 の 生 
成 に まる 。 四 ま の 5 権益 の 、 破 壊 と 初期 化 。 
その 実現 に 役立つ 思想 。 真実 。 生物 が 、 自 分 自身 の 真実 
を 知る こと 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 准 酷 で 厳し く 壮 
束 な 内 容 で ある 。 そ の 受容 。 そ の 助け に な る 思想 。 そ 
れ ら を 、 効 率 良 く 生 み 出 す 方 法 。 そ の 確立 。 


私 の 方 法論 。 

上 記 の 目的 。 そ の 実現 に 当たっ て の 手順 。 そ の 実現 に 
当たっ て の 勘所 。 そ の 実現 に 当たっ て の 注意 点 。 そ れ 
ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ネッ ト 検 索 や ネッ ト 閲 覧 に よっ て 、 環 境 や 生物 社会 の 
動向 を 常 ( 5 清 隊 し 写 お おど と 。 そ れ ら の 行為 
は 、 以 下 の 内 容 の 源泉 に な る 。 

環境 や 生物 社会 の 真実 や 法則 の 解明 に お いて 、 説 明 力 や 
説得 力 の ある アイ デア 。 

め る デイ デア ( 9 真実 を 8 0 % 説 明 で きそう な 
見 通し が 立っ た 場合 。、 そ の アイ デア の 内 容 を 、 ど ん ど 
ん 書き 出し て 、 本 と 。 真実 に 近 そ うな 、 説 
明 力 の 高 そ うな 思想 を 、 独 力 で 、 ど ん どん 生み 出す こ 
と 。 そ の 行為 を 、 最 優先 する こと 。 

詳細 な 説明 を 後回し に する こと 。 難 和解 な 説明 を 避け る 
eK 

過去 の 前 例 と の 照合 は 、 後 回 し に する こと 。 正 し さ の 
完全 な 検証 は 、 後 回 し に する こと 。 

簡潔 で 分 か りや すく 使い や すい 法則 の 確立 。 そ の 行為 
を 、 最 優先 する こと 。 そ れ は 、 例 えば 、 以 下 の 行 為 と 
同様 で ある 。 簡 洒 で 分 か りや すく 使い や すい コン 
ビュ ー タ の ソフ トウ ェ エア の 開発 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 と スタ ンス 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 


/ 

私 が 生成 する 内 容 の 説明 力 の 最大 化 。 
その た め に か ける 手間 や 時 間 の 最小 化 。 
/ 


それ ら の 実現 の た め の 方 針 や スタ ンス 。 そ れ ら は 、 下 
記 の 内 容 で ある 。 


私 の 執筆 に お ける 、 ス タン ス 。 


私 が 、 文 章 の 作成 に お いて 、 考 慮 する 、 根 本 的 な 方 針 。 
それ ら の 対比 。 

それ ら の 主要 な 項目 一 覧 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 位 概念 性 。 / 下位 概 金 性 。 
要約 性 。 / 詳細 性 。 

/ 枝葉 性 
/ 個別 
/ 応用 
/ 具体 
/ 混合 1 
/ 粗 放 I 
/ 変動 
/ 局所 
/ 例外 性 。 

/ 疾 定 式 性 。 

/ 複雑 性 。 

/ 三 論 理性 。 
実証 可能 性 。 / 実証 不能 性 。 
客観 性 。 / 三 客 観 性 。 
新規 性 。 / 既知 性 。 

破壊 性 。 / 現状 維持 性 。 
効率 性 。 / 義 効 率 性 。 
結論 性 。 / 中 途 性 。 


ロロ HH 
短縮 性 。 / 冗長 性 。 


抽象 


時 
ls O O O ls ls 


全て の 文章 に お いて 、 内 容 面 で 、 以 下 の よ うな 性 質 
を 、 最 初 か ら 、 最 上 八 の 形 で 、 実 現す る こと 。 


概念 上 位 性 。 
要約 性 。 


抽象 


定式 


35 し て 、 文 章 の 内 容 を 、 執 筆 す る こ 


0 な る べく 早く 完成 させ る こと 。 

その 内 容 を 、 書 き 上 げた 部 分 毎 に 、 衣 ぐ に 、 本 文 に 
マー ダグ し で の いく ご と 

それ ら を 、 最 優先 する こと .。 

例 。 

固有 名 詞 を 、 使 わな いこ 

回 = 和 95 が 。 0 の 人 計 味 の 語句 を 、 使 わな いこ 
e 


先進 的 な コン ピュ ー タ プロ グラ ミン グ 技 術 を 、 文 章 作 
成 の 方 法 へ と 、 積 極 的 に 、 応 用 する こと 。 


例 。 

オブ ジェ クト 思考 に 基づく 、 文 章 作成 の 技術 。 

クラ ス と イン スタ ンス の 概念 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 
上 位 ク ラス の 内 容 の 優先 的 な 記述 。 


例 。 

アジ ャ イル 開発 の 方 法 の 、 文 章 作成 へ の 応用 。 
頻繁 に 、 以 下 の 行 動 を 、 繰 り 返 すこ と 。 

電子 書籍 の 内 容 の 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 。 

その 電子 書籍 ファ イル の 、 公 開 サ ー バ ー へ の アッ プ 
ロー ド 。 


私 は 、 従 来 の 学術 論文 の 作成 方 法 と は 異な る 方 法 を 、 採 
用 し て いる 。 

従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 は 、 説 明 力 の ある 内 容 の 導出 
に お いて 、 括 効率 で ある 。 


書籍 の 執筆 に お ける 、 私 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


令 合 失調 症 の 患者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 最 下位 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 扱い が 、 一 番 、 劣 部 な 者 か ら の 視点 。 
社会 か ら 、 拒 絶 さ れ 、 差 別 さ れ 、 人 迫害 され 、 追 放さ れ 、 
隔 さ れ た 者 か ら の 視点 。 

社会 不適 応 者 か ら の 視点 。 

社会 で 生き る こと を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

一 番 、 社 会 的 ラン ク が 下位 の 病気 に 稚 患 し た 患者 か ら 
の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 有害 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 嫌 わ れ 者 か ら の 視点 。 

社会 に 対し て 、 生 涯 、 心 を 閉ざし た 者 か ら の 視点 。 
生物 や 人 間 に 対 し て 、 根 本 的 に が っ か り し た 者 か ら の 


視点 。 

生物 や 人 間 に 対 し て 、 絶 望 し た 者 か ら の 視点 。 

人 生 を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 彼 自身 の 遺伝 的 子孫 を 残す こ 
と を 、 社 会 的 に 拒 紙 さ れ た 者 か ら の 視点 。 

稚 患 し た 病気 の せい で 、 極 め て 短命 に 終わ る こと 。 そ 
の こと を 、 運 命 付 けら れ た 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の すい で 、 生 き や す さ や 救い を 、 生 涯 、 
得 ら れ な いこ と 。 そ の こと が 、 予 め 確定 し て いる 者 か 
ら の 視点 。 

稚 患 し た 病気 の せい で 、 有 人 能 性 を 、 生 涯 、 得 られ な い 
こと 。 そ の こと が 、 予 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 
愉 患 し た 病気 の せい で 、 生 涯 に わた っ て 、 社 会 か ら 、 
虐待 や 搾取 を 受け 続け る こと 。 そ の こと が 、 予 め 確 定 
し て いる 者 か ら の 視点 。 

そう し た 者 に よる 、 生 物 社 会 や 人 間 社 会 に 対す る 内 部 
告発 の 視点 。 


私 の 人 生 目 標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男女 の 性 差 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 。 

生物 その も の 。 

それ ら の 人 本質 を 、 自 力 で 、 分 析 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 、 私 の 人 生 目 標 は 、 以 下 の よ うな 人 々 に よっ 
て 、 大 きく 妨害 され た 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧 米 諸国 。 

そう し た 、 男 性 優位 社会 に よっ て 支配 され て いる 、 女 
性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 日 本 と 韓国 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 認め な い 。 
彼ら は 、 男 女 の 本 質 的 な 性 差 を 、 決 し て 認め な い 。 


彼ら は 、 男 女 の 性 差 に つい て の 研究 その も の を 、 社 会 
的 に 。 妨 天 し 、 禁 目 し で いる 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に 
と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と の 、 本 次 的 な 共通 性 。 
彼ら は 、 そ れ を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 必 死 で 、 区 列 
し 、 売 別 つく する 

彼ら は 、 人 間 の 、 人 間 以 外 の 生物 に 対す る 優位 性 を 、 必 
多 で 、 計 張 し よう と する 。 


そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 
解明 に と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


女性 優位 社会 の 女性 た ち 。 例 。 日 本 社会 の 女性 た ち 。 
彼ら は 、 女 性 優位 社会 に お ける 女性 の 優位 性 を 、 表 向き 
は 、 決 し て 認め な い 。 

女性 専用 社会 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 そ れ ら の 社会 
の 内 部 の 真実 。 

彼ら は 、 そ の 公開 を 、 決 し て 認め な い 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に 
と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 控 の 
解明 に と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


上 記 の よう な 人 々 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 目 標 を 、 根 本 的 に 、 
妨害 し た 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 を 、 そ の 土台 か 
ら 、 狂 わせ 、 破 壊し 、 台 無し に し た 。 

私 は 、 そ れ ら の 結果 に つい て 、 と て も っ て いる 。 
私 は 、 彼 ら に 対し て 、 鉄 西 を 下 し た い 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 


理解 させ た い 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 自 力 で 解明 し た 
い 。 

4 

男女 の 性 差 に お ける 、 上 真実 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 に お ける 、 上 真実 。 

// 


私 は 、 人 間 社 会 を 、 冷 静 に 、 客 観 的 に 、 分 析 し た か っ 
の 

そこ で 、 私 は 、 人 間 社 会 か ら 、 一 時 的 に 、 私 自身 を 、 隅 
離し た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 全 賊 者 と な っ た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 動向 を 、 ネ ッ ト 経 由 で 、 毎 日 、 ひ た す 
ら 、 観 察し 続け た 。 


その 結末 。 
私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 手 に 入れ た 。 
人 間 社 会 の 全体 を 、 最 下位 か ら 償 江 する 、 独 自 の 視点 。 


その 結果 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 自 力 で 、 何 と か 、 掴 ん だ 。 
/ 

男女 の 性 差 の 本 質 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 。 

/ 


その 結果 。 
私 は 、 新 た な 人 生 目 標 を 、 手 に 入れ た 。 


私 の 、 新 た な 人 生 目 標 。 

彼ら の 社会 的 妨害 に 対し て 、 対 抗 し 、 挑 戦 す る こと 。 
そし て 、 以 下 の 内 容 を 、 人 々 の 間 に 広 く 知 ら せ る こ 
6 

/ 


私 が 自力 で 掴ん だ 、 男 女 の 性 差 の 真実 。 
私 が 自力 で 掴ん だ 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 真実 。 
/ 


私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 を 
作成 し て いる 。 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 の 
内 容 を 、 日 々 、 熱 心 に 、 改訂 し 続け て いる 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 
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Journal of Personality and Social Psychology, 52, 81-90 
Eysenck。, 日 . J., 1953, The structure of human personalty. New 
York: Wiley. 

Edwards, A.L., 1953, The relationship between judged 
desirebilty of a trait and the plobability that the trant will be 
endowsed. Journal of Applied Psychology, 37,.90-93 


/ 情報 。 

吉田 民 人 ( 著 ), 情報 と 自己 組織 性 の 理論 , 東京 大 学 出版 
会 , 1990/7/1 

/ 社会 性 。 

吉田 民 人 ( 著 ), 主体 性 と 所 有 構 造 の 理論 , 東京 大 学 出版 
会 , 1991/1271 


/ 人 間 以 外 の 生物 。 

/ 行動 。 

デ テ ィ ア ー( 著 ), ステ ラー( 著 ), 日 高 敏 隆 ( 訳 ), 小 原 嘉 明 
訳 ), 動物 の 行動 - 現代 生物 学 入門 7 巻 , 岩波 書店 , 1980/1/1 
// 小 y 単 。 

D.R. グ リフ ィ ン ( 著 ), 桑原 万 寿 太郎 (翻訳 ), 動物 に 心 が あ 
る か ーー 心 的 体験 の 進化 的 連続 性 (1979 年 ) (岩波 現代 選書 
ーNS 〈507) ), 岩波 書店 , 1979 年 

/ 文化 。 

J エ ボナ ー ( 著 ), 八 杉 貞 奴 (翻訳 ), 動物 は 文化 を も つか 
(1982 年 ) (岩波 現代 選書 一 NS (332) ), 岩波 書店 
198279/24 

// 社会 。 

今西 錦 司 ( 著 ), 私 の 幸長 類 学 (講談 社 学術 文庫 80) , 講談 
社 , 1976/11/1 

今西 錦 司 『 私 の 自然 観 』」 講談 社 学術 文庫 , 1990 (1966) . 
河合 雅雄 ( 著 )) ニホン ザル の 生態 , 河出 書房 新 社 , 1976/1/1 


伊 谷 純 一 郎 ( 著 ) , 高崎 山 の サ ル (講談 社 文庫 ), 講談 社 , 
1973/6/26 

伊 谷 純 一 郎 ( 著 ) , 吉 長 類 社会 の 進化 (平凡 社 自然 叢書 ) 単 
行 本 -, 平凡 社 , 1987/6/1 

/ 無神論 。 

リチャード ・ ド ー キ ンス ( 著 ), 垂水 雄二 ( 徳 訳 ), 神 は 妄 
想 で ある 一 宗教 と の 決別 , 早川 書房 , 2007/5/25 


ー 辞書 

新村 出 (編著 ) , 広 酵 苑 - 第 5 版 , 岩波 書店 , 1998 
Sten, J., 立 Flexner, S. B. (Eds.), The Random House 
Thesaurus., Ballantine Books., 1992 


ーー 2 の な 

田中 歓 (2006). 実 中 心理 デー タ 解 析 改訂 版 新 曜社 

中 野 博幸 , JavaScript-STAR , 2007 年 11 月 9 日 
http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/ (2008 年 2 月 23 日 ) 


私 が 執筆 し た 全て の 書籍 。 そ の 一 覧 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Sex Differences And Female 
Dominance 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 性 列 差 衝 和 女性 主 号 地位 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) IIoroBpre Da3JIrrdr II 涼 CHCKOC 
TIDeCBOCXOICTBO 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 男女 の 性 差 と 女性 の 優位 性 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Female-Dominated Society Will 
Rule The World. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性 主 号 的 社会 閣 銃 治世 界 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) O6mecrBo, B koropoM 
OMrHHLDYIOT 水 CHITIIH5I。 OYICT TIDaBHTb MHDOM. 


Iwao Otsuka (Aug 12。 2020) 女性 優位 社会 が 、 世 界 を 支配 
する 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Mobile Life. Settled Lite. The 
origins Of social sex difterences. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移 区 生 活 。 定 居 生 活 。 社 会 性 
列 差 叶 的 起源 。 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Mo6rurpag ※3Hb. 
YDeryJIHDOBaHHa 和 未 3Hp. 1CTOKH COLLHaJTbHbIX Da3JIHHMM TO 
TOJIOBOMY IDMH3HaKY. 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移動 生活 様式 。 定 住 生活 様 
式 。 社 会 的 性 差 の 起源 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) The essence of life. The essence 
of human beings. The darkness of them. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生物 的 本 康 。 人 美的 本 康 。 他 
伯 的 鵜 暗 。 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) CymrHocrTb 水 3HM. CyTIHOcTb 
HeJIOBeHeCKIX CyILeCTB. MTx TbMa. 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生物 の 本 質 。 人 間 の 本 質 。 そ 
れ ら の 暗黒 性 。 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) On Atheism and the Salvation of 
the Soul. Live by neuroscience! 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) 途 元 神 余 所 魂 的 救 呈 。 等 神 
鍵 科 学生 存 ! 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) O6 arer3Me crraceHMM ILM. 
炒 B HeBDOJOTIeM! 

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) 無神論 と 魂 の 救済 に つい て 。 
脳神経 科学 で 生き よう ! 


Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Dryness. Wetness. Sensation of 
humndity. Perception of humidity. Personality Humidity. Socal 
Humndnty. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) 干 性 。 混 気 。 混 度 的 感 党 。 対 
湿度 的 感知 。 性 格 混 度 。 社 会 混 度 。 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Cyxocrps. Mokpora. CeHcartr 
BJI4KHOCTIM. BOCITDMTTHe BJIaKHOCTI. JITHHOCTH 誠 
BJIaKHOCTb. COIIIaJIbHa BTTAKHOCTb. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020)0 ドラ イ さ 。 ウェット さ 。 混 度 
の 感覚 。 湿 度 の 知覚 。 性 格 の 混 度 。 社 会 の 湿度 。 


Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Gases and hqunds. Classification 
of behavior and society. Applications to life and humans. 
Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 和 液 体 。 行 入社 会 的 分 
和美 。 在 生活 和 人 美 中 的 成 用 。 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Ia3Er 水 LKOcTI. 
KJraccrDHKaTtr IIOBe ル CH I OOILCCTBa. IIDrMeHeHre K 

水 I3HH II HCJTOBGKYV. 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 と 液体 。 行 動 や 社会 の 分 
類 。 生 物 や 人 間 へ の 応用 。 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Elements of Iivability. 
Functionalhism of life. Society as Ife. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 宜 居 的 要素 。 生 活 的 功能 主 又 。 
社会 即 生活 。 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) う jreweHrpr 6aTOyCcTDOeHHOCTI. 
①yHKrtrOHaJTbHOCTb 汽 I3HI. ひ 0recTBO KaK 3Hb. 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 生き や すさ の 素 。 生 物 の 機能 主 
義 。 生 物 と し て の 社会 。 


Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) The laws of history. History as a 
system. History for Iife. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 太 史 的 規律 。 訪 史 是 一 介 系 銃 。 
万 史 的 生物 。 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 3akogpr rcroprr. MIcroprg kak 
CHCTeMa. 上 CTODM Ha BCFO 水 H3Hb. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 
歴史 。 生物 に と っ て の 歴史 。 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Social Theory of Maternal 
Authority. A Society of Strong Mothers. Japanese Society as a 
Case Study. 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) 母 恭 威 的 社会 理 傘 。 勢 母 
泰 的 社会 。 以 日 本 社会 丸 介 案 研究 。 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) CorrrajrbHa TeODM 
MaTeDIHCTBa: OOImecTBo crTbHbIX MaTeDC 黄 . ITOHCKOe 
OOIecTBO KaK IDHMCD. 

Iwao Otsuka (Sep 13, 2020) 母 権 社会 論 - 強い 母 の 社会 。 
事例 と し て の 日 本 社会 。 - 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mechanisms of Japanese society. 
A society of acqulred settled groups. 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) 日 本 社会 的 机 制 。 后 天 定 居 群 
体 的 社会 。 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mexagrr3Mpr arrOHckoro 
oomecTBa. OOmmecTBO TDIO0DeTeHHpIX OCeJIbIX TDyTT. 

Iwao Otsuka (Aug 28, 2020) 日 本 社会 の メカ ニズム 。 後 大 


的 定住 集団 の 社会 。 


Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertial Society 

Iwao Otsuka (Oct 23, 2020) 慎 性 社会 (中 文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) grHeprrrogHoe o0mmecTBo 
Iwao Otsuka (Oct 23, 2020) 慣性 社会 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神 殺 社 会 学 (中 文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) HeMpocorrroJOTM 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神経 社会 学 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) From transportation-centric 
society to communication-centric society. The Progress of 
Transition. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 人 以 交通 涼 中 心 的 社会 向 以 通 
信 入 中 心 的 社会 。 特 型 的 六 展 。 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) Or o6rmecTBa, ODMeHTDOBaHHOTO 
H8 TDaHCIIODT, K OOIICCTBY。 ODHCHTHDOBaHHOMY Ha 
KOMMYHIKaTII. ITDOTDecc TeDeXOIHOTO TDMOa. 

twao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通 中 心 社会 か ら 通信 中 心 社 
会 へ 。 移 行 の 進展 。 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the Individual - 
The Elemental Reduction Approach. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 介 人 社会 学 - 元 素 乏 原 法 。 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Corrgororr mdHOCTI 

- づ JIeMeHTHbIM IIOIIXOII K COKDaIICHMFO. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人 の 見 える 社会 学 - 有 要素 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introducton Of A White Tax To 
Counter Discrimination Against Blacks. 

Iwao Otsuka (Noy 9, 2020) 引 入 白人 税 以 打 十 対 野 人 的 岐 祝 
Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) BBeerrre 0eOrO HaJIOTa JI 
TIDOTMBOICIICTBMI IHCKDIMIHaTIHIHT HCDHbIX 


Iwao Otsuka (Noy 9, 2020) 愚 人 差別 対策 と し て の 白人 税 


導入 


Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, 
perception. Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. 
Loose and tight. Tense and relaxed. 

twao Otsuka (Nov 20, 2020) 人 格 互 感 党 、 知 党 。 明 選 暗 。 
温暖 寒冷 。 便 和 次 。 松 互 欠 。 味 編 放 松 。 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) JIrqHocrTp I OILYTIeHT 
BOCIIDITIC. じ BeTJIOC I TECMHOG. 1eIIO I XOJIOIHO. 1BeDbIM 
I MATKHM. じ BO0OIHpIM H TVTO 黄 . HaTrDa2KeHHbIM 
DacCJIa0IeHHpIL. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 性 格 と 感覚 、 知 覚 。 明 暗 。 温 


冷 。 條 軟 。 緩 さと きつ さ 。 味 張 と リラ ックス 。 


Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. 
Maternal and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Noy 21, 2020) 母性 父性 。 母 朴 和 父 枚 。 父 
母 故 力 。 
Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) MareprHcrBo  OTItOBcTBO. 
IMareDrrHcKa IOTIIOBCKa 和 BIACTb. POMITGJIH I BJIaCT5. 

Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 
と 権力 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex 
discrimination. They cannot be ehmnated. Social mitigation 
and compensation for them. 

Iwao Otsuka (Dec 13, 2020) 性 別 差 只 和 性 列 岐 祝 。 休 元 
法 消除 。 対 記 仙 行 社会 緩解 和 社 位 。 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) IIooBpre Da3Jmrrdrg 
AICKDYMMHaIIK TO ITOTOBOMY TDI3HaAKY. OH He MOTyT ObrTb 
YCTDaHeHpI. じ OIIKaJbHOC CMTHCHIIC HI KOMIICHCaAIILH 38 HIX. 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 。 そ れ ら 
は 無く せな い 。 そ れ ら へ の 社会 的 な 緩和 や 補償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled 
group societies. Female dominance. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 群 体 社会 的 机 制 。 女 
性 主 号 地位 。 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) MexanrswMpr ormecTB 
TDIOODeTeHHpIX OCeIJTbIX TDYIT. 川 OMrHrDOBaHMe 水 CHIIIHH. 
Iwao Otsuka (Dcec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニ 
ズム 。 女性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resOurces. Ther advantages and disadVantages. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 次 源 的 所 有 和 考 所 有 。 其 
利 氷 。 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) BjianeHrre II He BIaICHrC 
DecyDCaMI. LTx DerMyTIeCTBa H HCLOCTaTKI. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 の 所 有 と 括 所 有 。- そ の 利 
上 と 欠点 。 


7 い \ 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence 
of economic disparity. Causes and solutions. 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 財 富 選 盆 内 。 待 済 差 距 的 出現 。 
原因 和解 決 法 。 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) bjrarorrorydre 0enHocTb. 
IIOBJreHrTe 93KOHOMrIHCCKOTO HeCDaBCHCTBa. IIDrHbr 
DerIeHI. 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 富裕 と 貧困 。 経 済 的 格差 の 発 
生 。 そ の 原因 と 解消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delhnquents. A true 
delinquent. The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真 正 的 不良 分 
子 。 了 蔽 者 之 同 的 区 列 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) CorrgajrpbHbre IDecTYIIHMKI. 
HacTogTLM ITDeCTYTIHMK. Pa3HMIIa Me 水 刀 Y HHMM. 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 
両者 の 違い 。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music VideoSs. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如何 大 賞 湾 世 音 示 祝 頻 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Kak aca 水 aTbCg HTDOBbIMI 
MYy3bIKaJIbHbIMI KJIHIIAMI. 


twao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfillmg life. 
The source of them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 値 得 生活 的 生活 。 充実 的 生 
活 。 他 1] 的 源 共 。 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 水 r3Hp, OcTOMIHag 水 3HI. 
IIojHlorreHHag ※※3Hp. MTcTOdHrk MX. 


twao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充実 し た 人 生 。 そ 


れ ら の 源 。 


私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 徳 駅 の 
プロ セス に つい て 。 


こ 訪 問 あり が と う ご ざ いま す ! 

私 は 本 の 内 容 を 頻繁 に 改訂 し て いま す 。 

その た め 、 読者 の 皆様 に は 、 随 時 サイ ト を 訪れ て いた 
だ き 、 新 刊 や 改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ 
く こ と を お 勧め し て いま す 。 

自動 徳 訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https:/www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 

私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 

私 の 本 の 自動 翻訳 の 順序 は 以下 の 通り で す 。 
日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下さ い ! 


私 の 略歴 。 


私 は 、1964 年 に 、 日 本 の 神奈 川 県 で 、 生 まれ た 。 

私 は 、1989 年 に 、 東 京 大 学 文 学部 社会 学科 を 卒業 し た 。 
私 は 、1989 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の 1 種 区 分 
の 、 社 会 学 の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、1992 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の 1 種 区 分 
の 、 心 理学 の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、 大 学卒 業 後 は 、 日 糸 大 手 IT 企業 の 研究 所 に 勤務 し 
て 。 ヨコ ンピュータ の ソフ ント ウェ エア の 試作 業務 に 従事 し 
た 

私 は 、 現 在 は 、 企 業 を 退職 し て 、 執 健 活動 に 専念 中 で あ 
る 。 
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